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は し が き

｢陣屋町の研究｣をわれわれの地域研究シ1)-ズの妨五 として ,喜びと危快が交錯する｡

研究対象地域の選定に辞して今蓬は不和不儀d)間に地形学的項域的IC選んだ様にな,,てい る｡ こ

の齢 3ここに問題的探求し備中足守町を選んだ｡

足守川が吉備高原から岡山平野に出ようとす るところに足守の町並がある｡その地形学的位蛭

とhL̂ .最近まで行われてきた三 ,八.丘.十の市立としぺへ.まさに典型的な谷口集落 (集口娘

落 )である｡交通的 ,商業的にめぐまれた谷口輿藩は ,そa)飯れた地理的位軒の故は.近世にお

いては木下侯2万石の陣屋町として重 きをなした｡嫌下町の研究はかなり進んでいるが.陣屋町

の研究例はあまり多くない｡一口に陣屋町といってもし,ろいろな形態があろう｡足守は小大名の

陣恩町である.昨年渦査した備中町魚島の近世における婆.明治以後の変掛 こ較べて足守の場合

はどうであろうか｡また備前(こは13の在町があり,そこには池田侯家老在所の陣鮎町もあった｡

虫明 ,周臨 .佐伯 .建部 ,天城などは,家老在所J.)陣監町であった.才つれわれがここでとりあげ

ようとするのは2万石の小大名の陣,rB町は備前のそれらとも違ったニュ7 1/スをもっていたであ

るう｡足守#武士団の構成 ,足守陣屋町の形怨 と構造はど･Dようなものであったカb これらは藩

政史研究の上に食重なデーターとなるであろう.

政治の中心はおのずか ら商-2の中心地 となり.谷口集落はその機能を発印 したようである｡ こ

のような足守によく似た陣屋町 ･谷口集落は備中井原であろう｡井原 と比較すれば足守の特色は

一層浮形にされるであろう｡

｢足守｣というとき.その前に備中なるに守をつけて｢備中足守｣と呼ぶのが語品がよく聞き

qlれてq:ざわわがよい｡足守は小藩ながらその名が全軌 こ聞えていたのである｡それはなぜだろ

うか｡ これもわれわれの追求したかったところである｡

格式を重んする封建都市の1町人が,高利球をしながら.一大寄生地主に成長し.鉄道を敷設

し.地域経陸を中耳るにいたった.藤を離れた士族 .新興在人,寄娃地主 ,窮乏する戯民 ,アメ

I)カへの大Jt移民 ,小作争濃 ,これらは明治大正月秒･ら昭和期かけてみ られた社会蕪辞現象であ

り,日本の何処におLへてもみられたごくありふれたことlこすぎないが.それがもっとも華か こ,

シ,-プfE,典型的に見 られたのがこの足守川流域である.

このような出来軌 ま,階級 ･階層とどのようICt'ナぴつき,生活の基礎単位たる家族構成にど

の.tうに影響を与えているか｡

,ミス交頑の発達は,1年1年と足守を岡山-近づけている｡静かに進行している技術革命は,

吉備高原上の山村にも強い影響を与えつつある｡ これに対する男老.若 ,罪,女の反応はどうで

あるか｡

はげしくゆbうとく社会に生き抜 くため.次の世代をいかに教育しようとしてLへるか｡未熟で



はあるが若い学生がじかに渦査見附し分析したものである｡某執な学生の研究物この程度のもの

しか出しえないのは ,調査期日の虚日時であ･,たことのみではない｡指導の話に当った我々のい

たらなさでも ろ｡お詫す る外はない｡

本野糞の葵城をつ くって下さったのは足守町職長中田末一氏であD.黒瀬町長 .難改教育長を

始め町当局.轟会か ら物心両面lこわたる御援助を得た.これなくして木研卿 まなしえなかったで

あろう｡町内語学校を始め各種団性の御協力 ,卑料3(輿lこ際 して御仏示を贈わ･,た多くの方々に

対し.一同有難 く御礼を申上げる次第である｡

町をあげての御協力に応えるにはあIiわにも年弱であるが.これを契頬として学生が研究方法

を身につけ将来の充実した研究- と発展し.あるいはこれを涌じて町の人が足守川町lこ対して認

譜を新たにして下さる点が一つでもあれば_鶉外の謀である｡ (石田)

調 査 期 日

8月22日-26日

参 加 者

教 官 谷口澄夫 古屋野 正圧 石田 寛

学 生

33年入学 秋葉 将

. 岡田正子

坪井 収

城野敬治

鳥越靖#.

西尾満雄

虫明事昧

32年入学 安東弘志

卒 叢 生 有元ft:柿

柴田 一

中田智子

松尾圭子

市森昌子 井野川徳代

/m川元子 河合明吏

永谷治江 島山春子

石賀康史 妹尾幹夫

中川 範 難改征進

藤井正信 11-.野蕪一

掃山形人

赤和 宏 小畑陵介

宇野 .太田 ,河合長一郎

布田正規 鶴藤凍忠

西本漣二 楠本 発



第 Ⅰ茸 自 然 的 環 境

約 7節 地 形 .
虫 明 辛 保

1. 概 観

足守町は備前平野LrJ北;rTf.化 榔 招.し.ここで平野はカ7.プ塾にはL̂ りこんでL̂ る｡東は-'F,i町及

び御津町 ,西は総社市 .北は217馴 J及び加茂川町に恥賭 し.東西 11.38Km.南北13.26Kn.

新税 69.34K.n2 を占める.

町をY字状に足利 Ilが流れ ,町の中央部を大きく三分して繭流 してLJlるo水凹や集落はこLD川

に沿い帝都に次第に開けてい るが ,南部の平野を除き,I王とん ど山地によって占め られ てLへろ｡

(第1表 ,第 2衷 )
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そ こで本町を便宜上次LDようlこri:分 して柏原 (野 呂 )･ lilj.平野に分けてその地形的qlJf色を

記してh く. 即ちrE-,U'原 としては大体取谷舶肘近の迎移,･斬J.柿の所 ,谷はiFは してはそこか ら大井的

近の定移点までの所とし,平j･lfLi足守の町山繭とする｡ (升目東lJ
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2. 野 呂の地 形

青備帯原上部の平坦面を一般に野呂という｡ このよう!場 所としては岩田･日近 ･福谷及び大

井西部に広 く見られ ､これは中国地方に広 く耕なる音仙膚取の南操と考えられる｡

この辺少は壮年晩期の山地でかなりr3月折が進んでいろ｡ しか しよく見ると西の福谷,大井と東

の岩田 '日近では開折の稽腔 に穀分着発が孟細 られる｡即 ちこ:叫 ま西紬 ,'古生代の地JFtから成っ

ていて･硬 く放 血が進まないのであって,壬として花樹岩 ,水成粘板岩より成 っている｡土齢 ま

抄土 '壌土 ,粘土などで,T'るが畢雅して塾ヒが多 く,山林 は抄質の所を除き樹木の生育は佳良であ

る｡粘板岩の風化土矧 ま枯く3'ボー等の根菜類や果菜期によく古来足守3'ボーとして名声が吊いO

花伽常賢の土鳩には乏水蛙のタバコ等が栽培されているO

-方束虎の岩田 ,E]近はrLlH折がよく進み ,道鍬 まジグザグし,超伏に富んでいる｡谷に沿い水

田は .かなbv)高度の所まで聞け ,旧輪廻即ち吉備両船面とそ･(1,を偵蝕する現輪廻の谷が錯綜し

て′､る様子が願著l7'h見受けら二rl-る｡ (写苑1)
まなはし

火山内から東屋 に至る谷 ,下目近から上布田 ,LLlノ上に要る谷.下高田か ら石凄 ,山ノ上に至る

谷等はそれである｡このようfi'現象は嘩平J熟知の周辺上由域によく見られ ,ここも吉僻高原の南棟

でその性格がよくあらわれている｡これ らの谷は水皿として利用されている｡

高原上の平坦面はこの1Mj3-では一般にウネ ･ソネ･-ラ等とよはれ ,ほゞ同寺である｡ 高原失

活はこのような平坦面に立地し.周辺に畑地を耕し,官の周臣糾.:｢サエソ｣ ｢ノ､タ｣があ り.水

田は一般に家から碓れた切所にある｡riiは ･戊星 ･山ノ上fiどは野呂にjl地 した高原難藩として

の性格をよく示 している｡ (写束2)

足守川の縦断面図(オ 1図 )を見ると分かるようEr_鼎谷弛Dあたbに河底勾配の不連続点即 ち

避移点があり,高原と谷の境をなしている｡一方常軌っ臼近川でも鮎返 ･元信附近Iこ滋移点は認

めることが出兵 ,高原(野呂 )と谷との境をT,i.しているといえる.

3. 谷間 eJ地 形

谷間とLて西部では黒谷他附近 .東部では鮎返 ･元ILl附近から大井附近の遷移点までの地域に

ついて見よう｡ これらの河川の周囲には不明舵ではあるが ,戊山内のLあたりと ,下高田から下目

近にいたる地域に河梓段丘が認められる｡こゝにはかIi'r)広い水は]がけ即すていて隆起準平原とし

ての古幡高原をよく代表 している川上郡や阿葡郡に昆Jれるような高取を刻む幼年谷とその支流

の目を見脹 るような急斜面は認められず .谷蛙中野かよ(開けていて,わずかに粟井附近に急斜

lruをみる/だけである｡

一一3-



集落は このような谷では道路に桁い ,街村状を阜 している｡その代表的filものが東山内 と田近

の集落である｡

東山内附近では一方の山が急で .他方がゆるやかで足守川は一方に押しつけ られた状態を示 し

ている｡ (写爽 1)

さてこれ らの川はかIより土砂運搬力をもっているが .大井では川の何例に山地が迫ってい るの

で土砂は一時そこでせ きとめ られ稚拙 され る. こうしてこの他に-枚の埋FLiIl農地が 形成 され る｡

これが大井の先地である｡

なお斜面に見 られ る果樹観は洪前世の山砂利屑の上に作 られている｡ これ は多 くの軌を含 むの

で一般の作物は栽培出火ず ,果樹園lこされたもので ,排水はよい0

4. 平針oU地 形 一扇状地状デルター

まず足守平野の成因を見よう｡ この地方はもと扱い海であ_,たと推定 され る｡即 ち,後氷期の

海岸線 (NOlithic beach)紘 ,馳｣膿 の場合瀬戸一山似一店井-一 宮一足守-総社を

結ぶ線であ1たと考 えられ る｡

さて 'この淡い海は足守川が上流から土砂 をfLi搬して来て三角州 (デルタ )を作 り,更に洪水

毎に三郎 11は堆jtiLで高まる｡こrJように して緩い{d状地にな1たもの と思われる｡中村JP.'*阿

骨の袋渚はこく/)よう1i'良5-状地状デルタの上 に立地LJ.･_ものと思われる｡足守平矧 まこのように し

て出来上ったものと考えられ るが ,足守川もその後幾度 となく流路を変更した形跡がみられ る｡

そこで足守川の旧派路を航空空中等夷 ･JL.-図 ･条里の乱れ等を参考にして復原 して見 ると第 2図

のようにlilる｡

このような流路の変更が又足守平野のその後の城因に鮭轡を及ぼ している.
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足守川はこの平野に出て天井川を示して商流してい るが(次萌参照).現在の捷防に近い附近

の田はやや高くて.砂が多く.これをj:地の人々はr畑田｣と呼んでいる｡次に砂を少 し含む田

を｢中晩田Jとht̂最も低湿な泥の多い山地帯bの田を｢晩田｣といってい る｡ こ ゝでは水をめ

ぐって絶えず争っている｡即ち前者は水が不足し.後者は水が過剰で排水に努め.両者の利春が

相反してい るか らである｡
●●●

この平野部では飲料水Iこ患まれず .ひどいかなけ水をろ過 して飲用してい る｡中村のあたbで

はフッ素を含有してh る所もある｡

以上野呂･谷間･平野の地形について述べたが地表水及び地下水の水兼イオン濃度を粗べた結

果Iこ上ると.山地では酸性であるが .平野部では中性にうつb,一般的な現象がこの地にもあて

はjtる｡

5.足守川の河床変化

足守川の特色ある現象として河床の変化をあげ ることが出来る｡即ち河床上昇及び河床低下の

現象が共に見られたのである｡r河床は水勢の侵蝕力と運搬堆嶺力との平衡した状態に近づこう

として極めて倍掛こ上界又は低下している｡ しかしこの平衡を破 るような自然的 ,人為的条件の

変化があれば急速な上昇又は低下に移 るo洪水 .地熊 .地と .倒壊 ,土石流などlこよる土砂.岩

周の供給皿の増大 .及び下流側のそれ らによる河谷噸止めなどの自然的原因と,鉱害 ,伐採 ,開

敬 ,管理不十分による地被の破壊 ,及び貯水池 .取入堀 .遊水池の出現lこよる下流の頓止め ,そ

の他水勢の妬少などの人為的原因によって河取J上昇するO洪水の減少 .荒原山地の固腹 .下流

塀止め.土砂の侵蝕流速 ,地被保誠の進展にともなう河水の括劉 ヒと供給土砂教の減少 .上流側

･'Cおけ る貯水池.砂防相勘 坂入漣.遊水池の出現 ,及び下附 則におけ引引iL改倦 ,分水路の斬

殺 .砂利採収は河床を近下させる｡河床低下は用水の月又入れ ,沿岸の排水に'_qf大な影響を及ぼす｣

仙 ものである｡

これを足守川につLlて見 ると,ます河床上昇の現象として天井州 ヒの過程lこついて見よう｡ こ
か九な

れは二期に分けて考えることがLh鳴 る｡即ち競一肌 3日木古来U)製鉄技術即ちたた らによる鉄穴
●●■

流しlこその原因を求めることが地盤も｡たた らは｢砂鉄を原料とす る製鉄族で准尉岩地域の風化

土層を励し,水泡 で砂鉄を採uRl..それを粘土魁の炉の中で灼熱さhた木炭の上雌 入して益

や瓶塊 (̀鉛 とした｣L21もので,古くから中国山地に広く行T,iLていた｡

さてこの製鉄鋲lこよると黄大な紗を流すのであ,,て .土砂は軌 へ所か ら低い所- .更EこIJJ腹か

ら谷JIh と流し出される｡もちろんこれを防止す る方法も耕 じられはしたが.その一部は水と共

に川-＼流LtIする｡その秒は上流部では急流のため川下へ運び出され ,平野に出ると流れが急に緩

やか こなり土砂運搬力が弱まるので .そこ に堆横される｡ このようにしてそこに扇状地を形成 し

たり,天利 flが形成盲れたりするのである｡天井川は洪水の卿 こ氾濫し高さを増すQ もちろん天

井川が形成されるためには塊坊を集かねばならない｡

r中国地方の藷河川は水源地方Iこおけ る鉄穴流しの盛行は下流部への土砂流出且を人=的に増
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大せ しめ製炭lこよる水源林の荒廃と相まって下流部のJl快を高め洪水の危険を増大させ滞鶴水利

の面にも大きな影響を与えた｡ この上)に江戸時付 こ盛んlこ行われた砂鉄製錬も明治維新以後洋

式魁鉄の興るのlこ伴･}て急速lこ表敬して行きJ(3)E守川 も鉄穴流 しfCよる河床上那 けち天井川化

の現 kIま一応軒消された｡

ところが次に人 口の増加に伴)農地不足が原因で山地の細豊が実施され ,掛 こ甜われていた山

は畑地へ と転化され降水卓に土砂は谷川-流ttIL,llF先の場合 と同掛 こ下味 に運搬され,そこ

(こ堆鎖し天井川を形成する｡ ここに再び河床lこ変化をきたしたのであ る｡ これが第 2期の河床上

井d)現 穀であって .これは戦中軌後を通じて全国的に見られた現象である｡ このような河托上昇

即ち天井川化は下流部における洪水時LD排水を困鮎にし,水田の冠水時間を長 くし被害を増大さ

せ る｡

しか し最近この天井川化の問題 も解消されつつあるo即ち下流におけ る児島帝の淡水湖化 と上

流におけるダムの建設に上る河床低下の現象である｡前者Iこついては児島湾の水面が低 下したた

め,下流の堆積地に侵蝕の復活 (回春 )が見られ るようになったし,後者についてはダムに一度

溜められた水はそこで清澄化される｡清澄化された水は流速が早く運搬力が強くなb河床を便蝕

し低下させ る｡又ダムの建設は流嵐を一定lこし.広い捷防内の一部だけを凍れ るようになる｡ こ

)して最近では河床面a)方が局疎tD水田面上b幾分低くなり.凍丑も安定してい る｡

注 目) 多田文男鵜 El本地理薪大系 (自然 ) P88

(21森 鹿三 散田武柾編 歴史地理講座 (日本 )1959 P356

(3)森 銘三 飯田武qq 前掲沓 1959 P868

第 2肺 敏 光 地
.i

足守町は古来吉備-E化の発祥地として名所旧跡にLrgtTが .施設は故だ珠弱で既存のそ1Lを利用

しているにすぎない｡その主1.亡ものを挙げると,

1. 名 所

(JJ近水公岡 上足守にある公滴で ,足守目地Z)桜 '旧若主の別邸吟風軸がある｡ この公は削ま旧

足守滞壬木下家の庭園である｡桜は百数十本あり枯鯉湖にけ静かな行楽地として近時名 声をあ

げている｡吟風胤=よ京都仙洞石加新改奥の残材をもって唾敏されたものと言われる｡公胤勺には

池があり,小堀遠州作と伝えられている｡他に才Si旅Gつ碑 もあり,桜祭 .夜桜見物等を行う｡

(21 電泉寺 下足守葛王にあり,山上の埴跡として,又山紫水明の別天地で笈季林間学校を胴隷

している｡高松稲荷より徒歩で 30分 ,絶好のキ ャー/プ地である｡お電祭 りが行われる｡

(3) 浮田温泉 粟井にあり脱衣ラジウム含有量避雷で古くより姫神方面に名声が高い｡温泉法に

規定された鉱泉には認められ(.Iいが ■7月.8上目こけ多 くの併給客があり,次 い で･108,I

日.28.4月とな1ていて ,岡山市 '児鹿市 ,倉掛 h-,捨祉軒,高松町方面の人々が多く一

京阪神からも若干集まる｡ これ らの人々は神様痛 ･良Jr肩 ･外傷等の胎齢 こぞってくる｡
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(4) 無谷弛 河掛 こあD,山狭の絶払 施設 としては桜と紅葉 .ポー ト遊び .魚釣 りなどであ

る0

2, 旧 跡

tl)葉田茸森宵跡 下足守lこあり県指定文化財 ,応神天皇行在所跡 と伝えられている｡ 参道入

口の石鳥唇iこは｢康安元年 十月二日郎妾賀陽番人大=沙禰妙阿祝師僧疎密｣の銘があり.

鳥腎在銘としては全国でも磁石L7)もの と言T)れてい ろ(室町時代 )｡背が低 く見え地上包腹

(沓石ともレ､う)を見せないところ却って韻を見せ ろ｡笠木等u)手法はその時代の特徴であ

る｡国指定文化財｡

(2)冠山城虻 下足守にあb避臣秀吉中国征伐 (高松城水攻 )の際の要衝で加藤衝正がこれを

陥れたとhう｡

(31 武家屋男繊 構 上足守Iこあわ県指誼文化財｡ 旧足守藩家老杉原氏の腎宅で江戸中期の建物

恕併進Dでほほ原態を残 してLへろD

(4)木下利玄誕/=臼也及び生家 近水公開附近にあり.明治･大 正時代LD歌人木下利玄の生乳

なお近水公園内に碑がある｡

(5) 珊方洪掩護生地 上足守にあb県指定文化財o蘭学の泰斗我が国種痘の祖と言われた猪方

敵機の誕生地｡文化七年 この他 にLiれろOなお猪方洪庵の碑 も上足守IこあるO

(6) 安准寺 日近にあ少栄西禅師得度の寺｡卑見の井戸 ･桜 ･紅葉等ある｡栄西麟b･献茶式

桜踊り等が行われろO

(7) 線 P社宝塔 上高田にあり国指定文化財｡全長一丈八尺三寸で,花樹岩鮎 ｢貞和二年十

月二日大工妙bri,JJa)銘があるtJI,.大=は足守八幡の石鳥陪V)ものと一致するO相輪は後柿で

あるが梅園LEI!こ孔雀/=r和 し全休Lt)婆が非常によく整ってい ろ｡

制 上印等の兜錘 日近にあり県指定文化財 ,安土桃山時代のもLDQ

(9)守福寺の石造宝殿 下足科 こあ り坦封旨定文化肘O南北朝時代の石造LD家IBの形態をした遭

樋であると言われている｡

名所 ･旧跡 としては大体以上のようなもLf)であるが ,次FC果観の慣れてLJlる所 として次のよう

こ所が半けられる｡

･十二本木山の擬現得 昔の午前を偲びながら肺前肺中の国昭を東に傭前の国を眺めなが ら赤 く

のもエho父権現宵まで行(と遠かIこ連な る書簡高原のなだ らかな平坦面を望むことが出光 ろ

Ll薙星の星神社 ここでの-1771軌は実に乗柵 らしく北には書傭柘原と中国山地を,又繭には淋戸内

海の島々を見下すことが出来る｡

o懸幡神社の随身門 ~

このようli:金高な観光脊源 も現在のまゝの施設では年々宋亡するは必定で ,整備拡張が強 く望

まれる｡

往 この節は主として ｢足守町建設計画｣鵜本計画鰍 こよる｡
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第 皿章 歴 史 的 展 開

第 1 節 原 始 ･ 古 代 ･ 中 世

西 尾 満 稚

1 原始から古代

(= 縄文時代

足守周辺vcpいては縄文時代vc局する遺跡 ･遺物は発見されてVlない｡ しか し.億近忙な

って栢谷の西周倉で縄文土器の破片が発見さTLたO西周倉の資料からは ,はっきりしたこと

比V'えないけれども.数千年前vcナでVCこの地)}-に人跡がきざまれたのである｡辞しvlととは

は今紋この種の土器の発見に期待 したい｡

L21 弥生時代

足守の地域VCも服部や阿呆などと共vcかなり早く稲作技術が伝73ったと思われるが .今の

所 .弥J=1時代印朋の遺跡 ･過物の発見vCは至1でいない｡ しかし.弥生時代 も建朋vcなって

くると足守町の各所で土器･石器などの適物が発見されている｡

上足守から銅鐸が掘り出されたと伝えられているOとの邑守出土の銅釦 高さ20数cdZ)

小型のものであるが ,どのような場所にどの上うに埋められていたかは73か1ていをい｡

(3) 古J*時代

足守vEかける古墳として.旧El近付大字舌の羅山古墳 .下足守字見坂の向山古墳など数基

の古tnは指摘することができる｡龍山古墳では .2つの絹式石棺が並んで&少.その一方の

石棺からは鋸歯文銘 1両 .他方の石棺からは ･四郎鍵 1面.直刀 1口･玉類46個が出土し

てか9.向山古墳からは人骨と共vc 形文銀 (伐弛 )1面 .直刀 1口.玉類63個が出土し

ている｡

これらの古項の披葬者は .小さな熊組の支配者18であ1た｡これら小熊F.j]は更に大き75:力

vC上って支配されていた｡足守の場合は盲価国がそれである｡前記の飽 ま舌佑国から分け与

えられたものであろう｡

支配者が大きを古巧むつ くること自体が ,惰力の 1つの象徴であ1た｡し.J､●ノ社会 ,文化

の進展と共vc.禎支配者層のrPVCも階轍分化が行73TLだしたころ ,新 しい形式-ごある横穴式

石垂が古fnVC導入されてくると.古項というものが ｢権力の集散｣の牌から引きずりpろさ

れ .い7)ゆる ｢去｣としての性格牡鹿 く持つようVCを1たのである｡つまり古唄は支配者だ

けの ものでなく.もっと広い層の中に藩透していった｡丘陵や谷あいVE数基から 10数基が

群集して現われ .非常vc多くの古墳が各所vc存在する結果とな-た｡足守町だけでも2'3

00の古項の存在が認められるが .その大部分がこの古墳時代後期の群災項である0
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下,qv守の三.tr山都 Iiは仏穴式石姿廿もつ古項で ,現在はその大部分は披旅されて跡形i･以ナ

の/jiで去るが ,刀 2口,･=;珠 2伯 ･tdl個 .玉頬 146個 ･碑石2個 ･杯や榔 瓦などの士と芳

類 301舶 拙 土しているという｡侶石にしろ土器類(こしろこれらは日常生活.'zl結びつ くもの

であり,娼珠 ･轡は馬貝類の 1部を示しているものである｡

2 古 代

(1J灸 里 制

条里肘比大化の改新の際の土地行政の 1つとして行われたものであ1て ,水田を主に ,6

町 4方を一つの単位として土地を熊然と方形に区画しその 1つを 1里と呼んだo縦の基線を

灸 ,俵の鹿線を里と名付けたことか らこれを条里制とい1たのである｡

この 6町 4万の各辺を六等分して ,36の坪を虚け ,それぞれIi:l秤 l2坪･-- 36坪

と名付けた｡何坪という地名があれば条里軌の施行されたことをうかがい知ることができるB

鼻里制は平地部にかいてはかなDの範淵に施行されているO北は軌･ftから南は九州てtでそ

の逮椀を見ることができる｡又足守周辺にかいても ,総社 ･服部 ･足守 ･生百 ･.島松 -一宮

の附近の水田はほぼ全面にわたってその追捕 を見ることがで きる.

足守町について見ると ,大井以北には条里過納を指柵することはできないが ,旧足守町の

水田面にかいて比ほほ全域Iこ認めることができるDこの他城は恭里地割だけでなく,1坪と

いう地名も残っている｡

12) 外 果 捌

大化の改新の際 ,50戸を以て 1輿とすると定められたbこの_ERの下に村なるものがい く

つか含-1れていたO令娼解によると'&屯元年 (715)に控を攻めて壬占となし ,村を改めて

里としたと見える｡いわゆる郷_-qi;h･;)が施行されたわけであるoこれによって地方行政の区軒

が国 ･郡 ･都 ･里となったが .天平 11年 (739年 )ごろになって輿が剛 ､られなくなり,

村が郷の下に位するようになったO殻ちには里と村が矧司されて使われることさえ生 じた｡

足守町の触里について見ると .次のようであるo

足守 (滞森 )郷 三井里 ･楢昆里
1 tI

大井脇 田後哩 ･粟井鼻

などを知ることができる｡

茸森と足守-/同じように使われているが ,これはかなり汝7Eで併用されたようである｡

天平 11年の正倉院文話で比庭瀬 ･板倉 ･瀕森 ･大井 ･lq舵 ･八部 ･日羽 ･多気 ･●有漢の

九郷が袈夜郡(こ属している｡瀬森郷の内三井里lこついては ,現在下足守八幡宮の南東方に三

井谷と称する地名があり,又冠山の繭腹に三井山三仙寺という寺がある(この寺比以前仕三

井谷にあり,冠山に移したが戦国時代lこ焼かれたのでその放現在の地に移 したといわれる｡ )

三井谷から冠山の-;t',f;ほかけての地が三井里であろ うと思われる｡父 ,倫見過については ,

正倉院文書の記軒では生石部が欠けてお9 ,三井典が足守にあたるとすれば構見里は生石の

- 10-



lLh.になるので純なかろうか｡

大井一触 大井 ･日近 ･岩肌･桶谷を含んでいたQ田縫卦 こついては明らかにしえないが ,

ヌ井埋け ,明治22年より前の粟井村を巾心とした地区で+,→たと思われる.

｢里即諾郡足守 ,JLj料lt･･'手布百端 ,勝足守｡大井郷 ,交易絹百疋 ,'王ノ利守｣ (蛤博文処)

これによると,足守の特産物は布 .すなわち席放物で .大井の特産物は絹柑物であったこ

とを知ることができる0

3. 中 世

(日 雀 圃

荘園の始まDをはっきbつかむことは閑難であるD大化の改新の際の班田収授けやがて

土地不足となっていったo この土地不足解決の瀬として ,三世一身法や熊田永世私有法な

どが出されたが ,効果仕上らなか-たOしかし一方 ,これ らの法は荘固発生の一つの原田

にな-,たといえる｡

a 生 石 荘

御厨目録や足守荘絵図によってその存在を知るととができるが ,その他のことは一切

不明である｡

b * # #

大井茸については 2･3の記操が残 っている｡すなわち

o光寺文番目 ,守詔代相国寺領僻中国大井准

オ石壁郷a)'酸位段銭之可暇 6月 9日御車出旨可故軌上国催促由仮也依執廼姐件

寛正 5年 6月 10日 基数
(1464年 )

石 河 左 近 将 監 搬

o祐水寺敬壬院鐘紡日 ,備中国大井御荘節水寺敬主院主幸円

It 正中 2乙丑天正月廿日 大公舌村弘美
(1325年 )

満水寺敬主院については ｢伯中志｣ 蟹姫郡上l嶋EEl村の集に ｢清水山清水敬呈院 ,本堺

千手初音立像 (保探連作と云 う不評 )阿弥陀堂血債堂古来は堂塔 12寺有と云平相同桁

感道立の旧弛也云云｣とある｡上高田は旧岩田村の大字で ,旧El近村の大字に下高田が

あD ,大井在が旧大井 ･臼近 ･岩田3村にわたっていたことが知られ る｡又 ,東寺文番

から相国寺の#闇であ1たことがわかる｡

生石 ･大井両雀とも弟応元年 (1169年 )の監守准'絵図によってその存在を知ること

ができるのであるから弟応元申亡はすでに成立していたことF'JEるo

c 足 守 荘

足守荘に関する缶料はさいわいなことに康髄の神護寺(こいくつか保管されている｡

o轟応元年(1I69年 )足守荘絵図 4隅の堵示

- ll-



辰巳勝示備中円墳石畳山 未申牌示生石御荘堺堺田-姦六丁作人永写坪 成亥傍示阿宗

伽堺大横山 丑刀牌示大井御荘堺藤木LLl大井軌荘堺長坂山脇

この絵図により#園の範間を知ることができる.又図中iこは田福寺･吉田山 ･柄川寺 ･

八幡LLJ･半万弛 ･福岡山 ･延寿寺 ･稚本山 ･満水寺 ･木福寺･書籍寺 ･王子堂･三井寺

水田山･次山の名称が記されているo絵図上でもP,ともはっきb位置し ,大きさのわか

る寺院は延蒋寺である｡この寺だけは水田のせんなかにあ9,方 3町げかbにその境内

があらわされている｡現在でも延寿寺の範脚は指摘できるが ,瓦 .礎石は未発見である｡

,なお ,神隷寺の文省 によって神護寺衝足守姓の成立の仕方菅うかがい知ることができる｡いっ

L-ろどのようにして後白河院の領地となn たかけ全 く不明である｡しかし 12世紀の中ごろ僧文

/i.･:-,_WL法恥陣の大願にことよせて後白河院に寄進を強要したことがわかる.さすがの綾白河院も

ljLt:1二には勝てなかったのである｡

いTれの荘蘭も存在を知ることができるが ,成立過程その他についてほとんど知 bえないのは

V.'4念である｡

参 照
｢ 吉 備 都 史 上 ｣

｢岡 山 県 戯 地 史 ｣

窮 2 節 傭 中国にかけ る東 西勢力の興T:

･ ; 松 尾 圭 子

一現 在 の足 守町 を中心 と して 一

畑西勢力交錯地の背旗

I:lJ 足守巷 ,吉備一族の分封地-C,鮫 ,)E7枚南進の統治に屈し(17,大化の改新で行政化された

術中臥 賀夜郡足朝 d2厄 .天平期から土地の鼓族賀陽氏(37.tよって荘園化され ,農応元年

( 1169年 ),終白河法皇に寄進8-れたO更に法皇打 ,元噂 2年 ( 1 184年 )高尾の文

'ほ房から散位安倍資長が私得分を神識寺 ･寄席登に寄進されたという耶情を附き,その勧進

に応じて ,年寄 1円を神稽寺嶋 削 れた(4J｡この時足守脚 )宗氏は守諏佐 射々 場 をJ盛じ

て ,宗氏相伝の地-Ltをるからという理由で退避を要諦したが受け入れ られす ,結局 ,足守荘

!rfl也7ケ在と共lこ神韻寺荘園 8ケ扉 5)の寄進地系在闇の 1つとなったo国宝備中国足守荘図脚

によると3万を山に囲まれ ,大井川の束帥 こ開けた荘園で,生石荘･服部荘･大井荘などと

擬し,荘観の発達した地域の 1部(こ当っている｡条里制を残留した粂 ･丁 ･坪の地割には作

人名が記載され ,案主 ･在官 ･下司･国使EEI所 ･盲人 ･触俵の花押が捺印されているOこの

印から足守輩では ,平rR末期以来 ,神経寺を本所と仰ぎ,祭主･庄官等が道様支配の実権を

'7半梶していた掛 葡体制が圧に立し,周辺は律令体制下の国司･盲人の統治する国衝領となP,て
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いたと考えられる｡要するlこ昔僻の沃野であ9 ,両僻の国境(こ当たる足守地idは往古より,

重要な意味を有していたことは明らかである｡

(2) 三村 ･字音多氏の勃鞄

足利尊氏が四職の 1人赤松別村を朋 触!5ヶ国 ,山名時氏は美作他 5ヶ国(7)の守執 こ任命

した結果 ,2氏は領土所有をめぐ.1て対立.し,その職乱を経過して ,各地に触回大名が割拠

する｡その際 ,西国の堆 毛利元就は ,大内 (確良 )氏 ･陶(相野 )氏を滅亡させて防長 2

州を平定後【8),長男毛利隆元を安芸(こ,2邦 引目元春釧 自青 ,3勢J､早川陣巌を備中(こそれ

ぞれ配旅して ,その地を聞め ,｢幾度申候而毛利と申名字之載 ,涯分末代までも,すたb涙

ゎぬように御心がけ御心 斬 F心意てにて候｣ tp)と和熟慮同乗の下に陰陽 10ヶ国を拠有し,

勢力は 14ケ掛 こ及んでいた.uO｡ これに対し,削 1ほFE子(冊久 )氏 ,近掛 こは織田(伝

長)氏が勢力を伸ばしていた｡その配下で .傭前には ,守謝代の浦上 ･松田 ･字音多 ,美作

には ,後藤･楢崎 ,備中では ,高 ･軟度 ･上野 ･三村の試氏が興隆し,相互に下軌上がくり

返された｡年表に基づいてその様相を眺めて見よう(ll)｡併約で(I:I,金川i･松田元成が闇め ,

赤松勢の部将浦上別宗に加勢して山名勢の居城である仰耐福岡城 (城主は小鴨大和 )-k攻略

し,松出氏は ,その戦功で宮山 .金川lこ居城 して赤坂 ･上題 ･津高 ･御野 4部の蘭有を認め

られたCその時 ,三石城を給与された浦上氏は ,京都所司代までに昇進 しながら.主家赤松

に反逆して一時三石城で敗北 したが ,翌年 ,飯岡衛で赤松勢を大敗させ .更(こ金光･松田と

も交戦してその勢力を弱化し,相葉Iこ到って柵上車力を一段と伸張した｡この鰍 こ乗じて .

家臣字喜多氏は ,鹿家から頭角を現わし ,伯附に古吋丁る実質的な勢力の基鮭･i:催立し,主家

赫上氏とも帽 家試 2浦上 l丑 2備前 l｣ (2)TLる- に船人1た｡

備中の三村氏は土地の 1名族であったが ,家親の世代より成羽城主となり,その 1族は備

中の諸城を固め ,賀 川尼子氏に属して勢力を拡大し,毛利氏と結んで備中 ･美作に渡 って ｢

章勇有 2智略 1｣tl劫と威勢を振 ったOか くて ･天正初期(こは ｢家- 2鞘 多 l不レ和連年｣

()心と備前の字喜多と備中の三村氏の動力抗争とな...た｡

2. 備 中 兵 乱

三村家規は作 111経略の遠 ,字音各面家の刺客に儀容された｡子元籍は松山城 に存9,その 1

族仕系図の通り備中 6城 ,他 1城を固めていた｡

三村氏系図(19

0時親一票親一家親

ゝ

｣

｣
-
二

元 砺(媒憶山城 )

EiiZl

-

城

-

-

-

-

城

城

城

城

城

山

見

身

山

山

田

松

新

鬼

宰

常

月

(

′し
ー

′-ヽ
′■ヽ
(

親

範

租

元

元

美

女

女

女

親 成 -1 霊 宝_実 親 工 芸 澄
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元親は ･元他 2年 4月 (1572年 )安芸(こ使者を送り･｢家親為 2直家 1被 (/殺願仮2援

兵 1欲レ復レ削 U砂と毛利氏lこ虚栄追討の旨を述べ救酌 依頼したがE!.A-a-･得ず ･独力で明蕃寺

合繊(こか ､て兵 2万を拳いて備前沼域の店家討亡を決志したO字音多盾家は ,三村氏の仇討を

恐れ ,小早川陣軌 こ過して ｢三村 ･浦上を討 b ,僻中一円を輝元に献ずOno｣と述べた.そこ

で毛利氏は三村の依頼をしりそけて字音多と結び .天正 2年 11月備中矧朴こ熊合 し,8万勝を

沸して三村氏攻蝶出陣の4･･.借を終えたtJ由

一方三村氏は ,横田氏の下に三好 ･尼子人と共lこ四民連合休制を組み ,備中 14の渚城に命

じ.1万齢で守備を厳選ほした.そうして大正 2年 】1月 10日を期 して備中兵乱へと突入し

たのである.(19r討収首数 桝々｣と倣中郷 続 き,備【哨 城は次 々(.C陥落 ,翌 3年 5月の戦乱で ,

小早川隆巌trl大兵を･持 って路家を応援し,松山城主元親を何部山lこ包幽して自刃させ ,6月lこ

三村氏の一塊児鵜常山城をも陥れたので三村一触 全滅し,術中の渚城は ,

備 中 凍懸城 ′J､田郡土ケ村 2簡案分 1荘 毛 利 元 締

亭山城 都宇部紡音 ･山手 2相 _ 毛 利 元 清

手荘城 川上郡手准村

鬼身城 吉備郡山田村

松山城 上房郡高梁相

■ヽ

場 前 児 島 児島郡 7ケ相

伴山城

小早川雌見三郎ヱ門

六戸安芸守降家

佐 却々美作守

夫野中凍少鵬元明

天野五郎右ヱ門元信

社民部少補元延

山本四郎左ヱ門

渡辺伊豆守

の剛 ,毛榊一族に帰属した｡(21)かくて毛利加 瀬鰍 こ成功し,字音多氏も勢力をよ9強化

した.従って高梁川を中心とする凍酉軸力の交界線は ,掛 こ栄進 して足守-'川流域となり.細田

氏と手利氏がl百棲対立する(こ到1たD

3. 菰田と毛利勢力の対立

(=二勢力対立の激化

イ･'r.
t1-ltl丘孔で字耳多氏と通じていた毛利け,
僻中を攻略後
,
将軍轟け柁救援したD,
兵船6

00伽榊.･摘んで石山寺一向一瞬に加勢し7t
(
0
22)手鼻多も7Iた天神山の浦上素泉を淑

亡させて縮腹._.
佳!入
,
手根
,
上月2城を焔れて尼手氏を披亡させた
禦)
このように毛利.辛

音多氏(･i共にことごとく反信長峨鰍こ出た為.二
勢力間の対立はいよいよ軟化し,
信尾の毛

利攻略は必然の策とな-.た｡天正
7年
,
辛-G多氏は,
毛利と絶1て
織田Iこ味方し,
美作諸城

を攻解したため毛利の怨F.
i'Lとなり,
足守川以東に仕手蕗多と織田,
以西に毛利と,
東西二大

勢力qTt徴しく対立した｡
当時
,
枇LfH言長は近故を平定して軸力を固め.
近江83万石
.
美拓1

58万石
,
伊勢57万石
,
志摩2万石,
尾張52万石
,
山城22万石
,
大和44万石,
河内

-1
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31万石 ,和泉 11万石 ,若狭 9万石 ,趨約 68万石 ,門後 l2万石 ,飛弾雨 2万石 ,加賀

南部 9万石..紀伊北 1万石 ,満席頗 33万石 ,鉄幹北 25万石 計 535万石を両有して

か少,1万石約 250人として 】3万 4.500人の兵力を所有 していたと考えられる｡これ

lこ対 し.毛利氏は ,(安芸 26万石 ),周防 (16万石),長門(13万石 ),但馬 (12

万石 ),山東 (22万石 ),石見 (ll万石 ),旭肢 (1万石 ),因幡 (13万石 ),傭徒

(21万石 ).備中 (23万石 )･美作(5万石 ) ,伯者(17万百 ),12州187万石 ,

約4.675人の兵力を債有してい7t(.24)

(2) 高松射 )水攻b(25)

天正 10年 3月 15日,信長の命令を雪げた秀書け ,兵 2万を率いて姫路を出発 し,三石

に一泊 .翌 16日福岡に到希し,19日に招城へ ,1月 4日岡山城lこ入9,字音多秀家の兵

1万余と合せ ,毛利攻撃の準鳩をした｡

毛利方では .織田 ･-亜臣民の再挙を聞き,小早川降舟が備中城主を備後の三原lこ脹合させ

て軍韻を練 り,腐松城以下 7城 (官地山 ･記山･''g松 ･加茂 ･日幡 ･成瀬 ･松島 )の 8.500

厨で守衛を厳重にしたO

秀青は ,高松城が聖書にして攻鞍が難行すると推力,誓書を示 したが鹿松波主満水宗治は

与れを峻拒 した｡ そこで秀吉は ,字音多勢を合せ 35･000弟を率いて竜王山に降し･備

中防備の王城高松城を完全に包囲し,雨期の足守=増水を利用して水攻めを決行したO毛利

方の卦 目元春 ,毛利輝元も来援 したが及ばず ,僧.tE壕をして交渉させた蘇果 ,毛利氏は ,｢

糾 ･傭後･共作 ･因幡 ･伯者 5ヶ国細 臥 - 串の助レi#(026)Jと講和を電話 した0時に

6ノ｣28秀吉打 ,突如本能寺の変を聞き,再び思塊を丑して ,｢宋治之首を致せ ,五国割顔

を軽減して泊Jllの矢走川 ,備中の河321)日を以 って境とせん是非今日中lこ和をkhLo27)と早急

に吉柵 し.超a･d 28)(こよって ,

一 般 レ対 2公儀 卸身上之頚我等詞糾 繰粂 ･酌以テ不 レ可 レ有 2疎略 lW

一 輿 不レ及 レ鵬 1輝元 ･元葎･rS戊深丑 2如存 1我等懸 ｡身体 見放中間敷･'jlI

と毛利氏を服させた上 ,守術を宇宙多氏に依扱し,家治の自刃を見届けて ,明智光秀仇討の

ため急拠煎上した｡

4. 足守津の成立

(lJ 木下家定の転封 秀吉による統一Ig喋 の進行Cl_伴って ,中国は軒 で平定され ,秀吉家臣

の配下となった｡秀部 ,｢具陳 ･嘩元帥 細 身ちさに候よ29)Jと五ノこ老化加え .野元lこ

広島1.205.000 ●石を与え ,字を多秀家をも ｢諸牡かとなし'く瓜展偏頗なしにo｣と信

租して ｢御奉行 5人にも御成候へ (中略 )細肝戯鯨-披成触患侯堺｣と岡山約 50万石を与

ぇ ,同じく従駄五大老を仰付け7t(030)この時芳書の幼少よb仕え重畠の 1人であった家定は

木下姓を給わり姫路 25.000万を給与され .次いで府中国足守に転封され足守渚岨とな-I

fL(.31)かくて関ケ原戦役前にか ､ては ,鵬中兵乱で発進 した毛利分力打西Iこ経過し ･r･t･S.i･TW
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fL･填朝練として鹿出(こ2分し ,束け手薄多秀家 .西.'･1毛ilJ｣掛が付77;･した｡その間にあ【て .

E'.:TFF11諸城主の解地には-木下氏 25.000石 ,山崎氏 23.0 00石 ,碍Rl･伊藤氏各 1万石 ,

L乃諸氏が極少の封地を給与されていたo

LA bUケ原料級の状況

徳目懐 肘.TL･,大名統Grlfこ当た り,字轄多秀家の封土を没収 し-t備前 ･美作を木下家定の第

五子秀秋を/J､早川に准嗣して 57万石'J'd_･王寸じ ,備中には ,蒔田氏を夜尾 】万石 ,木下氏を足

守 2万 5千石にいづれ も外様として居留させ ,庭掛 こ旗本戸川連安2万 9千石を分封 した｡

とは言え ,大名 ･直参の所軌 憎 的 すか 6.7万石にすけ ノ畑 分は柵 iとなったのであi32)

里守溝壬木下家敵舶 鍬 こよると(ヲ3)鯛 即 5ケ村 21.600石 ,上席都内 5ケ村 3.399

百 .合計 40ケ柑 ∠5･OOO石が ｢中位_7t和元年 7月 27Ell司3-年 8)]28El朱印之旨_

･虹 行Zr透 全可_街知_名b(.34)Jと′議 ,絆 より粟肘 れ ,諦主木下棚 簡とな｡,ここ

に足守新が成立し/t･7)であるOこの足守油･のLlllで ,現在の足守町は .上足守村 1.071右 l

I･4合 ,下足守村 1.029石 5斗 ,火井村 732石 1斗 6合の渚村 (35ネこ分かれて近世村落

･k形成していた(.

戸一 日) 畑山,娘適史 上鮎 16 1講

はJ 仝 223頁

は) 全 16 2-5'i及ひ縦紀 ｢天平神経J己年六上川 l'仲 封%l郡人外

従五!.;t下hn腸臣小王女等 1 1人脂姓的臣｣とめる.

ト= lJtdlllu,旨]JIB地史 468頁

･神護寺定肘 45ケ粂 起請文 (Jt:幡2咋 )

･.,丈児巾苫

･--御領倣Irl国他守荘放散位安倍行良以私枯分依令市進当寺之詔姫里 ,法皇鵬召此旨副加年

加隼LlniJ1円令讃‡進御 ｡｣など参府

･'5) 楓 1偵1.L瓜地 歩ミ 468頁

神緒寺衝 8ヶ所 ㊤若狭同所肝雀 ,②舛舵関吉7,.':莱 ,③播磨幽福井准,④備 Ll]同足守濯

@紀伊国笠田准 ,⑥川上蛙林田.a ,⑧神式国並｡

tFlJ京継神酒寺所J-# 縦五尺二寸二分長座 成二尺八寸二分五厘絵凶.

17)赤松則杓 播磨 ･併rLl11･美作 ･因幡 ･但馬 5ヶ国

山名時氏 因幡 ･伯者 ･丹波 ･丹後･美作 5ヶ国

はトリQ) l凋山県通史 下綱 14頁毛利氏関係文護Jl:

柑) 仝 弘治 3年 11月

毛利元就自恥.ll状

tll) 岡山のあゆみ 58- 59頁

H2)～utひ 岡山県通史 下緬 19頁松山城正 村家親 ･元親父子略 伝
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tJ7)～佃 岡山県通史

餌 備中兵乱記

(21) 岡山県通史

(22ト(23) 岡山のあゆみ

(24) 岡山県通史

(25ト(27) 仝

(28) 仝

(29ナく30) 仝

(31ト(32) 仝

(SSト(35) 仝

参 考 年 表

下編 15- 22頁字音多tこ対する三村氏の怨

毛利に対する織田氏

下端 37頁仲中兵乱後lこかける諸城の守将

59頁全国歳-1こおける岡山平野

下緬 68貫横田氏と毛利氏の的保

69頁～80頁

72頁

羽紫筑前守秀膏より毛利才潤 頑殿 ,書川放河守 .小
早川左ヱ門佐に出したもの

90頁 太髄様御覚書

103貢～ 122頁

123頁及び(寛文印知集巷 19)

文明15年

1503

15I9

1520

1530

1531

1543

1519

文鳥 2年

永正16年

17年

大永年 問

草線 3年

〝 4年

天文 12年

天文 18年

1561i永蔵 4年

1566

1507

永敢 9年

〝 10年

･松田元成が金川城に移 1た ｡ 政則は三石戒主浦上 鵬 Iこ之をう

たせた｡衛上氏は福岡川EFl島に乗をかまえ:毛2年余で之を守1たO

･山名俊豊は松田元成と共Iこ凍上助国を福岡城に囲んだo

字書多能家が兵 300を畢いて松田の兵を失辞で破った｡

赤松義村が輔上村宗を三石城(こ攻やて破った｡

赤松発村の兵が柵上村宗の兵lこ飯岡原に破られた｡

金光備前 ･岡山iこ居城 して金目L城主の杉田氏(こ属す｡

備前赤坂 ･上道 2郡で柵上氏と松田氏が交峨した｡

天王寺の合轍で浦上村寮が戦死した.

字存多八郎が元服して在家と称し,邑久郡乙子城で 300貫を受

けたO

字音多画家砥石城を夜打 してかとし入れ ,この功lこより奈良部の

地を受け居城として弟患家が乙子城を守った｡

三村家親が備前に入 D,金光宗高を岡山 こ頭 書木行運を舟山Iこ攻

Eめて之を降 した｡

字音多直家が明青寺を私 ,て三村氏に備えた｡

三村氏が明善寺を脆し入れた｡直家備中三村軍を全波させた｡
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永碑 11年

1570 1元屯 元年
1I

1573 i天正 元年

1575

1581

1582

1584

1586

1590

天正 8年

天正 9年

大正 10年

大正 12年

天正 15年

天正 19年

15t18 ■慶長 3年

年5〟日
ソ061

1061

薦 5 節

浦上氏の家臣直家は浦上氏を亡 して備前を#1たO

字を多直架は備前金川城で松田氏をほろぽした｡

直家は金光素高を殺して岡山城を取 った｡

画家は岡平内を奉行として岡山城を改奏した｡

小早川隆泉が児島 ･岡山を攻略

秀吉は字音多直家 に児島を尚め守 り備中 に進隼することを命令

した｡

秀苫IhlLL｣城に入り高松城水攻めを始めた｡

字音多秀家備前 ･発作 ･播磨を鎖 した｡

秀家岡山を尭し九 州こ初陣したD

秀吉が秀家を元帥として朝鮮征伐(こ行かせた｡

秀家が大老(こなり権中納言となったO

関ケ原の合繊で字音多氏がはらんだ｡

6年 i池田輝政は柿州 52万石に封ぜられ姫路城lこ移る｡

小早川秀秋与-1鵬約 ･美作の2国'%うけ綱山城 に入る｡

池田忠雄が岡山を領したO

足守薄の朱印が行われたO

足 守 陣 屋 町 の 成 立

石 賀 康 史

足守町が挿鹿町としていかにして形成され ,それがどのような形態と機能と'J;a:有 していたかを

考察するのが当面の課題であるが ,残存する保かの史料で ,それを充分あさらかにすることは不

叶碓であるが ,杉原政夫氏所管の ｢足守陣掛け絵図｣ ,｢田諸皆｣を基本史料とし ,これに数人

からの聞き触りA:もって如上の問題点の検討を武人てみよう.

I. 陣屋町の成立過程

藤祖木下家定入封以前の足守の実状については ,史料的に明らかにすることが出来ないが ,

閲.きtkりによると ,足守町に隣棲する大井村が鍛沿山 (古代名を二面山 )城の F根小屋｣とし

て ,また谷口集落として栄えていたといわれる｡

職国土#･で冠山城壬であ .1た鳥羽氏が土市帰農するにあた9 ,大井村を選んだのも ,この地

方が地域の経済的 1中心地であったからであろう｡
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新たに大井村の南に隣接して陣屋町としての足守が蛾課されるのけ ,十下氏の_V.滞以後であ

るo家定は足守薄をたてたとはいえ .殆ん ど京掛 こいたらしく,陣屋町の形成はみ られない｡

その子利房が足守薄を再鞄して入封するときの申冊lこふれた ｢難破家記録｣に

芦森村へ御入府之時雨坂難波庄左工門宅細 入御滞在 ,膏川村八幡宮 ,次に大井村鳥羽氏へ

卸掲之内卸屋敷地収洞云 ｣々とあ.,,て ,

街内の土養百姓 ･村役人 .神社を居所としている中葉は ,当時なか陣屋町が全 く出来ていなか

った邸を暗示するものであろう｡

しかし家臣輔の編成が進むほ伴って ,家臣剛の店鮭地であ りかつ帝政の首府としての陣尿町

の形成は必要とな1て来る｡ この陣屋町形脚 こあた.,て ,なぜ商業の中世的伝統をもつ大井村

をさけて ,新たに足守の地を選んだのか史料的(こげかさえ得ないが ,酢等町の計画的町作i)の

便宜と ,中世的勢力からの自由のためではなかろ うかO

陣屋町の形成過程を知る史料什ないが ,｢陣馴 T絵凶｣ (別図 )によるとほほ完成された陣

屋町の体制を梅えている｡この ｢陣屋町絵図｣の作成年代は記されていないが ,屋敷(こ記入さ

れた家臣の名約を ｢由緒謹fJlこよって照合考察して推定すると .大休廷宝 7年 (1679)か

ら貞草 3年 (1686)の間に作成された ものと考えられるo この時期は足守藩の家臣印編成

のほほ完成 した時期にあたって,7>ク ,従 ってこの時卿 こ陣星町の形成がほほ完了したとみなし

うろわけである｡

完全な消故生活者である武士の典注 (こ伴い ,その生活物資を供給する商人の移臣が必要であ

るが ,その商人のあるもの(･1 ,木下氏入封に従 【て鹿部か ら移住し衣,'rTlr商【たといわれる伏

見巌 ,赤穂城棲収のとき赤穂城下町から辿れ来たったとい う赤初産の如 く,領主との縁故で移

旺し来た【たものもあ1たが ,領主の保護のあつい降尉町へ ,中世的市場町である大井村から

移 り住んだもの もあると思われ る｡そのため大井村のrh'喝南新 衰え無頼は足守に移 った｡

帝は足守商業の発展と営弟税を収収する臼的で ･現在の上之町･中オ町･問 町辺に三･八･五･

十 の市を許し ,玉の日 十 ･のElを本市 ,三の日 .八の日射問市としたOそして ,10- 20

石収りの下級家臣がFB'の役人として営業税の弓削又とその帝理にあたったといわれる (林芳五郎

氏談 ).こうした帝の保頚の もとに計両的につくられ た陣屋町の構造を次に考廉してみよう｡

2. 陣屋町の構造

｢書傭郡史｣ (巻の中 )によると

- ,領内南北 7里 20町 52間

東西 1里- 1里半

- ,足守町南北 323間 1尺

東西 174間 4尺5寸

- ,屋敷構南北 56間 1尺 東西 47間

- ,藤里敷南北 40間 東西 28間 1.120坪
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- ,下屋敢南北 85間 東西 85間 7.225坪

- ,侍 屋 敷 59間 32･991坪
117'

とあり･蘭壬の屋敷 ･.涼鼠崖敢･下監敷と耕土の侍屋敷とが登希されているが ･別に一般商人

の町犀があ【た｡これを ｢陣犀町絵図｣によって入ると次の如 くであるQ町屋と侍屋敷を比較

すると ,侍屋敷の方が圧倒的に両横が大である.現在侍屋敷として残 っている地域は狭少であ

るが ,今は耕地化した掃赦 .山下 ,中屋敷 ,下盛敷 ,古屋敷等の地域も,｢陣尾町絵図｣の上

では明 らかに倖堅赦となっている｡それではこれらの侍屋敷と町屋はどの掛 こ区画されている

であろうか｡領主の伽鼠蜘 ユ今の中学校のあた りiこ,庶屋敷は今 日の近水公園の吟風聞を中心

として ,又 ,下院赦',1楓屋敷の南方大光寺南の下屋赦あたDに存在 した｡ これらの屋敷は背後

の山のふもとに南北に並/UでいるOな&願主の賭数として御蔵堤敷 ･会所が .狙屋敷の南面と

正面とに設けられていたCこれらの恩赦をと9まいて侍屋敷 ･町犀が並び ,その外郭を足守川

が外資の機能を帯びて流れている｡

侍屋敷も格 ･緑樹 こよって聞rjも輿な9,例えば家老の杉際玄者の屋敷の間口は 25間で盛

大で4)る｡そして応栴 ･高根の者は伽屋敷に近 く,低いものほど速 く(こ甘かれ ,特に徒士 ･小

人等の感資格のものは町k1-%へだてた川添いの嵐敷地に旺-iDい .これを外家中といい ,士分

以上の内家甲と区別されていた, このことllZ ｢陣屋町絵怯jJlこ何 I組小人と記されている現在

の川原町の一帯が .町屋構えて&_u なが ら小さな門が残っていることからわかるQ机政lこ参与

する代官会所は ,中央官庁地域か らIrlなれてqFilJ.と組長Ii (軽輩追敷 )との問に獄舎等と一所

(こ設けられていた｡

こうした陣屋町の構造は ,小規模ながら封建都市の性格を具備ITるものであって ,家臣出内

部の階層性を表現すると共に ,町人の性格を暗示するものであって ,あく-2で街王族執 こ奉仕

する,そして保頑される階概的性格を如実(こ示すものであろう｡`

足守町に於け る侍屋敷及古代建築の過横として現存しているものは,杉P,郡に 氏の居宅で長

屋 ,門と共に旧時を偲ぶ る避桟がある｡

又その艇陶の如きは小堀過州の範道といわれ ,その構造は珍重すべきものであると .射 り家は

推甘している.そして邸宅は,元疎年次以前の建額と推測する｡また脊年学校の玄槻柄も,そ

の構造Iこ鞠し往時を他ぶに十分なものがある｡なおIrF街地として ｢上之町 ･中之町｣辺に ,な

浴 ,2- 3の建策物が携っている｡

また ,川原町附近には侍士長屋跡が,町屋柿でありなが ら小さ(,L･Flの,7,る屋敷が認め られる.
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3. 陣 唇 町 の 機 能

陣屋町足守O商業的康能はついてみると ,近世城下町的商業の側面と中世市場商業の側面を

もつといい得る｡

的述 した如 く,蘭主は問屋商人を招致して商業を富ませ ,店舗商人として家臣の消費生活は

奉仕どしめた｡この定期市の立つ時は ,近郷から多 くの人 が々集まった｡その形態はあさらか

ではないが ,明治以後足守に代わって栄えた大井村の市の形態から察すると ,真倉ゴボウ･イ

モ･カキ ･柴などの虎作物や ,薪炭木材など林産物が馬の背によってはこばれ ,盛大な売買の

行なわれたことが伺われるのである｡この特権的店舗南東と民衆的な-1打壊商業との従属朗係は ,

少なくともBflき取りによっては聞き出し得なかった｡この二葉構造のうえlこ陣屋町商業は展開

されていたと思われるのである｡

陣屋町と戯村とは分かれてか9 ,村方での繭.#は原則として禁止されていたが ,近細の百姓

の次三男で村方より町方-行商に出るものがあったことは ,次の史料から知られる｡

御 用 留 帳 文化十五年

一 ･在方之者共町方江出店いたし繭ひ軟便11[無用之市冊余儀筋二両願出候--村役人共幾重

ニ茂念入相札尤之助二茂相聞候′､JI代官蓬可申出其士こ而役所ヨリモ相札否之差固二可

為侯琳

右之適村 キ端 寸進不残様心得可申候

以 上

寅 八 月 (福武氏所蔵文鞍 )

これらのなかには ,足守(こu)1屡が出来ると買得して店舗繭糞を営む もの もあり,また家中武

士の次三男で ,問屋の番頭となD,商人化するもの もあ1たといわれるC

これ以上陣旋町商業の鎖能については不明なのであるが ,維新後の陣屋町の変貌について論

及して王卜こうO

維新は藩主の東京移住 ,家臣組の離散をもたらすと共に ,藩権力の足守商美への栃力的保護

の簾抱を意味した｡店舗商集もこれによって .新しい乗車に応 じて自らを変貌し .適合しつつ

も漸次かとろえていったが ,特に変化の著しいの仕市場商弟である. (別表 1 ) 陣鼠町に於

て報えた市は急速に衰え ,谷口集落の立地条件を具沸した大井村fこ再びもどっていった｡明治

期では大井の市は著しく凍え ,席芳五郎翁の談lこよると .両日には小学生が通行出来ない程の

人出であったという｡交通枚関の発達に上って大井の市 も漸次pとろえていったが ,その名残

Dとして 12月 25日に綻 ｢歳の市｣がたち ,また毎年 ｢魚市｣が盛大に行なわれるという｡

この様に封建権力の保誰をうけた陣屋町の商業が-iづ変質し,ついで谷口集落としての大井

の市が交通親閲の発達によってさひれて仲き,その反面に於て ,新しいタイプの商人東本の形
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成されている市中を肴㌻ることは出来ないC即ち明治以後大等生地壬として成長する藤田家で

みる｡

藤田家の遠祖について結束調禿であるが近世の後期にあらわれた,L*田林蔵は ,.､納屋と称する

如 く鋼の行商に従町していたO銑物は幕末の ころの足守静卸産物として桶等と共に併記される

特権物であるが .これに目5･むけているQかれの行商形牌ま釦瀬 を持って村方に出かけ ,村方

の柵をかって ,木綿問屋の木尾蛤七に売j)相当の利品をあげたoそうして得た利益をもって金

融譜を営み ,田地を入手し地主化していったO林*-は触耕した商業資本の一部を割いて ,御用

商人の株Iを軌 ､敬D ,滞米-k庭瀬の井手に送ることを藷け負ったが ,軒米 (御用米 )と共に林

蔵自身の米を偉人 ,領外に掛み出して利益をかさめ ,地租改正以後は土地雄堀 を強行し.明治

2U年書こけ 6部 65ケ村lこたる小作地をもつ寄生地主とな1ているO

第 4 節 足 守 藩 政

】

柴 田 _

藤 井 正 信

1. 藩 政 の 成 立

耕租木下家定が賀組 ･上房両部のうち4Uカ村を賜って ,朱印高 25.uuo石の足守藩を立辞

したのは ,脚力原の軌乃翌年 ,すなわち慶長 6年( 16U1)のことである｡それ以前は ,幽力

原の戦で失脚し伊豆の八丈島に流された岡山城主宰喜多秀家の支配lこ属していた｡

家定は秀吉の正室杉原寧子 (高台院 )の実兄にあた9.その所緑もあってはじめ秀吉に旦え .

播磨国姫路にかいて 25.000石を簡していたo Lかし開力原の戦のとき/A .京都に居た南台院

召_･守って中立を維持し,大阪方に刀口但しなかったため ,所領の削減なのがれ ,戦後この足守の地

(こ移射され ,足守津を立瀞することとなったのであるo

t蓮長 13年家定が辞し,その翌年長子併催 (長切子と称す )がその過衝を相続したのであるが ,

家康の指示に遭ったため(後述 )その逆鰍 こふれ .所領は没収された｡こうした家定を藩租とす

る足守帝は ,わずか7年 lこして放れたのである｡このRiJの頼政(こつし.､ては史料が全 く散逸してい

るため ,これを明らかにすることばできない.

没収された領地は ,一時天領となり代官小堀作介 (遠州･政一 )の支配に儲したが ,慶長 16

年浅野長島lこ腹ったOこのような支配関係の変超の後 ,元和 1年 (1615)大阪碇の陣の直後

和 行によって防俊の弟利府(こ足守席再雅の許可が出たのである｡こ こ に木下利傍を港粗とする新

しい足守辞が成立し,明治 4年 (187 1)の廃藩牒県まで 253年 .12代にわたる封建支配
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を担当することとなったのである｡

足守滞再韓の死命を帯Uて歴史lこ登場してきた利界の ,藩政確立の事業は決して等易なもので

はなか.,た｡もともと利房は父家定と共に芳書に仕え ,若狭国高浜城主に封せられ ,20.OOO石

の大名lこ列せられていた｡しかし開力原の戦のとき大阪方に属したため .その所領は没収された｡

しかし家康は利房をさilど憎んでいた訳ではなく.家定が没すると兄の排俊と彼とに父の連館を

分別相続させよ)としている.ところが排俊 ,利府の叔母にあたる高台院の差し金で ,防俊が一

括相続しようとした｡家康はその横暴 ,独断を安めて ,前述した上うにその所厨をことごとく没

収したのである｡こうして利房は浪人の身から大名の地位lこ返9咲く絶好の機会を失し,元和 1

年の足守常の再唄まで不幸な浪人生活をつづけなければならなか →た｡足守帯の家老瀬川又兵ヱ

の『由純音Jによると.この浪人時代を回顧して次のよ)に記しているb

故有テ太馳 抽気二付勧浪人被遜候貯二は近江国暗所二瓶住居被遊御座候而 ,侍壱人別彦助

也｡外三和具足持壱人 ,御陸尺四人和事唐収壱人 ,和排箱壱人都合八人也o

史料の中rc｢太閤初勘気二付｣とあるのは恐らく家康勘気の誤と思われる｡かれは浪人生居辛

価の家来 ,下僕とともVC近江国 ,膳所で陀びしい生活を送 っているが .この 16年vCわたる浪人

生活の間vc高浜時代の家臣はほとんど離散しているのである｡元和 1年足守港再弗を許されたか

らとて,転封の大名とは異なb,娘初から家臣Etlの粥成re着手しなけTLげならない有様であった｡

足守藩の家臣Ed編成の過程は ,家臣全点のF由請書Jが揃っていないので .その全貌は明らか

でないが ,知行取である上層の家臣37家のF由椿書Jは 1冊rCtとまって杉原康夫氏が所載し

ている｡ これreよって 37家の仕官の年代を調査すると【牙 1表 】の如くvcなる｡

オ 1 衰 家 臣 田 の 形 成 過 撞

離再 興 以 前 VC主 従 関 係 を結ん で い る もの 5(家)

刺身 1代 の間 vE主 従 関 係 を結ん だ もの lu

利 当 1代の 間 rc主 従関 係 を結 ん だ もの 13

制定 1代 の 闇 vc主従 関 係 を 結ん だ もの 2

備 考 ｢木下家家臣飽田轄書｣より作成

この【オ 1表 〕からあさらかな如 く,家臣博輪伐の場糞は ,藩祖利房 1代で了ったのではなく,

2代利当の時代 ,すなわち元和 1年から寛文 1年 (I661)tで約半世紀を升して ,漸くその

f 事業が完成 し7tのである｡これからみて家臣B]編成の難鹿が洩われるのであるが 'その原田は次

の 2つVC求められるのでrlなかろうか｡

その 1つは雅主木下家の髭史的性格である｡上境家臣規 37家の仕官以前の経歴を調査すると
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〔オ 2衰 】の如きLP実が明らかになる｡

オ 2 表 家 臣 同 の 経 歴 類 型

立沸以前vC主従関係のあ【た沖代の家臣 6(栄 )

浪人であって有力家臣の紹介で主従関係を結んだ新参の家臣-' 15

傭 考 ｢木下家家臣団田措番｣より作製

新参の家臣が 31家(75,5% ),甜代の家臣は価かVC6家 (24.5% )vcすぎない｡しかも

この比率は上層家臣血の調査結果であって ,これ甘甲 .下層家臣軌 でついて細丑ができたならば ,

その比率は一層小さ くな.,ていくものと思われ る｡岡山鞍の場合と比赦 してみ よう｡岡山藩では ,

平士以上の家臣軸のうb一族雅代の占める比率は 56.3%,更yc上層家臣団だけVC限定すると 3

分の 2VC連するといDれる(谷口澄夫 他山薄政の桝究 )｡ これ にくらべると足守津では希代の

家臣が殊の外少ないのrCl的 ､ざるをえない｡譜代家臣の稀少性を瀞の政策とAて .肥後潜の ｢一

門払い｣の如 く ,一族譜代による大名権力牽制を回避し大名権力の牡立を凶 .,たものと考えられ

ないこともないが .それはヰ実vc反している｡新規召抱えのときの知行給与をA ると .●新参に対

しては殆どの境dlUU石ないし2tJLJ石vCす ぎないのvC歓べ ,貢軒七の場合は 5UU石ないし8

uu石を拾付して優遇し,また杉原姓を与えて-族並の対退社与えている｡例えば進藤長左ヱ門

正勝は寛永 ZO年軌京姓と沢等の御紋と怒鳴っている｡ (木下家和家秘録 ).こうした叫実から

A ると ,譜代家臣と忌避したとは解釈できないDとすると,若州高浜時代の旧臣の多 くvJ,15

年間の利房浪人生活の侃rc,土着帰戯したか .佃の大名vc仕官したか ,その辺のTll情は明 らかで

ないが ,ともかく｢御家再興｣を潜かVC期待 して時故到来を待 っていなかったことは確かであるo

i掛目家康が幼少で不遇の境地vcあったとき,農耕vc従やしつつ ｢布原再興｣の時概要岬 を期待し ,

家康独立と共vc旗下vC馳せ参 じた穂川稀代の家臣と廠べて著しい相適がある｡これは新報大名と ,
I

中世土東として譜代家臣をもつ大名との相異であろう｡

牙 2の理由は ,家臣甜組成の時期にある｡関力原の磯 .大阪官の陣と相次 ぐ峨乱で没落した大

名の吐き出した浪人の数は莫大なものである｡それvCもかかわらず ,新参召抱え ,家臣EB編成が

辛目BfJどった理由はどこVCあるであろうか｡ 1つVCは大阪方浪人vc対する#府の探索が厳しかった

こともあろうが ,同時に足守藩の如 く.立藩 (藩再建 )の時期が甘 くれた藩では .封建的官僚制

の確立が急がれている時期vc家臣繊細成がなされることとなった｡従って ,新参召抱えの場合 も.

武将的貴官よDも官伽 勺戦野が密ぜられ ,要請され る｡しかし膨大な浪人は存在 しても ,時代の

要諦にこたえ得る浪人打乏しか ったのではなかろうか｡そうした琳情那 .封建家臣tiB編成を困建
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ならしめた原田と考えられよう｡

このような困難を克服し,利房 ,利当 2代がか少で完成 した家臣rItIの構造はどうな1ているか｡

これを知行制.栴制 ,畿別の 3つの側面から検討してふ よう｡

〔11 知 行 制

安臥 脂 成導業の完了期reあたる延宝年間の史料r卸知行並三和切米之帆 Jvcよると .家臣

の総敬は 421人 ,うち知行鞭打 88人 ,戒米収は 333人となっている｡知行取の知行高の

肝層性をA ると【オ 3衷 】の滴bである｡

オ 3 表 知行取の牌t#構成 (延宝年間 )

備 考 ｢御知行並二細印米幌｣よ9作製

88人の知行総高･Jl 15.1～ U石 ,足守帯知行高の 6 0.8%vcあたっている｡その後の知行

収の捻知行高の割合 ,知行収の階層構成の変化の過捲けよくわからないが .弘化 3年 12月の

Fl細家中物成米用渡帳Jv⊂よると ,知行椴の人数は 22名 ,その絵知行高は 3.18O石と記さ

れている｡雑知行高の 12.7%vCすぎない｡そこVC名を遵らねた拾人 2 2名作 ,家老 ･勧用人

屑を舶揮する上層家臣紬であって ,知行収の全員でみると考iられる｡ti.1て ,延宝糊から弘

化糊の間vc,知行収は 83人から22人vE減じ.絵知行高も60.8%から12.7%vE減少 して

いる｡知行鞭一人一人の知行高も零細vcな9,知行 350万物成取得分 31石 4斗 5升の木下

廊之輔 ,同姓男也を娘頑として .〔オ 4表 】の如 くな1ている｡知行制が著しく頼少されて行

く1-fi実が認められるのである｡

牙 4 表 知行取の階層構成 (弘化3年 )

備 考 ｢卸家中物成米相渡帆Jより作製

r つぎvC知行制の実態vcついて^よう｡

家老進藤長左ヱ門正坊の r由播番Jvc.｢知行市八胃石於平山村被下W.侯｣とあ卑ことから '

鬼翫 - ち- 紗 かこな7,れたことは椎かてらる｡しかし知行取の知行地相 †る知行権
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の内容は ,かならすLも明確ではない｡しかし後述するよ!vC村役人の鳥羽太郎左ヱ門が .｢

代官下代｣的戟権を帯びて .領内一円の年貢徴収権pよび免 (年貢畢 )の決定権を委任されて

いたことや ,百姓の年貢束進の督促や ,知行取でなく郡奉行 ･代官が罷り越し吟味している専

実を勘案すると .知行取の知行糎の内容は きわめて乏しく,早くから年貢徴収廊 ･行政権 ･裁

判権は大名権力下VC統一され .知行収 も･耳実上裁米取と変らない封建官僚と化していたと考え

らrしろ｡

碑実上威米収と化した知行取は ,'E政 13年の ｢村宙｣以後その給付吐著しく悪化し.弘化

3年 12月の前掲史料VCよると,22人の知行取ve現実に渡 しているのは 413石 2斗 2升6

合vcすぎない｡本来であれば ,岡津の租峯は大体 5公5民であるから1.59U石が 22人の年

貢取得分となる筈である｡現実vc取得しているのは .本来取得すべ き収入の26%vCすぎない｡

残る74%は年黄徴収権をVCざる津軽vc残 るのであるB実際は儲村の荒廃vCよって百姓の年貢

東進も多く,その上vC｢村肯｣された奥州の両地の生産力が著しく低努で ,物成忙中実上半減

したとい73れる｡従って知行収の戚線も溝席の充実とはならなか1たが ,藩財政の危段vcあた

って戚疎措厨･を採桐し得たの も,早くから地方知行の本官が存在せず ,Iや:実上棒線削VE移行し

ていたことと的係があろう｡

〔2】 格 削

封建家臣出内部での身分的序列を示すものが格別である｡この格がどのようVCして ,tた何

vcもとづいて決定されているか .この間題を明らかVCす ることが ,家臣Eil構成の性格を理解す

る重要な鍵と7よる.

戦国期以来の古い伝統をもつ開山港などでVl,峨周期の軍中綿成上の名称がそのまま格の名

称vc転化している｡ これVC対し ｢元和堪武｣以後 ,新たVC家臣凶編成の行われた足守雄では碑

情は異なり.格の名称は軍IL拝舶成上の名称ではなく政事姐級上の名称が用いられている｡すな

わち ,家老 .勧用人 ･御用人格 ･御内用人 ･知内刷人格 ･姶人 ･蛤人格 .拾人並 ･小姓 ･中小

姓 ･徒士 ･徒士格の 12階層とな.,,ている｡ も11とも.この格別の復元vl『由緒苗.紬 唯一一一の

史料とする一応の試論であって .格と職との区別のまざら73しいもの もある｡こうした格別の

復元は次の如き手続によって行った｡

御用人 ･知内用人が格を示すものと判定したのは ,｢格式等之点者知内用人之取扱こ而諸士

轟頭被仰付｣とあ り.格式を示す ものであることがわかるし ,tた職を異動するときは ｢伝役｣
■●

と称するのvC対し,格の異動の時は ｢御内用人格昇進｣といい厳密に使い分けられている｡ こ

のようTJ:手続を以て .37蒙のr由緒寄Jlの異動を ｢昇進｣のコ-スVC則し追求して得たのが

さきの 12階層である｡

岡山書では明らか忙格を示す ｢御近習役｣は .足守藩に於ても格を示す ものではないかとす

る執 ､もあるが ,二階重民右ヱ門行陣のFI由緒藩.PVC,
元文元年内辰十一月二十二 日 ,於御前加近習添役被御付al加増被成下 ,都合四十俵被仰
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付 .尤勅方者万事本役同前三相心得可申旨 ,大納戸役可被遜御免許侯得共 ,同役共薪役

二俣間今暫兼帯可仕候旨被仰付侯

とあ9,｢釦l近習役｣も r大納戸役｣と同様vc株であることが明らかなのである｡

それではとの絡げ ,祖宗の勲功vcよって定まる ｢軸 ｣なのか ,あるいは個人の功労 ･能力

VCよって定められる ｢身格｣なのか｡この間題は ,家臣団の構成が ,細枠vc封建的であるか ,

官僚制的vc変化しているかを判別する重要なキメテの 1ってある｡

これまで#藩体制社会の武士階級の格は世襲的vc確聞vC固定されたものと見徹されてきたO

すなわち ｢家格｣と入る見方が強か1たのである｡Jq実そ うした側面もたしかvC実在 したので

ある｡例を挙げてA よう｡石河源助順光は ｢家柄之Lt.阻召,秀和内用人披仰付｣れている｡操

井和平治繋滑も｢先祖之勲功も有之 ,膏為家甘拾人扶持 ･拾人格二枚仰付｣れているOこのよ

うVCl,格の決定にあた1て祖先の勲功や家柄が参酌されていることは否定できないのである｡

しかし♯政の確立を封建官僚体制の亜価の路線のなかVC認めようとする見解vc立つならば .

格別の ｢家格｣的側面よ9も ｢身格｣的側面の前進を虚根していかなければならないと思う｡

その点を家老層と御用人以下の厨とPC73けて考察してふよう｡

文化8年 (181I)の『由緒番JIの部分vcよって ,現vC家老であるか .か1て家老を勤め

た家を調査すると ,8家を見出すととができるoその 8家を家老の格式叙任の年QC従っ配列す

ると次の如 くにな1ている｡

牙 5 表 家 老 格 の 世 典 状 況

瀬 川 又 兵 王 家 元 和 1 年 世 #

杉 原 明 次 郎 家 元 和 3 年 世 袋

小 川 幸 之 進 家 元 和 4 年 小川治兵ヱ 1代

杉 .原 浅 之 達 家 万 治 2 年 世 楚

長 尾 耳 蔵 家 寛 文 7 年 長居三郎左ヱ門 1代

芝 尾 書 右 エ 門 家l 大 光 院 代 芝居作右ヱ門 1代

木 下 頼 母 家 t 宝 ■永 3 年I I世

木 下 男 他 家 寛政 2 年 l;世 頻 !

備 考 ｢木下家家臣由緒番｣より作製
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左棚は文化 8年の当主の名 ,中神れ祖先の家老格叙任の年 .右棚は世雅状況を記したもので

ある｡この表vcよると世姓か家老が 5家 1代限りが 3家ある｡世姓か家老梅の家の先祖を入る

と ,杉原明次郎の祖は進藤長左ヱ門正勝で.｢永奥院楳御筋目ヲ以細家江被召出 ,別徹家老職

被仰付｣TLたものであり.木下頼母利絹の祖は木下権之助利まで ｢東都御足赦二両段 御々懇二

被成下 ,大光院様a洞 様二成長仕｣った間柄である｡

このようVC世柴の家老は一族 ･譜代の家臣であ.,たのVC対し ,l代阪.Oの家老の場合はその

由緒が興っている.小川雫之進家の場合5rJLよう｡その先祖の胎兵ヱ正胤(家老 )の父祖は .

｢先祖古田肥前守 ,秀吉公細朱印所持仕候 .肥前守子小川甚左ヱ門正行 ,秀頼公大坂御範城之

臥 於今福村壱番錆高名 ,木村長門守見届証文所持仕候｣という.全 くの新参である.ただそ

の能力vcよって破格の 5uO石 ,家老格 (峨 )菅与え られたものITある｡長尾貰鹿の祖長尾三

郎左ヱ門も,その父次郎太夫が座長 19年村上三右ヱ門の肝肘で 150石で召抱えられ ,寛永

2 1年三郎右ヱ門が家督をつぎ,知行 l UtJ石 ,大納戸役を頻出LvC.頒進を続け寛文 7年vC

(･1 500石家老格 (峨)vc補せられた｡これ も一身の能力veよる昇格である｡

このようVC元和一覚文時代rcvJ,一掬 代の家老と並んで新参出身の家老が ,藩政の中梱vc

姦血することもできた｡その蝕EE]は , 1つには ,継政催立朝で有能な人材を家柄を聞わず広 く

1j;める必磐があったこと,2つVCは .この時代vCは官僚制的藩政機構が整えられてpらず ,家

.-著が藩政の慮倭的執行機関であったところから,特vc人材登用の必要があったことVCよるであ

ろう｡

しかし藩政確立期をすぎる元線時代以後になると ,新参の家老職への抜軌 i全 く行われず ,

かつて新参で家老俄となったものもその身 1代で ,その相続人9-1世襲を許されていない｡この

時点VC於て .一族 ･鮪代の家老職独占の体制が催立す るO

それでも.格の同定恕 JLるの11家老簡だけであ【て ,細用人以下の層vCかいて綻 ,その よう

な格の肘定化現象は全 くAとめられないのであ7b 常木部治紀丘は新参出身の給人の子であ9,

祁&推 の身で御小姓vc萌し出されたが ,父隠居の鮫知行 150石の給人とな9.更vc御内用人

恕経て御用人vc進んだ｡ところがその子栄太郎民久は知行 150石の拾人で終D.その澄子群

兵ヱ氏知は知行 100石の拾人から進んで細内榊人まで進んでいる｡これは ,格が個人の勲功

才能vcよって決定され ,必ずしも家柄vCよって闇定するものでないことを証明する一例vcすぎ

ない｡

以上要するに ,滞政経立親以後になると .家老層の格が踊定化していくのvC対し ,御用人以

下の屑では .家格的空襲 も勿論残存するけれ ども.身格的要素が強 く.格の世強制は乏しくな

っているという拝̀実5:確認 したのである｡ この新しい傾向は次の職制の整備=封建的官僚体制

の確立と密様な関係があると恩r)れる｡
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〔31 畿 制

足守帯の職制発展の過程は次の 2つの段階vc分けて考えることができる｡その牙 l段階は ,

元和 1年の立潜から,元疎ごろの元〆役の丑瀞まで0才 2段階は元′役設定以後である｡

tづ第 1段階の戦訓についてみよう｡#政成止の当初lこ家老職についたのは進藤長左ヱ門 ･

l 瀬川又兵ヱ ･小川冶兵ヱの三人であるdその下に ,由用人以下の格式の家臣があ1たが ,その

戚掛 ま多くても,すべて ｢無役｣であ巾で専門的畿*はなか1た｡従って藩政のオー線にたっ

であり.戯民支配の総元締である ｢加仕促代官｣ になったのは家老の進藤長左ヱ門であ9,ま

た滞財政の中枢を頼る ｢勘定方｣ も家老の兼任+るところであ【た｡荒木弥右三門のr由括甘 J
●■●■■■●●●●

によると.｢慈光院接衝代物碇奉行被相勅候 ,此時よ少轍定奉行初ル ,是蓬は和家老中勘定万●●■●●
般相劫坂田 ,勘定御用二付京 ,大坂江帝腔卸 鮭相藩侯｣と妃している｡このような･非情で ,足

守帝はti.帝王一家老剛 こよる帝王親政体制智も1て出発した｡この点は藩政成立期の諸藩に

共通的にみられる姿であろうと思う｡

しかし滞壬親政といっても,滞主と家老だけで一番の政府のできる苦はない｡漸次官僚機構

が樵えられてい くのである｡すな73tl.財政方面では .准文 12年 (1672)ごろ(以 下年

代は『田括膚』に現われた初見の年 )勧納戸役 ,鹿宝 7年 (1679)ころ触金払役などが .

勘定奉行戦没健と相前後して新設されている｡民政方面では .正保 3-4年の検地(こあた り郡

孝行轍が頚けられたと思われる｡畑蔽右ヱ門a)F由緒DJ(こよると.｢慶安元年か奉行被仰付｣

とあ9,それが初見であるが ,級地帳の輿 掛 こ郡率-TT畑を右ヱ門と記されているから ,検地の

施行に伴1て新設されたものと思われる｡天和 4年 (1684)のr藩日記Jによると,部奉

行の下に代官織が放れているが ,その設艶年代は不明であ9,37家の『由緒笹かこはその名

称はあら73れてこないo恐らく37熱 こ人らd)下級家臣の任命きれる職制であ ったかと思われ

る｡

このよ67に ,大名 ･家老を中核 とする耕壬親政体制のもとに漸次封建的官僚制が形成きれた

のであるが .その主導権は大名 ･家老博にあり.その 下の封建官僚層はその従属機関であ1て

潜政の推進力とはなっていないのである｡

この封建的官僚制が藩政の担当者となり,大名 ･家老層がそれlこ背負われ ,帝政のオー線か

ら後過してくるのが ,帝政の升 2段階 .元敢期以降である｡L

' この時期の俄制の特質は ,職掌細分化がその 1つである｡個 の々俄掌の内容は某だ調査 して

いない｡格と俄と線高とな対応させ ,その対応槻係を振ろうと試みた｡それが〔オ 6表 】であ

る｡
声
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オ 6 歳 足 守 滞 職 制 一 覧

!格 制 l 俄 ' 1. 刺 藤 高 !

御 用 人 i御元pr役 (御勝手方 .勧元方 ).御家老代 .御台所功主支配 50～ 450
足軽組預 .御円証向御用 .御小成万引請 .制札場元〆役

軸 内 用人 一触 〆役 .伽勘定聞役 .札鮎 斬 (触在所札取立支配役 )套判役 .細台所御作岬方御功主支配.御内政方役人上下支配i鉄砲大狩 .足観 預 .細長槻 預 .舶 行預 .細弓之者預 130-230

御内用人格IL h.,E万立入 .公金准,.勘定方 .刑 &L.寺社町斬 _郡奉行 100-200
足掛 且預 .御物頑 .御武器方 (御武月方 )

i給 人 j壬 il I胤元pr方吟味役 (立入 ).喚州Bli奉行 .勘定奉行 .佃玄関御簾 ▲細小姓頭 .戯生改 .大納戸役[細徒士頑 .御持箇組初頚 .御武見方預 .aJ武頭 .御長柄組物頭 .細作中惣奉行 .御水手肝 .足軽組預.追野合出仕

L竺 _人 格 御近習役 .細徒士頑 .御取次 .fIJqJ納戸役 20人扶持-50俵】

!給 人 並ト 御近習役 .勝手向吟味方加役 ←√

小 姓 役 大納戸役 .御近習役 .御従士頭 .御刀券 .追-fi舎出仕 4人扶持～4俵 4人扶持

】!中 小性 役l l御瀕役 .御玄朗御本 .細次番 .細納渡役 .勧徒士頑

備 考 ｢木下家家臣EB繕番｣より作製
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E この表からみると,その 3着の間に鷹野な対応関係はみとめられないようであるtoLかしそ

F れは.｢兼軌 ｢蘇役｣｢暫時留任｣などlこよ1てその対応関係が外見的にあいまいになって

いるのであ1て ,石高はともかく,格と織 との間(こは一応判然とした対応の原則は存在したの

である｡その 1例をあげ よう｡元文 5年 (1740)牌は絵人で ,恥 ま寺社町奉行であ.,た岩

田平他種長が ･寛保 3年(1743)卸内用人の軌 こ昇jBした時の滞からの連 旨に次の如 く記され

ている｡｢寺社町奉行別人江披仰付候迄は托健相勅可申侯｡追而動方之鰍 ま可被仰付宮被仰付｣

れるてあろう｡中実その後間もなく鼻判勘定聞役に転補 されたのである｡これlこよると寺社町

奉行は給人の ,兵制勘定聞役は軸内用人の相当俄であることがわかる｡しかしその対応鯛係の

原則を再構成することは不可能なので ,対応関係の原則の存在したことを括摘するに血的る｡

この段階の特質のオ 2は .細分化きれた藷離別を就樽する ｢元′段｣がpかれ .邸実上溝政

の指導者となったことである｡もともとこの職掌は .半財政関係の絵元締ではあるが ,藩政全

般lむカニるものではない｡ しかし18世紀に入【て潜財政が著しく窮過し,藩政上の基本問題と

な【てくると,財都官僚の地位がたか19,帝政全般の元締を担当するのは当然のな9ゆきで

あ【た｡

卸用人共御勝手方知新中上 候二付 .此節御危急之勧場合 ,膏尚又初元′万引諸披仰付同

役頬母 (木下)共申談存専一盃二取斗可申旨披仰付 (木下男也F由緒書nD)
これは文化 8年 (1811)木下男也が ,蚕れてJC-節役(こ任ぜられたときのいきさつである｡

御用人膚は窮迫した滞財政のなか(こあっては ｢御勝手方｣を勇敢に引請けようとする者はいな

かった｡財政担当がいかに至難なことであ1たかが親77れるてあろう｡その代9元〆役は .他
I

の一切の制肘を受けることなく｢存啓一盃｣に活構でき,峨軌の中でも一番の要職であった｡

元p(役tZ)簸大の任軌 ま京都 ･大阪の蔵元 ･商人と析砺して借銀を調達し ,藩財政の破綻を防

ぐことであった｡それだけに適任者の任用は帝王のも1とも苦慮するところであ1た｡杉原玄

書房正は ,宝轡12年 (1762)から明和 5年 (1768),安永 4年 (1775)から天 l

明 5年 (1785)と 2期にわたって元p(彼女勤め老令によって元′役を辞したのであ1た

が ,天明 8年 (1788)3慶び堪用されたのである｡その理由として『由緒背 .Bは次の如 く

記している｡ ｢老年二は相成候桜共 .外江披仰付侯而.､親王馴染も無之二付 ,元F'方帰役披仰

付｣られ ,特に老休であるか ら,｢大老俄と心得候両用勅.為心安〆,宿元二而瀕物等光三郎江

名代為敦候様｣ほと元′役への復帰を命ぜられている｡銀壬との収引きの口滑化に藩財政の安

危は懸って&ク,その鎖主との取引契約を担当するのが元′役である｡

そうなると.元/役を限 りある家老帝だけから任用することは不可能であり.広く人材登用

の適を朋 く必要があった｡岩田種長の『由緒書Jtこ｢和家老万人少二茂有之 ,膏御政邸向樹被

'l 仰付 ,御家老申淡相劫Jとあり,家老をきし借りて取同人の格の岩田をこの要職に任用した｡

『由緒脊Jによ1て元p'役に任用きれた家を調査すると〔オ 7表 〕に示された 13家である｡
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その)も家老の家柄の者 4家 ,徹用人lこ昇進して任用されたものが 9家である｡このことは .

#財政の窮迫が激化すればするほど人材の登用が緊急の課題となD,封建的官僚肘k7)形成が進

んだことを示すものlこ他ならない｡元′役はこの封柾的官僚制を代表する職制である｡元pr役の

のなかでも名臣幣相の誉れたかか ったのは黒宮光峯で ,ときの藩主木下利彪はかれを厚 く信任

し.かれが#すると｢鳴呼輔弼之臣｣よとその死を悼んだ'のである｡

以上に甘いて ,足守諸の知行制 ･格別 ･職制の面から封建家臣団の構造を概擬したのである｡

そこで確認できたことは .知行制の面では早 くから地方知行の本質は存在せず ,封建的官僚休

制に移行する姦件は藩政成立の当初から存在していたこと｡格希lJa)面では ,家臣団解成のはぼ

完了する延宝期までlこ格別も整備される.その後家老職は家格化するが ,勧用人以下の層では

人材登用とみ せ1て格の固定化はみられfJ.I-も耽剛2)面では ,18世紗 こ入ると帝王親政休紺 こ

代って元′役を頂点とする封建的官僚休制が確立し ,藩政変甘期の亜局を克服する政治体刑と

なった｡大体以上の 3点である｡

2. 農 村 の 構 造

滞政が成立しそ して変貌していくとき.その支配の対象である鹿村社会の構造も亦著しい変化

をみせている｡藩政a)展開が鹿村構造の発展を促進すると同様に ,必打構造の変化が藩政に新し

い問題をiE･起していく｡従って藩政の動向を理解するためには ,塊村構造の変化を適確に理解す

ることが必要なのである｡

【1】 藩 政成 立 期の 康 村 構 造

木下家定が近世大名として足守背を立酵する以前の&.村構造をまづみよう｡この地域は毛利

氏版鼠の東端lこあたD,毛利氏と王従的係を結ぶ戦国土蛮唇がそれぞれ城を構えて割拠してい

た｡すなわち永線 5年 (1562 )の頓 ,智陰部田近村lこ簡武新介 という土秦がいた｡ r福武

r 家系図JIこよると,もとは児玉党の武士で .伊沸か新居劫短武村iこ臣んでいたのて福武を称し
r

た｡のち毛利氏の被官とな9備中に移住し.鍛松山城主日近修理進 という土蓑を征服して岡城

の城主 となったと記されてpD,また日近修理進秀直が福武新介に対し,先代の対馬守玄東に

対すると同様忠誠智尽すこと智約束したr誓状Jもある｡絵反別は未詳ながら ｢福武新介儲

分｣として吉村を始め数力村を安堵されている｡

また粟井打には ,同じく毛利の席 下に属して倫中Iこ土背した長門右ヱ門尉があり,竹庄 4カ

村等を扶持せしめられている.これ15た福武氏と性格を同じくす る戟国土兼であろう｡ (藤井 ･

水野氏共著『岡山県古文音難 ･オ三輯｣福武家文書 )

F･ その頃冠山城壬に鳥羽太郎兵ヱ尉久徳という峨国土豪がいた｡その祖先太郎左ヱ門尉氏明以

後七代の間冠山城壬であった. このように槻国土表層が城塞と領民を甘さえて割拠していた｡

しかし字音多氏から木下氏-と近Lq大名領が形成 きrLる(こ伴1て .戦国土嚢-侍の身分は剥奪
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され,
百姓の身分に同定化されてい1た｡
とはいえ,かれら
の刑畑所有面掛ま他の百姓を断然

凌知するだけのものを持1ていたと
思われる｡
先にのべた3家lこ関する帝政成立当初の抱地関

係の史料がないので,
難波宗一氏所蔵の正保3-4年の
『上土田村田畠改帳』によっ
て村落構

造をみよう｡

上土田き
っての
大名請人(大地主)は長兵ヱで田島合せて5町8反7畝17歩を抱えている｡

残る42人の名請人の泊地は苦しく少く,川】-5
反-2町6反の名請人が3人.
5反-1町5

反のもの12人.
5反以下のものが33人となっ
ている｡この数字から考えて,
長兵士の経済

的な圧倒的倭位性を認めることができるであろう.この長兵ヱの由緒は不明であるが.恐ら
く

煉波理石右ヱ門が病方村の本家から別家入村する慶安5年以前までの上土田村庄屋であっ
て戟

国土蒙の譲かと推察できるのである｡

このような経済構造をふまえ,
我国土豪の末商としての伝統的権威を併せもっ
て
,
百姓に臨

むことにより
,
｢土嚢的地主｣と呼ばれるにふさわしい戯村支配力を保ちつづけているのであ

った｡
土嚢的地主と平百姓との対立,こrLが藩政成立期の地相構造の1つの特質であろうと思

う｡この

このような社会構造をもつ藩政成立期の脇村を,
封建的官僚休御P)未成熟な封建鮫壬が支配

する場合.
直様に個々の平百姓を掌握することは困姓であり.い
き甘い既存の村落支配者であ

る土盛的地主僧を村役人に取り立て.この土蒙的地主-村役人僻を通して,
間横的(こ平百姓を

支配する方法がとられざるを得なかったOす
なゎち粟井村の長門熱ま同村庄犀に,日
近村の福

耗家は,
庄屋とな1
て百姓と同列になることを忌避したため郷士となり,
大井村の鳥羽家も代

官下代に任ぜられたOこれは決して足守維独特の動きではない｡しかし
ここで特に注目に価す

るのは鳥羽家の果した役割である｡

鳥羽家は
,
太郎左ヱ門尉久離-とき大井村に土脅し,かれは
天正15年(1587)穀する

のであるが,
その子太郎左ヱ門久fJがあとをつぎ,天領時代には小堀遠州のもとで｢代官下代｣
に任ぜられた家桝である.
木下家の時代(こも既に代官下代的な地位lこあって,
領内の年貢徴収

権を認められていたことが次の史料によってあさらかで
ある｡

一審申遭侯初代官之偵当年者たれとも不能分別傾間,
当納串-其方肝府候て納所次牙

早々急候而
,
船頭助左ヱ･
門二相渡可蹄候,
少しも油断申せしく候為其急度如斬候也

攻八月十日
.

木下二位法印

鳥羽太郎左ヱ門

尚書わた,かこ,
あさDなど早々収あつめ凋上可申候ゆたん申まLく候｡

この手紙は慶長9年関8月10日木下家定が鳥羽太郎左ヱ門に送ったものである｡年貢収

納期も近づいた閏8月に人1て,
未だ(こ年式徴収にあたる代官が任命されない｡
代Dに年貢を

倣収して船機みせよ,
というのである｡太
郎左ヱ門は代官の代理として年貢徴収権を委譲さ礼

一･36-



たのである｡

これは家定の時代だけではなく,元和 1年利府による足守帝再熊の後も同様である｡利房が

太郎左エFIEliこ送.,た次の年代未詳の手紙がそれを証明している｡

急度申遺侯 井元納所之儀早 皆々済仕侯儀二其方かた く可申付候 油断仕慎二 かゐて.～

可為曲解侯 ,共通小百姓等Etも可申渡侯析此者可申侯己上

棲月三 日

宮 内 少 利 厨

大井村 鳥 羽 太 郎 左 ヱ 門 参

猶 の々めんあい之儀も久石工門居不申侯間 .むさと仕候′､ゝ 其方可為曲申候間万軒無油

断可申侯

代官としては ,一応井関久石工門が任命されているのであるが ,在所lこいない｡それ故(･C,

年貢徴収だけでな (免相の決定までかれ(こ委任しようというのである｡荷物戎立当初の足守帝

王は京菰Iこか9.在地の支配は土表的地主層lこ委任していたのである｡

元和 5年a)冬にな1て始めて足守常駐の代官織がかかれ ,進度長左三門正勝が利房の継皇永

鞄院の兄弟という由緒lこよって召し出され .｢足守江加仕盤代官二被下｣TLた (御家秘舞 )｡

しかしこれによって鹿ちに鳥羽氏の権限が剥奪きれたのではない｡『吉備都史.Jの引用史料に

よると.｢大夫進藤者之触下知二田テ封内三十八ケ邑之用務 ,鳥羽久什沙汰ス｣とあ 9 .仕旺

代官進藤正勝のもとで足'.f離全休の民政を掌ったのであった｡

このように港政成立期の当初(こ&いては ,土豪的地主の地方支配体制を体制的に等認すると

ともに ,楢棲的にこれと連偶して腰民支配を行なわざるを得fiか1たのである｡

しかし土嚢的地主層の地方支配休制はいつまでもつづく訳ではない｡正保 3-4年の所謂 ｢

iE保検地｣を境として ,その政治的社会的地触 ま鎌しく敢掃してい く｡その基本的原田は次の

2点すなわち封建的官僚制の健32:と年式収盤の強化である｡

正保検地の歴史的患鄭 )1つは ,土表的地主層7fかせの在地支配を改めて ,各村を単位lこ生

産高そのものを催実(こ把握すると同 時に百姓 1人 1人を封延髄壬が笹握したという点にあるC

大和 4年 (1684)の『滞日記』に旗民支配の尖状を伝える次の史料が記されている｡

- ,外内部東進有之 ,間 庄々屋共呼寄候而此71三人(郡奉行 )代官四人寄合申渡シ侯｡

束進米熊荷すきすき取立可申候｡不埼之着分′､追出シ田地等代替不足之所 .村中より弁

急度御納所可仕候｡少しも撫油断近日吟味可仕之旨申渡ス｡尤代官衆も近 日より･付 与-

散超吟味披敏候様こと申渡ス也｡

これによると年貴骨促に当っているのは .代官手代であった鳥羽氏ではな く .地方行政官僚

である郡奉行 ･代官である｡そして庄屋桐lこ年瀦皆済を呼びかけるだけではなく,みづから村

へ々蹄み込み年-#兼進の調査に乗Dだすことを申し適しているのである｡IrL実 .点字 1年 1月

の『#口記Aには .郡奉行林忠右ヱ門が照瓦柑 こ立T'人9 .｢村中呼寄一人究二吟時仕｣って
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いるのである｡その ｢一人兜｣の鋼宜がいかに鰍崖したものであったか次の 1例をもって知る

ことがで きるであろう｡

庄二郎と申老年斉納す くなく加俸候二付吟樹 士候-共 .我億斗申候而詞相不申侯二付 .

吟味之上にてEE次郎を-庄屋戯-入野候而宿ヲ改させ申候-- ,モ ミ米少宛御座候二付

拾入組二預促離帰候

このように ,郡奉行 ･代官の戯 民壌握は .家宅複葉 に及んでいるように 1人 1人の百姓にt

で鹿篠&よんでいる｡この ようIこ部奉行代官の農民直支配が貰徹して くると-その中間lこあっ

て半簡壬的なRLl民支配権5:保持していた土豪的地主一打役人喝の地位が ,大 きく勤揺するよう

(こなるのは遜,T嫌いところである｡菅井EE兵 工が大井村庄&..太帥兵に宛てた ｢謂取申肺苧串｣

という岱状には ｢太井村庄屋太郎兵殿｣と記 されて&9.身分は 1村の庄星にすぎず .姓 も ｢

,耶 利 の公称を葬ぜられているようである｡ これは土教的付役人か ら官僚的村役人-の転化lこ

ともなうものであろうOこれはひと9馬羽家だけでな く土束的地主二村役人のひとしくた どっ

た道であったと思われ る｡

正保検地の第 2の意熊 ,年賀収尊の強化についてのべてみよう｡

熊宮七郎右ヱFl･安井猪兵ヱ ･前野惣右ヱ門を検地奉行とする正保 3年 12月から翌年 7月

7Eでの検地の結果を示す史料はF上土田村検地帳Jただ 1柵である｡ この検地帳は正保 4年の

田畑所持形感を示 していると同時lこ.以後雅文 12年 (167 2)iこ至る田畑の移動を-焚毎

に明椎に記∧さTLてを9,き73めて珍瓦すべ き史料である｡ これによって正保 4年段階にかけ

る1町以上の田畑所持者 7人旋安 5年以鮫にかけ る1町以上の田畑所持者 2人の土地移動状況

を調査すると〔オ 8滋 】のとおりである｡
il

オ 8 表 1町 歩 地 主 以上 の 抱 田畑 の 移 動 状 況

正 保 4年 吹応 2年 万 冶 2年 LH文 5年 寛文 12年

長 兵 ヱ 58勲 17 270.10I 279.18 227.07 109.15 没

惣 兵 ヱ 186.25 190.00 189.18 166.22 209.25 昇

孫 左 ヱ 門 126.27 161.19 154.07 171.00 173.05 昇

久 蔵 112.19 91.28 58_09 20_25 20.25 没

三 右 ヱ 門 108.21 90.20 66.12 66.12 66.12 没

i埋 右 ヱ 門 252.24l 226.04 277.10 395.04 昇

備 考 ｢正保 4年上土田村検地帳｣ より作製
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この裏によると,正保検地の時期と軟べて拍田畑を増加させているのは 7人のうち惣兵ヱ･

孫左工門の 主人にすぎず ,その 2人も倣かに 5[31-- 2犀の増加fこすぎないUそれに対し残る 5

人は l反- 1町 8反という敢戚ぶDをみせている｡なかでも苦しいのは ,正保検地段階の愚大

地主である長兵三である｡その抱田畑の放威した理由は .〔オ 9表 〕ほみるととく胞安 5年 (

1652)(こな1て検地帳lこ登壊して くる庄堤理右ヱrl1(こ約 3町歩を売渡していることである｡

その他 16人の百姓にも田畑を売渡してい

るのであ1て ,寛文 12年 (1672)には

1町 9畝 15JJiとな9並の百姓に転落 してい

るOその間の串柿はかならずLもあさらかで

ない｡しかし.正保険地段階の大地王府が寛

文 12年 に至る25年間に注目すべき没落を

告示 していることは叫実である｡ しかし正保

耕以俵多少なクとも抱田畑を増加させナ:池兵ヱ

楓左三門 .そして上土田村に^付して庄屋と

な9,田畑を男得して寛文 12年に至.,,て 3

町 9反 5畝 4歩を抱えて ,村中随一の大地主

となった理右ヱ門 .そうい う地主同の経済的

地位は果して安定したものであったかどうか｡

m畑が百姓にとって利胸形成の源泉であ9得

るか否かは貫祖拳によって決定する｡ しかし

天和1年のF藩日記 Jの記すところは .地主

噂の経済的安定性を完全lこ再定しき 1ている｡

薪熊地主にして庄屋である利右ヱ門の場合に

ついてみよう｡

- .上土田村庄屋利右ヱ門弟近年身鉢

めいわ く仕候 .国分当年.､下人抱可申

長大地主長兵ヱの抱田畑の分散状況

分 割 入 手 者 面 庸

七 郎 兵 ヱ 100.29

乗 兵 ヱ 22.19

加 右 ヱ 門 19.16

三 郎 右 ヱ 門 17.20

六 兵 エ 16.24

平 左 ヱ 門 15.07

与 兵_ ヱ I 9.05

八 右 工 .門 9.00

仁 右 ヱ PL] 8.05

備考 ｢正保 4年上土田村検地帳｣よb作

様も琳卸座侯｡扶持方等二難儀仕侯
マ ′

田地ヲ預ケ可申こも下作人無知座何共雅俵炎板 .自分抱え林近年ゆも之木ヲ二掘 り立候

-i代替挨而ふち方之たよ9二も仕云 4

抱田畑 4町歩の地主 ･庄屋にして.生清に苦しみ ,下人の聴僻は不可能であ9,さりとて田

畑を預作に出すには′ト作人のなり手がいない｡年斉負担が土地の生産力に瞭べて苛酷にすぎた

ことは勿論である｡そのために ,自分持ちの林i･堀9桓して売却し ,その代金で生活鎖の捕ひ

を付けようというのである｡

利右ヱ門の場合よ9も,もっと悲惨なのは三方村0)庄屋平兵 ヱの場合である｡
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- ,三方村庄屋平兵工和夫進大分二御座候故 .田地売申侯而御納所可仕 と奉存候故 .班

頭へ相頬侯-共 ,田地貫申者撫al座侯故家長屋売可申と存 ,与-兵ヱ残口取侯而庭瀬方

-参候而頼申候所- .一昨日素見分二重申侯 成糧箆可申と申侯故売細納米可仕と中山

中二郎大夫中東云 ｡々

庄屋の身でありながら年斉米上納に差迫 り,田地を貿却して上納 しようにも男手がな く'遂

lこ家と長5.を人手に渡して上納しようというのである｡

このような定盤佃の没落は決 して例外的なものではない.｢近年身体践不申｣という理由で

庄屋役な辞退 したいという甑番が ,同じ天和 4年のうblこ5件続出しているのである｡かつて

は~卜人を雌仙して手作し ,手験地は下作人に預作にした地主Z-村役人層が ,多くの拍田畑をも

bながら没落 していくのである｡頼政成立期の村落支配者Jtは広汎11る没落の危鰍 こさらされ

たのである｡

そD理由はなんであろうか｡延宝 9年 (I681)の 『如此二相認候両軸巡見衆-差上ル細｣

(難波仁次郎氏所成文雷 )(こよると,娃宝 6年の年黄収取峯は 53.896'(小物成を除 く)であ

る｡この収収率は金牌平均からみ ると決して苦しく高率であるとはいえない｡ しか しこの黄岨

率のもとでの出畑の所有は .td畑を自作す るには恭公人を使 っては割に合わず ,頚作にするに

は小作人が付かず ,売却す るには買手がない ,とい小突が物詐るよF)に ,良民的利腕の源泉と

しての意義を全 くもっていないのである｡貢祖収奪の苛酷さによる曲集経営の貧弱性 ,反当生

産力の低劣牲:こ基 くものであろうo

この ような条件の もとで .経営の一番維持し稚い塾は .奉公人脈柵と頗作経営に立脚す る大

地主-村役人の経営である｡それに対し,相対的lこ経営の維持し易い塾は ,家族労働5:完全に

燃焼するIこ必要にして充分なfc'yTの抱剛 附をもつ自作鹿足営 (単一-小家族経営 )である｡この

暗Jaを〔オ 10歳 )でみると ,殆 ど変化がないのである｡貨文 12年のころまでは安定した瓜

某経営を維持していたと思われる.

つぎに 5反以 下で到底家族労働を完全燃焼することは不可能と思われ る零細推宮についてみ

ると .その家牧は正保以後増)JQしているが寛文期に入るとさほど著しい増加は認められない｡

それでは'i#細経常は貝休的にどのような形で存在 したのであろうか｡正保糊の苓細経営 33軒

のうちには他村からの人作百姓もあるであろう｡ しかしその内 1 1戸は明らか(･t屋敷を所持す

るのであるから上土田村の百姓で,bることは健かである｡残 る22軒のうち(こも本家の部5,位

の百姓 もいたであろう｡甘そらく披らほ .正保～寛文期にpいては ,大地主の下作人として小

作地5:耕作した り,大上蛙 の手作経営の奉公人とな り,本家 ･大地主を中核 とす る族線的な共

同体を構成 し,その共同化 (こ依存 して再lF_産を一応持続することができたと思われる｡ しかし

族緑的共同体の中核である大地主-村松人柄の政務 こ̀よ1て ,零細経営良 民の存立の碁敵がく

ずれていくのは当然である｡
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オ 10真 上土田村農民所有面席別階層

正 保 4 年 承応 2年 万治 2年 寛文 5年 寛文 12年

百 姓 政 屋敷数 百 姓 致 百 姓 致 百 姓 敬 百 姓 数

3 0反 以 上 1. 1 1

2 0- 3 0 1 4 1 2 6 2 5 2 5 1 3

1 5- 2 0 2 2 4 3 3 1

1 0- 1 5 3 3 2 3 2 2

8- 1 0 3 12 3 6 12 2 ll 3 10. 4 ll

1- 3 Il 7 33 2 8 48 14l 55 19 64 22 66

Io- 1 :20! 6 33 33 34 33

計 49 27 66 t 71 79 80

; 最 高i 畝 歩 臥 畝 歩 畝 畝 歩
587'.17 270 10 279 18 277 10 395 04

〔注 】 耕 地 捻 面 概 27町 8反 3畝 17歩

内 田 22.8.3･24

畑 1.9.9.23

備 考 ｢正保 4年上土田村検地帳｣よ9作製

その直接の奨械 ｢延宝の飢陛｣に求められる｡延宝9時の前掲史料によると,飢人5.831

人 ,餓死者 29人 ,艇宝 8年 10月から翌 9年 8月7tでの帽に牛の死んだもの 128疋 ,馬の

死人′だもの 21疋に及んだと記されている｡草保一元貫期の人口戸数が蕗全休で 26･421人 ,

5.831軒である(吉備部史中巻 )から,延宝期に別 ､てもこれと大差なしとすれば .飢人の

側合は全人rコの 22.6% ,一軒つ き1人となる｡恐らく足守滞lこ分ける空前絶後の災答であ1

たと考えられるo

この惨状眼を碓ふばかりのBB村が .兼だ荒廃状軸 ､ら立上 りきらぬ天和 l年 .足守鰍 ま強硬

な年貢の 皇歩増徴政策を打出してきたのである.

--,外部中内郡庄星組頑呼寄侯而土免相定之下札相済 .細債分-横工弐歩宛和上ケ被成

r 旨申渡ス也 比三人(郡奉行 )代官四人も滞出世 (瀦日記 )

大地主_村役人剛 ,･広汎lこ没落したのも郎奉行 ･代官が百姓 1人 1人について賎重なる年-J7

｢ 束進の取調べをかこなったのも.まさにこの時欄であ【た｡

L
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〔2】 領 主 的危 席 と農 民の 抵 抗

大地主二村役人層の広汎なる没落によって ,それを支柱とする族操的共同体は解休し .その

舵確のもとにその経営を維持Lできた零細農民は,赤裸の姿で全 く孤立 したまま没落の運命に

身をさらすこととな1た｡また比較的尉実な経営を縦持できたであろうと思われる単一小家族

経営-自作農も災害につぐ年末増徴政策のまえにその様宮を破綻させいった｡

その結果 ,藩政確立糊のJ]'&村社会は次の 2つの点IT著しい変化を示すこととな1た｡その 1

つは土我的地主層の没落 .伸一小家族経営の欣綻 .零細巌宮の没落に上って ,i蒙的地主層の

特柾的地位が集れ .均質化したことである｡その 2つは .その戯民均餅化が .ともに極端な生

活の困窮のもとでのの均質化であ1たために ,反願主的な統一的戯 民戦線-惣百姓-横の気運

が触 されてきたことである｡

享保 6年 (1721)の『辞日記 ｣によると.そうした範運を感知してであろうか ,代官は

貧JLL救済括掛 こついて執心lこ具申している｡同年tづ貧出救済のため帝は銀 15耳目を投じた

が嫡たらす ,田上何 ,矢野村 .竹田村 ,上野村 .書川村 ･岩村 ,舞地村 ,執山村の 8カ村で ,

合せて1.576人の飢人を出した｡そ こで代官は重ねて藤から ｢tJE,'米｣の放出を願っている｡

- ,代官共剛暁者先達て村方へ飢扶持披下侯旨願之娼継庚 ,井内二壱ケ村之内五人三

人棲ノヾ 上しと飢申者御座候Q比上之轟'LnJ米二渡し遭候様こと-栂不Ifl上侯 ,何とそ少

ツ御米触悟被下候者 .元来こて当等急度取立言上可申依由 ,昨夜 代官共前出申候

(庸BrTE)

このような戯民幽窮lこ対し.貧戯救拓銀を出した り.借米の放出を考慮する掛 ま.他方では

年i1-の完全徴収のため ,村連帯制を強化してい1た｡この村連帯RiLJyこ端を発して起ったのが ,

享保 12年 (1727)の ｢大井村騒動｣である｡

Iim 門太夫の『由碍･FrJには次の如 く記魚 されている｡

享保十式年 ,大井村庄屋塵太之引負仕焦鎖相知 ,段 初々詮議之上二両 ,庄屋組頭共等居
一丁■~r

被仰付 ,支配之代官両人御 殿被遭 .右引負之俵御式法之通村割術中付候処 .過分之偵故

al謂不仕 御許議下々二而楽活着不仕内 ,翌三 月十八日夜大井村伽百姓共不凍備前岡山

迄龍地検 ･依オ司十九tj同役 (駅挙行 )三人共遠慮被仰付度候趣｡此虻大井村百姓共 ,

岡山造儲出及扱勤務 ,御仕駄ニ】路付幌糠思召侯間三人共軌役務被遜御免候

この ｢大井村睡勤｣が足守薪の史料 こあらわれた出民騒動の舶初である｡ この恥件は ,大井

村匹見の ･｢農大の引負｣が暴焦した･Jtめ .所轄の代官が罷免さtlるとともに ,庄屋 ｢引色｣分

の村割を冊ぜらttた｡そこで村刺に反対する鹿民(惣百姓 )がl均しLJへ逃赦し,挑孝行 3人はそ

のiIfを負って辞免されたというヰ件である｡ この騒動は ,足守静 こ於て一打の惣百姓が館主の

搾取に対し組織的に抵抗して背唱した凍初の畔件として輩曹な意味をもっている｡

しかしこの組織的な砥抗も】村のわくを越えた組織化ができてからず ,また耕作放棄による.

消極的な横坑であ1た .という滋味で ,戯民斗争tD限界かみとめらTLる｡しかしこの限界は .

LI Ii■
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つぎの明和4年(1769)の鼎民騒動にエ1て見･-PE,こ克服されてい く｡無官防之進のr由緒

番｣によると ,

正月十五日百姓騒動及強訴一且引退候処 .同月二十七 日央野村 ･岩村 ･田上村三ケ村

之百姓析又徒党ケ間数様之注進二村耶也取袈候抜殻仰付 .a]物頭松元青左工門 ,郎奉

行岩田良左工門数同道 .二十八日二柁凱 馴 村二重留仕 .頭取之百姓召捕せ 凍 如

二付二月三日静帰候

これだけの史料では騒動の原因は皆目わからないのであるが ,腐民の抵抗組織が村のわ(を

越えて組織され ,その方法も耕作散発による逃散で比なく.自分)rr_ちの耕作する耕地を基盤と

してが1ちりとふまえ .その上に立【て .戯民の再生産確保をたたかへ,:tものである｡この時

期に.毎年のどとく｢卸商内村 書初升切願Lb侯｣ている一雄実(岩田武兵エ ｢由締描｣)と併せ

考えると .儀かながらも剰余労物部分を腰民の側にとどめようとする意識のqL;)進が認められる

のである｡

勿論 .剰余労働部/Jlをめぐる取去と腰民との対立は .決してこの段階に至っては じめて発生

したものではない｡ しかし.かつて無瓦相の良三二郎が年貰米を隠とくしたような.個人的謀略

的な方法によ1てではなく,触佃的正攻法的な斗令が開始されている点に .この時代の斗争の

将官があるのである｡

このような戯民騒動の展開は .藩政危機の深化を集中的に老現するものに他ならかへ｡

この年とともに進行する淋政の危機に対応し,帝 政改皐の急者を･#の皆路に力説 したのがEl近

近村の郷士福武与左ヱFtJである｡寛政6-7年 (1794-9 5)のころ家老中に差出した港

政改JG賓『諌言宙Jの 1筋咋次のととく-;-,eしている｡

然二謀計をなして課役を樹.民を昔烈,話人の諌畔有時-必其家の不幸となる物成｡

御家の長久安全を恩給- .民の昔 ミ括人の顔4:きゃふこ御政道大:拝二被成叫肝要擁

封建的特権身分にある細士も,反面では磯村に 在住して農耕に従少し.生産者的性格をし1

かり身忙つけている｡それだけに ,街主的州南と農民的別面との二窓の立場から .封建社会の

行きでせりがひしひしと感知されたのであろう｡そうtJtう ｢危横｣が意識が .民力滴垂を政兼

の基調とせよとする改革案を ｢推参慮外恐をも不肺｣蛙自せしめたのであろう｡

しかし津は与左ヱ門の建白を受容しようとせざるのみか ｢以外鷲逆鱗il･巳後出入無用と披

伸鵬.郷士地=叫被召放｣されるという処分を受けたのである｡ (福武求塩代所蔵文軒)帝政

の危烏に惟煉する滞当局にしてみれば ,民力満菜をスローガソとする与左ヱ門の抜本的改革案

は .所詮受容れられるところで抹なか1たのである1.通産の神歌が ,結局紘潜財政の基礎を掘

L! 朗することになるのであるが ･郎 1時を棚逸する7tめ鹿民を没落せ しめ ･戯村を荒廃VC-陥入

れてい 1たのである｡次の弟永 5年 (1852)の史料什福武与左ヱ門のF献言歯J髪廷白段階

以降の ,鹿村荒廃の琳情を替り尽して余すところがない｡
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奉敷板口上脊

当村之磯兼而開封村二而御庫侯所 .連 困々窮弥増人少二相成 .田畑手余り相続方行届

不[臼.殊二持村谷間瓶地手遵之場所音別両手余り苑地多分出来追 御々年貢上納方出来

不中老共一又者絶家人指地場々村域F拙 宅,此分卸平茸村井納仕罷在侯故,加糧之困窮弥

増 ,故人等出来侯二付 ,年々村地租嵩,惣百姓銘 与謝年貢之外 .村地御年貢弁納相増

極而難渋仕候得共 .是迄色 村々辻倍等仕御年貢上納仕候得共 .東進月 (敬 )之者共年

利々分等相場 ,御年貢之外相地弁納東進利分等相懸 り立行不中二付 .既二所持地村方

へ差出村地二相成 ,井上折入来逸足■文相弁納仕候故 ,4TH 感多の高持之老共進友凍二

相h_E伏様成行 ,当時之姿に而- 困窮立直り候戴者取庭 ,追 号困窮弥増以後如何成行

映故と心痛仕罷在候｡

乍恐百姓之身分度者 ,炎栄二労シ厳冬二不鰍 .雪消臆業梢肋仕候 も不難二御収納成

就者槻之外他単科御座候処 ,近来凶作打席一伺難渋之場合 ,井上前条之通村地等多分

二出来 ,弁納勝二相成と難渋二落人此儲括旺候碍者 ,如何程円誠尽候雨も連も永続難

相成と存 ,自然人災変 .腿菜怠幌糠成心得遵之者出来仕候程 も牡 ト,一 同心配仕罷在

似 ,全鉢村地之蟻者 .人別相咽候樽者追 くりEl続方之蟻 .如何様共被仕候得とも.追 々

人少二相成 .既二天明度より崇敬廿軒余 .人故二百人斗 りも減り.当村人別三内二度

所持地付地二差出し,琳高二而此韮渡世椙不仕 .難渋之者崇敬廿七 .八軒斗 も舶座候

故 .lJ割田地相統仕候者共は .誠以多分減少 し仕候所 より,御tfl畑手余り作候分茂 .人

数不能叫故こ .或'hAtL作同様之一拝二而端 者々 ,年 荒々地相場帳二付困窮弥増 ,凡て乏村

二面も,可為鉢二相成村地弁納判懸 り候而も薙政之場合連も上納可故老半分も撫之 ,

強而取立候碍者友二村地-差出可申者炎多クニ成 ,進退共迷感難渋什候間 ,右打地之

内畑方荒地之分 ,鍬下年季引二被鞄仰付傾抜糸頗候｡

然ル上の者年季中介軸之博康臓シ候様相成候村者 .追 今囲酌立直り人別 も相増喉柑

老荒地頓返シ仕候様相軌 村方繁斜 も ,G]軌胤之程難有事存軌 格別之細仁恵 ヲ以右御

軟願奉中上候通 .鍬下御引方被為下候-ゝ.広大之御慈悲鵬有仕合二額斥候 .依之田

畠帳取添以酋附御軟尻噴布中上候玖上｡
1

(長門家交番 ･福武求馬氏所蔵 ) 一

この史料の伝えるところを以てすれば ,出民の抵抗iJ乙もかかわちず .年貢の収穫は全 く緩め

られていない｡役落 した百姓が村方に差出した ｢手余 り荒地｣Kまで課税の対象として収牡を

尽徹しているのである｡村に残った惣百姓によ1て耕作される ｢惣作地｣の年貢は .惣百姓の

負但となったo自分持地の納税に苦しむその上に ｢村割｣が懸ってくるのであるから,｢高持

之者共進友淑 二相成｣ り,従-て ｢惣作地｣は愈 増々加し.残る百姓の役者を促進する｡こう

した患盾環のつづけ られた結果が .天明～寮永の価か 70年たらすの間把 .187軒 .784

人ほどの粟井村が ,20軒の没落 ,200人ばかbの人rj減少をきたしたのである｡残る 160
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軒ほどの百姓も.うち 27- 8軒は鹿妻渡世を営み得ない半没落思民となるとい う有様である｡

これけ決 して欺願のための帝娘で紘ない｡つぎの 〔オ 1 1表 】が臭休的忙それを証拠だててい

る｡

.オ 11黄 葉 井 村 人 口 ･戸 数 の 変 速

盲モ冬草埜 13 12 ll 10 9 8 7 I6 5 l4 3 2 1 戸 数 人 数

天明 8年 2l 2 2 7 12 l20131I 37 35 21 14 187 784

文政 11年 1 1 1 1 3 12 23125 31 40 17 19 174 704

f天保 13年 I 1lO0 . 1 6 7 18!30 30 31 23l20 168 668.

･ ー 2 3 14 18 22 3 0 37 16) 4 156 635

備考 ｢粟井村宗門故帳｣｢御用記叙｣より作製

その悪盾環をたちきるための手段として.｢畑方荒地之分｣の鰍 下年季 (納税の免除 )を願

出ているのである｡

この軟甑が衝主刑でと!1)あげ られたか杏かは明らかでなvlが .その後の百姓軒数 ,人口の変

化からみて ,到底村の復鴨のきざしがみえは L:めたと結考えられない｡

以上のべたところからあさらかな如 く,幕末1で百姓取分が滞権力にエ1て保証されるとV､

うことは勿論 .,lf尖上にも存在 しなかったと推測される｡従1て足守藩に お小 ては .少 くとも

近世後半期llCお小 ては ,小作料収入に生活の基礎をお くような地主が ,一般的に成立するよう

な条件はどこにも存在 しなかったとしか考えられないのである8

この ような苛酷な収奪のもとでの戯村の人間関係をみてかこう｡

年音上納の単位が村であり.その完納について紘海南姓が連帯で矧 壬をとらされているil実

について/は .すでに前掲史料によって碓めた｡そのj:うな条件の ものでは村民の協同とい うこ

とがとくにさびしく誓紙されている｡つぎの史料比 .村 民の協力関係を示す 1例とみることが

できよう｡

布 衣k 願 口 上

- .持高六石三斗九升五合

八十右ヱ門 四十八才

同人 妾 四十七才

同人脆さよ 十七才

澄右ヱ門 十一才

右八十右三門傷 兼而困粥 ものこ初産候処,当春方より同人併同人-i,娘きよ三人 とも相

頒侯て心気狂乱いたし ,昼夜二不服出歩行 ,狐狸之所為こも可有御座快哉と村方 より
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助情を以 ,種 祈々噸等仕適し侯得とも,兎角快気不仕 .碇方田畑作付等 .組合之者よ

り世話 いたし濃候縛とも行届不申 .村巾昭しこ而耕作vlたし遁辞在韓得とも.八十石

工門藻今以同棲二而 ,園へ入野辞在横位之轟二両 .家菜等仕候もの-無御座候.夫以

当日凌方棲樵渋任侠問 .何卒格別之御憐怒 .御救被仰付被為下候- .雅有事存帳以上

(天保 11年長門家7q:Tif･福武求席氏戟 )

薬井村の百姓八十右L門の 1某は .貧困を気に してか発狂し.耕作を放棄する始末とを1たO

付の百姓は捻出で祈辞 したり,その抱桐畑も組合の者や村中の当番制で桝作 した｡そこに典型

的なトffEJl師卜体的な協力体制の存在を虐めることができよう｡ しかしこれを日本腿村)lCl村有売

人F'rJ1-tIJtj芙俗として単純に細めてし7fうこと紘できない｡その 1虎の ｢人冊的美俗｣と全 く姓腹

･TJ槻係で存在するのが .｢村八分｣の酢で代表される穐めて冷酷な人間関係なのである｡その

1例をあげてみよう｡

- ,上野村上ケ地五人之栄進村割符二付 ,急TR御納所仕幌成こと代官より申礎板- ゝ

百姓共申候- .良-段良申侯｡然-五人之-&･共村二偲叩,ll-成不LP侯 .村ヲ追出仮面札

束進之割符叶仕峡｡父五人之者共 ヲ村二位申而- .割符仕叩成不申帳とL-P由也 (天和

4年背日記 )

上野村白姓 5人の者の克進分を他の付中の百姓に割賦させようとする藩の処鑑に対 し,惣百

姓は .年音栄進の 5人の百姓をf;j外に追放せ よ.さもなければ末進分の割賦に応ずることはで

きめと蕗に頼V,でているのである｡

阿-の),3民社会に於て .｢人r荷的美俗｣と ｢村八分的伶轄性｣とvtう.全く相反する人間場

株 ･人.1g]感肺が共存する｡ これ姓なぜであろうか｡ この相反する感げの発蕗する原因は .とも

に年買収強の苛席さにある｡年斉収#の苛噴きが ,1軒 1軒の百姓の自立性を脊いとっている｡

それが独力精神を発揮させるのであるが .反面 .蝉純再生産さえもたえすかびやかされている

J13民にしてみれば ,他の百姓に負担を増加させる ｢村まとい｣に対しては ,自己の生活が危い

だけそれに対する憎しみも汝 しくなる｡球音の収奪の苛酷な封建政胎は ,独特な廃民意強を生

み讃 してい1たのである0

′

3. 帯 の 財 政

足守敵 純粋に瓜業綴済だけによ1て成立している藩であって .手工業の発展もみなければ ,

他称との商妾の発展も招められない｡その頗叢内容 も米麦中心の ｢壬穀式戯糞｣であって .商品

として版売を目的とする ｢商策的彪韮｣の展開比全 くみられなかったと思われる｡そめ ようを停

滞的な農英経済を兆掛こもつ許財政の収入源は .米納の本逸物成と .現物また壮米 ･銀でかさめ

る小物成とが主たるもので ,それ以外に妓恒常的収入はなかったと考えられる｡

藩政成立期の本遺物成 (当溝では ｢徳米｣という )の鞄まわからなvlが .延宝 6年 (-1678)

から享保 ･元文 (1736- 40)とろまでの鯛と税草城 【牙 12表 〕のようになっている｡
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牙 12表 本 途 物 成 (徳 米 )と規準

!延 宝 -6年 14.760延宝7年 13.515.延宝8年 12.19U.

･ 米 税 率

14.760万 791合 5.1_8,%'49.413.515. 780

12.19U. 392 47.2

14.113. 403 51.5

備考 ｢如此二相認膜而御巡見謙-茅上ル抑｣ (敏宅 9年 )｢舌僻創腔中巻｣ より作製

牙 13表 足 守 薄′小物 蚊 の 内 等

延 宝 9 年 享 保 .元 文 期

糠 329石 100台 100石 000合

山 手 米 38.20O 40. 122

楢 米 22. 332 21. 284

柳 木 運 上 5. 050 4, 47 4165. 88 0. 計 384. 682

塩 草 代 ■ 424匁 85 418匁 62

583. 526,

接 木 運 上 5 19. 453.8 0

糠 -# 代 - 181,00tJ.76
林 学 -157.406.87 57.914.80
炭 山 逆 上

草 藁

勝 炎

236俵

4.666束

479束 9杷

1.714束 5

994東4把

備考 ｢如此二相路頼而加巡見衆-差上 ル柑｣

(延宝 9年 )･苦傭部史中巻よb作製
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も.,とも,妊宝 6- 8年の間は ,前項ですでに触れていたように.飢人 ･蝕死が続出した時期

であり,享保元文糊も腔民騒動の時期であって .延宝の危機以前ではおそらく15,000石以上

の徳釆 .54%以上の税率であ1て ,延宝の商機以降でも50%糧壁の税率で課税されてしへたと

推凍される｡小物成としては ,前掲慶長9年の家定の脊翰から .綿 ･耗 ･麻芋が現物でおさめら

れていたことが報われるが .その触 わから-/=t(｡延宝9年と享保 ･元文期との小物成はつぎの

オ 13表のようになっている｡

この裏からわかるように .延宝 9年で蛙 .米納分性約 385石 ,銀納分は約 63坪 500匁 ,

それtIC若干の現物納分があへた｡当時の米価は 1石- 76匁であるから.米納分を銀に換称する

と29耳 260Jjuになるo物納分を除いて小物成をすべて銀に換罪すると92耳 760匁 ,本途

物成 (偲米)15.000石を銀に換許して 1.140耳となる｡従って小物成のなかで占める比率

は .4.5%/をやや上触る (現物納分が別にあるから)｡その昔鞄ま決して大きなものではないo

lまた小物成のうち,米納分と鋭納分の割合をみる簸宝期では銀納分は米納分の 2倍にすぎないが .

元文 ･享保ig]LJ'Ujると銀納化が進んでlハる｡蛾納分244尽 ,米納分 165石880台を石当り

40匁とみて6貨 640匁 .従って .銀納分は米納分の約 4倍に近づvlでVlるのであるO

斥租の銀納化の進行は近世後半期の一般的72傾向であるが ,足守藩の場合.小物成の銀納化の

進行J,k高く評価することはできない｡なぜかなれば ,小物成の食京粗のなかでの割合(,-1著しく/少

く.その大部分を占める本途物成は終始-耳して米納制をとっている｡そのことは結局 ,足守藩

農村の旗策経営IlrJ停滞性を示すものに他ならない｡

このよう7ij:飽韮経営の停滞性IJ:A:作 り出したもの比 .天災地変 もさることながら.溝の苛酷な収

奪が一番大き字理由であろうoそのたLめに滞托愈 財々政姓に苦しまをければならT=かったのであ

ら.良筆 1年 (1684)の『藩日記 J糎 ,早くも藩財政の飼乏が記されてVlるのである｡

- .外内msLf)勘定今日三人寄合候而聞之吟味申串｡

庄屋組頭-申渡-何も聞及可申 ,殿様a]僻事御耗不披成幌二付 .徹家中併無足之雄

二至迄 ,夫 御々簡略披仰付候O就中在 納々之様子も慨届候棟ことの義二付 ,頃日布施

新兵ヱ伽差上せ被成候 ,就若菜.未納二稀有之 ,召捕上ル｡細所務遅侯而-成不中二

付 .片時も早取立候梯ことの轟二付 .新兵ヱ卸差上せ被成侯聞 .百姓共-も右之旨申

渡 .急変取立可申候.

来ル十六日之勘定二納かくれ候村有之候ノ､ゝ,急変吟味可申付候間 .左様柏心得可

申帳｡例年と申ながら当年ノー取分ケ嗣敢取立候間 .可得井意旨申渡候,P｡

藩主の家計も爺迫し.家中武士から無民の輩に至るまで ,俸線の支給が削減せられ .生活に窮

した者は .それぞれ ｢何時｣と仰付けられる有様であった｡このような瀦財政の駒過が .いさか

い百姓に対する収奪の強化となるのである｡

しかし.この収応の強化の原因を足守帝王の個人的音任に帰することは .必ずしも当を緒ては

vlないのである｡妊宝の危概の地中に′J､豆良横地の#帝が下り.更に同8年には宮津在薄および
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lh.1城棲収の命があ1たO これに伴う耕土の動月伽 ま,2r･1000石の′ト#I/こと1て紘大変な負担

であ1たと思われるo滞財政胡乏の原因は .淋滞体柳その ものの中にあ1たとみ られるのではな

かろうか｡

肘務官僚二元p'役を頂点とする封建的官僚体制の鍵僻は .まさに この延宝の危機に対する対応

としてなされたものである｡ しかし結果的(/C(r1.との撫称か軽備によ1ては問題の解決をみ夜か

1た0 I8世紀に入って市財政の粥乏は,ますます深刻に751てい くのであるが ,その原困のオ

1は棉つ ぐ江戸屋敷の炎上である.

F'加家秘毎』によると .元疎 10年 (1697)同 16年 .享保 6年 (1721),伺 20年

延車 2年 (1745)の 5回にわたって江戸恩赦の炎上のことが記されている｡この予竿外の支

出が .いかに藩財政を混乱させるものであ1たか ,つぎの享保 6年の『藩日記』の記すところで

あさらかであろう｡

部 奉 行 寺 社 奉 行 へ 蔽tJL'_申渡

- .今虹 戸上屋敷瓶焼二付 .急こ小感桝附す候^目之義 ,先に於大塀直二可敦才覚 ,

依兵ヱ義追 為々差響候｡助札騒一年中之仕送 り請合群在 .此肺-路金光二相出候得-

臨時入朋十分ニ′､得出シtFT間政と存候｡小屋租成- く軽申付候ても心外中之LILこ候碍

･,､存外^目多可有之倣 依之簡内在万町方去 年々番行共才覚を以僻り出 し.年数之間

も熊之候-とも不絹巳候間 ,何 も迄申渡候IW3簡可敦候 ｡去年御当地 も不作之由内 々

及燭候間去 年々之銀高楼二無之峡て も能候闇 .何 も3術を以精出ul碑候

江戸上尾赦の類鰍 こよる臨時入用の補vlを大阪商人からのfJF.t金をもってしようと考えたが榊つ

ぐ倫銀･yC期待 どおりの階級もできない｡その輔ハを餌内の在方町方ID 百姓からの鮒上金を も1て

しようとい うのであるOこれまた相次 ぐ†ELヒで百姓 も稚色を示すであろうがやむをえない ,とい

うのである｡領主例にしてみても純理としか思えか へ牌上金を百姓に命ぜなければ怒らIhい｡そ

こに帝財政の さびしいゆきづ.ま少を窺 うととができる｡給人に対 しても厳しい倹約を命するとと

もK .知行借上げの こと もほのめかしている｡

(前略 ) 上方表範子戯不足申帳- .別当秋家甲給人知行商之内少 今桁申･71も可有之

候.只今 より憶二相穣候三拝こて′､無之帳｡ケ株の傭二付弥以家中倹約仕可然候間 .寄

書其段可lt咽 喉以上 (草保 6年 『滞El･r;ヒJ)
1回の江戸星赦炎上で ,これ文の影額を萄 るのに.この炎上が数年の間をかいて連耗 している

のである｡その淵財政の明乏咋及 した形軌 大きいのである｡

顎2の原因は寛政の ｢村有｣である｡

寛政 11年 (1799)12月 25日称命により.懲限上房両部 25･ooo石のうち ,89%

に当る 22.289石 793合Ik･L如き .陸奥鞄伊達 ･佃夫何郡のうちで与えられることとなったO

この#_由については語 りつがれた経緯があるが ,史料的根拠がないので省噂する｡ この ｢村酉｣

では表F.･iKは全く変化は7EV'のであるが .実収入(,,t漕 しく減少 した｡布施市十郎の 『由緒告』に,
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｢兼 披々仰付駁候御勝手向御fL支之処 .此牲御村昏被為菜仰 .御差支弥増｣と明記されていると

ころから明 らかであるし,後L,-E引綱する文政 8fE(I825)の『口達抑止に ｢全 く物成米凡七

千有余相成し.半減之収納二相成候｣とみえることからも.｢付軌Jが帯財政の窮乏を促した有

力な I因であったことは疑いえない肪実で奉る｡

第 3の原因は .相つぐ国役負担である｡

菰永 6年 (1853)6 ｢唐船渡来｣すなわちアノ1)カ海軍樟骨ベ リーの来航 ,これに対処す

る#府からの御用金の賦課 .更に ｢公家衆御馳走人御相投｣を命ぜられ ,滞蹄の爺乏は著 しく夜

1てV,たのである.そとに三壁軍政2年(I855)年の囚役が掛 一.てきたのである｡次の『大

庄尾惣正塩-渡スJ(福武求馬氏所蔵 ･御微妙等請願留帳 )と疎する史料は .この 負担のたえ難

さJをt･如実に伝えている｡

一統承知之通 ,此度於江府常鮭席御番処初役被承仰候二付 .遵造之通敵役等 ト-早適.

農大の御人相も相懸b候塀｡然処近年御膳手向必至の鍬差支之処 .入別種 初々手人も

被為在候経典 ,前条之次升二相成 ,村方一統も追 灘々渋相過り侯処 .先年公家衆勧馳

走人知柏併異国船来候二付而- ,毎 御々用銀 も被仰付 .何卒此上知憐怒被為在度思召

候縛共 .前条之次オ案二無敵拠銭こ付高懸り触用達披仰付甲聞 .触大切之初場所一統

奉心無 .敗間敷侯義無之様 .一前端 迄々申朗早 上々納可放 .問委細之義.､代官中 上b

可車侯以上｡

六月七 日 ■

他村の荒廃忙 よる東進の増加 ,あいつ ぐ国役負担の醗課による支出の増加 ,この間忙あぺて港

価は枯渇し藩財政はまさに俄綻の直前の段勝にあ-た｡御閑人層の多くが .財政担当の鹿高や任

者である伽元〆役の職を避けてなり手がなかったのも頼理からぬところであろう｡

大阪商人からの階銀も意の加には在らず .また百姓からの年貢増徴にも限界があり.｢高懸 り

鰍榊連｣を印じてもそれにはおのづか ら限界がある｡これに対する非常手段としてとられたのが .

解職 ･上房.両部の旧領の庄屋層からの倍銀である.つ きPの文政8年の『口連れ]』がその間の耕rlti･

i･如実に伝えている｡長文ではあるが ,その全文を掲げて参考にしよう｡

rj 連 相

先年転封被仰付候 .其以来敵地之卿司棟国風を不明忘 ,宮内少輔殿参勤交代之動 .其

外常 等々特之心得方既二上地後^会Z村 端々 迄々 .農薬和触二出作 ,公邸訴談等熊之

境内根二相治候段 .全く村役被柏餅候各方兼而教導披行届侯所と厚く満足二枚存候｡

誠二慶長以来当国許街枚数領地候 より弐百年来 .上下無疎意 .例へ .例へ者上二公役 .

又者格別之臨時入用等有之筋者 ,儲地一円之助力を相頼 ,又下方二於ゐても水草虫附
I

之凶作 .不時欠搬有之御者 .妊坪相応之故加瀬申施し,上下合鉢之力をつくし凍 b侯

処 .不斗軍政十三年酉三月村青披仰柵 .奥州信連雨靴江転相 .都合高弐万五千石二者

舷仰付候指炎 ･全 く物成米凡七千石余相減し ･半減之収納二相成候故 .公務を初地口
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江府人絹家臣共扶助宛行格別減少いたし.郁 節々倹接収棲候得失 .連年借財弥増追 々

必至難渋之趣意各方粗伝承推察可諦存候｡

然ル処旧冬江府居犀赦類焼急火二而 .武器初家硯上下共一同致煉矢,外下屋敷も敗

之誠二当日居所飲食之手当テ賢二行届赦 ,確かね候処 .大場之儲兼而出入町人とも願

助勢 .菜中下 造々幣宅父者近親方長犀惜守書肝候仕合 .既二隠居松操院殿工茂 .早速

里方松平志摩守殿長屋も借･%候 ,以仮住居雇留も致候轟尤宮内少輔般ニ-在邑中故 .

仮普鞘等も手当なく其健差鑑候指炎 .外層柵 も傾き之 ,当東より仮普請取掛候処 .右手

当不行届いまだ半出来心配郎在候｡尤 当ま容励可披敦所 .不快膏以発軸も不披致 i仇

而緩 保々雀も被相願陛所存ニ-喉碍共 .当時公辺御振合七少 々も快方候- ヾ,年内押

而参府不被致候而ノ､不相済趣故 .前条仮曹甜手当併参粁路用其外焼失之武器 .公務要

用之傭 .中 仮々形二不相者候故 ,夫 調々達相伽摩損共更二不相調 ,残地縄走る在町 .

類焼後ノ､追 用々銀jZ_者調達申附候故 ,ますます差支 .此節急務誠家之浮沈且夕の轟故 ,

弐拾四年果此方 より蘭百姓中江何壱つ相施し侯解も柵之候得共 ,今更必至難微速 ,無

心申^候面波も熊之候得共不幸凱ヒ.甘 好を以でも相頼候間 .金五百両廠助勢鑑 ,尤返

済方之鹿者 .元利三ケifJ･二米金都合よろしき万を以 ,村 引々受三成候盛的触之様 ,以

文意二倍絹榊Fjt-,今年者下方向作共不作二模様承及候侶共 .右之訳柄政争方之力をか

りて敦候様打人被桐穐侯

尤前条不一形心配'G7)之識者各方 も相柚 ,宮内少朝敵より直こも相頼候所存こ在之候

得共 .不快中故拙者共江もLP付の義 ,仇而首領不残植村頼^壁心雄二-候-共 .此節

何方# ,勝連繁多之義一同取込中推参いたして も如何と相畑 ,各方へち鋲 別而懇意撫

遠慮の義 ,此段析入相粗候,何分外組合之方fI:夫 官々敷通達可致候 ,右之趣吐 く可及

頗候旨宮内少輔殿 も印附候以上

(文政8年 ) 西十月 木 下 頼 母

(長門軍文書 .福武求馬氏所蔵 )

溝財政の動きのつかぬ窮状を訴え .薄祖木下家定以菜の腺助を説き,帝王 ･百姓の協力の由来

をとき .旧慣の庄屋層に膝を屈 して懇願 しているのであるOこれに対し庄屋層が領主の懇 切にど

れだけ応 じたかわからない｡

旧領庄屋層からの 500両借上げ ,と並んで家中武士の知行削減や人民盤理がお こなわた｡家

老杉原玄者は知行 500百の知行取であるが ,草柵 3年 (1803)藩財政の苦境を察して .｢
知行之内百石差出候得は ,拾年之間御節被遊候旨弛指図鮭仰付｣れている｡また文化 5年 (18

08)には ｢非常之弥切〆二付 ,世件森之助親元へ被遊脚庚｣れ .部屋住蘭の人員軽理が相当大

巾に行われている｡

そのような射情で .家中武士の生活苦に唱 ぐものが少 くなく,宝暦頃から ｢過塞｣の習慣が超

(ている｡｢過塞｣とは .家中武士が領主に願い出て ,一定の期間知行 ,屋敷を差上げ ,諸役を
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免ぜ られ .その代 り若干の扶持を与えられて長屋住いをする恨習である｡例えば .知行 100石

大納戸役の増田八郎兵ヱは .宝暦 4年 (1754) ｢過剰 土壁牧師上Jげ . ｢狭さ御長儒披下冊｣

れ ,その期間中は 6人扶持を与えられており.また知行 80石の浅井和平治は .その翌年 ｢勝手

不如意 ,井上弥博多有之二付 .御願中上候而知行差上 5ヶ年之間避寒仕候 ,尤過喪中四人扶持放

下｣れている｡

杉原虎夫氏の淡に上ると ,家中の別井として .蔵屋竹で肺や竹樵を作 ,,たといわれるが ,こう

し･/t家中内職手工集は .そうした貧困75武士の大切な剤寅として発達したものである｡

天保 10年 (1839)に至って陳奥国信夫 ･伊達両Blめ 所領のうち半分が .備中に｢村帝｣

えされた｡

備中蘭 13,855石 (新EEIを併せて 13,949石 ) I

健一奥原 11.144石 (〝 〝 11,149石 )

これが天保 10年後の所街朗係である｡ (溝軌-鷲 )

天保期の ｢村番｣により,足守辛掛d:.陵炎に叔べて生産力の相対的にたかい僻甲簡分が増加し

たため ,諸収入;/).'増加したことは疑いを容れないo元治 1年 (1864)から明治 5年 (187

2)までCJ平均収入は次の ように75:っている｡ (浄削一覧 )

正 租 i%永凍

･･一 二二 1--_;

1U,0 62石

461甘 285文 5

1石 697合

173向

67月~558文 9

このうち滋も大 切夜ものは正租の現米分である｡ これを晋政U-J｢村酋｣以後の 7.UOO石余と

比較すると3.O0O石の増lJqであるD しか し娃宝糊の 15.O0O石と僚べるとその 3分の 2にす

ぎたいO従1て天保の ｢村昏｣による実収入の増加も ,これによって帯の財政一汗情が一歩に好転

したものと速断することは決して出来ないであろう｡従って.♯末維新期に.おいで防倭的活動を

嶋関するだけの財源の嬢付け紙とうていなされ得なかったと考えられるのである0

】

4. 幕 末 維 新 期 の 帯 の 動 向

文久3年 (1863)8月 18日の政変を契他として .公武合体派の萩府側と専頒肘啓派の長

州終り対立は救化し.翌元治 1年京菰蛤JlJi)門に於て両BI呈壮砲火を交え ,長州世が敗北するや .蘇

IIF仕損_-ちに オ 1回征長の軍を超したO足守燕も軸 に応えて仙中諸藩と典に.この征長軍に参加

し,兵を広島に進めた｡ しかしこの雄単行勅もどこまで潜論のたかせりにより顧健的忙参加した

もqJか横間である｡

その足守.(.掛,こかいても,糧艮 2年 (I866)4月 10日G'D洩尾騒動は隣癖で廻った4i件だけ

二深刻を危機意識をFJl'めている｡その翌 LLH届いた飛脚の急職によると ,桂庵騒動uJ威祝は次の
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如 くであるO

- .御在所表芸 'L/十二日臨時飛脚急常抑甲状X.壱封水 ル｡右者去ル十日暁倉敷辺騒敷 .

同所代官所江触発敦 ,御陣屋焼払候趣泊 寸承 り喉処 .浪士之者百五六拾人も参込候由

二両 ,同日味方井山宝筒寺江 も右之浪人兆を込 .夫 肺々尾鍬陣殴江押倒 ,細同所梯勧

心配之趣二両 .段 御々近厭江触加勢卸頼二而松山棟よりも卸人数伽操出二相成仕候処 .

末治兼追 ヤ浪人共多人数二相成候趣二両 .如餌分内江も参 り候風聞も有之 ,如何之,lf

ニ候庫仮親 ,実否を柵分り不剛 庚相とも.恥虎俄蛍救弔二付甚御心配中二御座候段申

達 ル(慶応2年4月『潜日記｣)

倉敷代官所から枝堀陣屋をみそ1た長州浪士の来鰻にかびえており .横権的征艮佐称の蕎欲は

現われ近い｡ 22日大版御留守居役が呼び出され浪士の乱暴餅Lfの蘇命が連ILJ-られた｡児守満も

松平l=.河守 ･幽伊勢守 ･三浦備後守 ･伊東播磨守 ･松平備前守 ･板倉伊勢守 ･板倉摂津守など周

.辺の活弁壬と行動を共にしたが佑横的動きはみられない｡

もこの時期に行われたらしいが .耗府も同年 7月 4日変利･こかする対姫を命 じている｡

- ,此度防長撫御討に相成候二付而者 ,当今之時勢故 ,実変出来之節-何時出張披仰

付中より敏速侠 (.*応 2年 7月 4日『軒別dJ)

この射 手の命令i直ちに全家臣に連せられ臨瞬体帥 つ強化が図られたのである｡

しかし皮肉にも蘇櫛の命令によって強化された軍噌紬:,そ(/)戦力を発揮するのは明治 1埠 (1

868)の佐幕派諸雄の鎮定,Dためであ1た｡すなわち同年正月松平三河守 (津山締 )札間の師

として .地軸 蔽前守 (周LLj藩 )を援けて作州福津村へ 120余人 .備前噂の要地に 200余人を

棟出した｡ 2月に^,1て11.も,さまっで民i_L引あげたが .同月店L･n:京都mlFl四条の常闇取締の朝旨

をうけ .令官以下60余人上京 .その 6剛司他のや鵬の任をとかれたが ,同月兵部郷小松宮を総

僧とする越綾方面軍の進発に参戦を命ぜられ .骨層以下 50余人の 1′J､隊が参加 .羽州荘内にt

で進み .荘内藤を降伏させたが明治 1年 8月 26日の花畑越の敢俄で橋本捨石ヱ門偵久 .石縮鍛

九郎正治の 2人が職死.重傷を菜 ,1た竹下鹿十郎金Ajri柏崎病院-運ばれたが ,ついに同年 12

- 月 5日死亡 ,その他軽傷を菅けたもの 2人｡そうした壌牡者をrtiしたが .11月には凱旋帰休の

命が下って足守の地に帰.,,たrDであるo (岡山県民生労軸部世話課本郷康臣民の触教示l/7:あづか

るところが多い )｡

. さて .#末維新岬の動向をみると .滞論としては決して一貫したものがあ1たのではな く.慶

応 3年 10月 14日の大政奉道の時期までは ,大勢k凪応して佐井的立場をとり,それ以俊にな

ると ,噂畠的立場をとるとった動きをみせている｡これがまた大部分の外様大名の軌き万では巧:

かったかと思われる｡

明治 2年6月 ,版鹿奉還がお こなわれ席王制触 改めて足守辞知#lJiに任ぜられ .つづいて諌
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制改革を行い大参叫以下の新官僚制を整備し,その翌年には ｢従前所編ノ英式隊ヲ解車 ,更二常

蛸-′｣､隊ヲ仏式き改正｣(吉備都史下巻P4I68)し東京の警備に任 じたo Lかし｢尾大 ノ別

香_･払拭し中央蝦縦の強化を図る明治維新政府の方針により,明治 4年 1 1月知帯群 (当時ま滞知

･作土改称)を免ぜられ .9月粛京に移り住み .ここに至って綿 ともに足守掛ま解体したのであ

る｡

/Ll

第 5 節 足 守 町 の 生 ん だ 三 聖

玄

厳

庵

利

洪

下

方

木

寂

終

～
+

2

3

前 田 哲 哉 ､事-

序 文

足守町からは ,3人の著名な文化人が生れているO蘭学者緒方洪層 .歌人木下利玄 .高僧であ

り焚学の大家寂厳 .であるO

この 3聖の足跡を訪ねる前に,足守文化の概略を眺めてみよう｡葉田尊森時代,D文化 ,往還時

代の小さい楕駅としての文化 ,その使帝王木下氏の封地としての文化 ,明治以後に在って交通の

不俊で収り残された姿の足守町文化 ,その-つ一つの時代の流れの中にも,足守独特の文化が構

成されている｡

特に江戸時代 .木下藩政の中に文化模範解がみられる｡ 1680年 (魅宝 7年 ),6代木下藩

政の中に文化板取簾がみられる｡ 1680年(延宝 7年 ).6代木下′定公の時に,藩校として

追鼻館が設けられ .又彼自身乗車葡求を若刊 して文化普及に力を入れてJ､る｡ 1792年 (寛政

4年 ) 9代木下刺胞が追凍館の支舎士して三余合を設ItGしている｡この三余釦 武士の.子弟の

各でなく.一艇町人も教育をJ受けるFPが出来た点は特払されるべきであろ9. (三余合は文政年

間以後絃現番場と称したが .元治元年 より旧号に複 している｡

2万5千石の山間の小軒にこの棟に2つの学舎が殺思された堺は .滞主の学問に対する情燃の

請-cTを示すものである｡しかし足守の三聖といわれた 3人は ,足守で生まれているけれどその人

生の大半は他地で過ごしている｡それではこの 3聖の足守の地に及ぼした好密はほとんど見られ

ないかと云うとそうでもモい｡緒方洪庵は藩主木下侯に建言して足守に種痘飴を設懸している｡

備前金川の常医難波抱取ま.当時の模様を ｢(種痘 ) 来b乞うもの続 跡々をた ずゝ .正月下旬

より3月に至るまで.凡そ1.500余人｣と記している｡ これからみても洪庵の足守に及ほした

影響が大きかった叫がうかがわれる｡利玄についてもいえる叫は .彼の死後昭和 29年木下家の

旧耕土たちの会である表盤会の人 寸によ1て .30年忌が行なわれた中である｡歌人として後世
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把名を残 した利玄 .旧帝王の子孫としての利玄に射する感情 .その様なものが今 日7tか .足守の

人 の々中に生きているのだろう｡

1. 木 下 利 玄

明治 19年 1月 1日足守に生7i九 .5才の時東京に出て伯父に当たる旧藩主利恭の相続人とな

り学習院 .一高 .成東帝国大学国文科に進み .明治 41年に卒業している｡利玄は佐 木々信綱の

もとで早くから短歌を作っていたが .東大在学中 .武者小路実弟 ･志封直哉 ･有島生馬などにエ

【て出された ｢白樺｣の同人と7klて新しい文芸運動vc参加 した｡大学を出て目白中学 (東京 )

で掬文の教師をしながら依然作歌を拭け .大正 3年にオー歓･fB ｢銀｣を刊行 .教蛾を辞し多く旅

に送る日を数年間続けた後 .大正 8年にオ 2歌gll｢紅玉 Jを出す把かよんで名をあげる把至った｡

級の磯は .ス′'ル派の官能享楽的なものから .平明な写実鼠のものに移1ていったが .｢-7ララ

ギ｣の擬古鍋と梗対に解放的な破調短歌で .彼の 4 ･4･8青の鹿快を .)ズムは ,｢利玄掴｣と

呼ばれた｡利玄の歌の底に流れるものは ｢淋しさ｣と云う群が根本の様に思われる.3人の子供

･JL･失いその淋しさを紛らわすために.3年 も旅行 をして軟を作 1ている｡西行とか芭雑の旅とは

盛うけれど.由行の歌や芭鵜の句が旅から生まれたと伺い卸こ●利玄の殆ど半分以上の軟が旅か

ら生まれた.とい(てもよいと思う｡利玄の歌の発足は佐々不信絹でその成長は武者小路実鴬等の

｢白棒Jであろ うと思われる｡明治以後の歌班をかきった人々が .′ト説を番いているにもか ゝわ

らす .利玄はひたす ら植物の営みの中に心を往き .梅軒一筋に生き,その中に自我を見出 してい

るのである｡次に短歌 lこおけ る利玄調の催立の特称 まIF7時頃であるかについて検討 してみると.

大正元年説,大正3年説 ,大正 4年説がある｡私は大正元正視が正しいのではfiいかと･思う｡何

故ならば ｢木下利玄歌集｣を-誰してみると明治 41年には作品が少 なく,I2年は作品が･'iく,

43年はIl首しかIJい ｡ I 4年は全然(よく,大正7t年Iとは大塩の作品が光蓑されている｡ 足守

の歌碑に彩られた軟もその時の作品である｡大正元年 27才にして利玄淵が碓立したと見るのか

妥当であると思う｡

大正 13年には ,反 -7ララギ的歌人 北原白秋の ｢E]光｣作を加したが .その頃は胸の病いも悪

化し病臥を続けたが ,病床にあって軟を作 り.のち柄井が増進 してからも血を吐きながらなかか

つ作歌を拾てなか った｡

｢この室のしづもりみだるものもな く

床の牡丹のほしいま 把ゝ紅さ｣

これは病床ER:あって血を吐きをがら作 った歌である｡大正 14年 2月 15日.40才の短い生

涯を閉じた｡幼なくして上京 した利玄も 18才の時初めて感里足守把帰 り

｢連つ敵組 (みかや )治めましけん吉備の国

中つ国原 麦秀でたり｣

｢かすかにある山 あらぬ山

かくりむかふる喋 くたわて )適かな｣
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と歌をよんでいる｡前者の歓には .利玄が旧滞主の血のつ夜が少がある点を壮っきりと示して

いる様である｡武者小路実施氏は① ｢彼は他では大名らしい≠･!,rlTlかったが ,馬に乗る単が好き

だった点たけは ,木下らしくないと思ったと同時に .何処かに大名の血が流れているのかと思っ

たことがあ1た｣と彼をしのんでいる｡絹子未亡人は生前の彼について⑳ ｢主人は花好 き.音楽

好き,そして絵虚が好 きとい1た具合で ,若い頃は鈴の方でのぴたいと思1た串もあるらしです｡

晩年は梅岩の能にこり.よく早朝から出かけました｡文旅好きで私と 2人で伯菅大山に馬で登っ

た廿もありますが .兵庫の城崎温泉から円山1日を下【て日和山にのぼり.重 々しい目茶梅の波の

色が見えた時 .主人は感赦 してそこで粕つもの歌をつ くりました｡

｢TJft下にうしかのよするがけ忙しで ▲

かやあおあかし日中の風｣

もその時の一首です｣と軒1て居られる｡･

｢花びらをひろげ疲れしかとろえL/C

牡丹輩たく再を比夜るる｣ `

近水公園の歌碑に刻まれた利玄の鍬である｡この歌碑の前にたつと利玄の夢を守るかの様に周

りの木立は益々静振でその歌碑を映している｡

｢牡丹花は咲きさだまりて静かfiT)

花の占めたる位腔cjたしかさ｣

｢利玄軟築｣ 銀 ,紅玉 .一路 ,立春 ,改訂版 ,紅玉 ,季宵袋

木下利玄全敗雑

2. 寂 鍍

｢東に良寛あり 西に歳臓あり｣

と,巌近輩通界の大立物として軒えられている良寛と赤味 ,いずれも発門の出であるo筋厳は元

牌 15年 (1702年 )9月 17日 .足守滞土質富家に生まれた｡一説には岩田家 .富永家だと

も伝えられている｡岩田 ･買宗家は姻戚で ,夜鷹を傾聴に入れる的係上岩田家に入鹿させたので

/はたかろうかと思かれる0 9才の時 (-説では 12才 ).蛾中宮内の譜傭津彦神社e)別当等であ

る奇怪院に入った｡寺虻一宮の別当で有るだけにその勢力比東館らしいものがあって .そこの陸

将は和泉から来た高僧租染律師で .清勝は律師によ1て電戒薙磐 したのである｡ 16才から京都

で修行し.元文 5年 ,倉敷円筒寺のオ-世の旺職と怒った｡ 20数年同寺に在って ｢焚学｣の研

究をし.さらに寛保元年 .遇島の宝島寺に入ったのである｡

仏銀を原典で知ろうという努力が彼を ｢兜学｣の研究に阿進させたもので,日本では弘法大師

や仏教大師がそれを研究 した｡揮暇は｢兜学｣で壮空海につぐといわれた京都瓦智山vj学僧･9歳

の教えを受けている｡丑寂は寂厳に ｢研究を大成せ よ｣と云う適苛を与えたといわれている0
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連島の宝島寺は寂厳が 40才から66才造佐織としてその恭顔を作1た寺であるが .この間

26年間 ,古代文化の香りも高く党字を加味した党字の一軍風を経世に残 した｡掠解の溝鼠は創造

的で古勃奔放の裡VC得知らdl味が溢れている｡宝島寺にある碁厳和尚の画像によると,軸は三山

冠を糞わし.二本の犬歯は下より上に蘇出し.眼光柄 今して見る者を森厳(D気にうたしむるもの

があるが ,7Eさに彼の脊風を食欲 している樺である｡こ4)寺で車きつず った ｢大悉摩車輔古希｣

｢悉畳字紀｣｢大観焚本船嘉心様私記｣fL-ど･:rl斑取次で 化財である｡揮牌を祈る逸話の二つを紹

介すると .④ぁろ年 .縞野山からの軌余.須僻のうどん用の操に憧-4_･下ろした所 .たIiたま亭主

が掛けあんどんをE･iり帯えているのを見て .急に字が抄きたくri-り｢うどん ･そば｣ と銀を走らせ

てその･まま立ち去った｡険で読めない革ま=_がこれを見て ｢乞食坊主めが｣とのの し【ている所へ

1人の侍が入1て来てあんどんを見る茂り,｢実tn:見事を出来だ .よほどの揃僧の統だろう｣と

たずねた所 ｢なに乞食坊主が｣とはき捨てる棟に首【た｡ この侍は即雁に｢2分で譲 1てほしい｣

と即し山たが串壬はわけのわからdlまゝに惜しくな 一,て売らなか【た｡その経,須僻の ｢掛1あ

/Vどん｣として近郷の評判になり.旅か人 の々足を止めさせたと云う｡⑤又高野山で字を掛 ･て

いたL;fh その単称は代目を俄ろかした｡ある時.弘法大尉iの供礎に卒塔 婆を笹かされた｡その字

の見-'･lfさにある坊主が感心して ｢実に西国唯一の築於である｣と云1た所が ,,緯線は ｢さらば

救国に状誰が居るのか｣と聞い返したと伝えられる｡つまり彼は日本-の杏家を臼諾していた(JD

である｡擬態の徴として伝えられているものの申Ehr.

｢世を捨てて何の己とおもえども

腹のいたむは拾てら･Aも控で｣

｢ものくえは仏も神もri:かりけり

飯と汁との味のみにして｣

これは何物かをiL刺したものであ7,う｡出家の身でaL刺をあえてする即は.余程の漸気があ【た

ものと思われる｡要するに寂厳は焚学の大家であり宙家であると同時に普通の出家 らしからぬ脊

晃の持主である僧侶であったのである｡

又 これ以外に絵をよく廟き,好んで他を軌 )たとい11九る｡明和 4年 (1767年 )66才の時･

弟子女敵にゆすり隠居し,1771年(明和8年 )8Eu tj 倉赦玉及寺で没している｡時

に70才であ1た｡この掛 こ偉大は砧僧寂畔も生地足守には .ほとんど足をとどめてい(ri'いし'

父大きな影響も与えていない｡しかし直榛の ものがなくとも7足守の畿眉文化は世間一般にはあ

まり知 られていないけれども.仲々立派fit軒家を出している｡
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⑥ 1639年 (-ELT永 16年 )4代木下利当が京都で本丸玄関の普称 Pに .甲斐良の生まれであ

る廿日L,ト左衛門韮嗣を召し抱え .後に足守に来て百石の疎を与えている｡罷嗣の子は蚤別とい→

て父と共に足守滞忙仕えた｡父の教育によって父 よりもかな り上手を昏家であ1た｡鴨居して南

関と称 し,-WLを75:Lで南関流といった｡支那 rlの巷は .女流昏罪として有名で妙伴FEといった｡

音別の子が則嗣といって ,晩年寅也といれて ,これ又甘適の名手であ1たO市川一族仕足守L'Cあ

1てC,.通を粕発 したものでその功は大きい｡又#士松本源次兵術明信は符運院に仕えて野道mI一匠

とT=D.御免雑といって特別敬いとな【ている｡明信 よりも少し後に蔵版が生まれたのである｡

⑦叉帝士背木元永代顎家として有名であり.樹永と号していたoこの様 にあげていけば相当の数

があがる｡

これは足守に相当商壁の寄道文化が凍えていた堺を意味するものである｡

参 考 貿 料

往① 温故 牙六巷 6月号 昭柚 29年 6月 5日発行

｢木下君をしのびて｣ 武者小路実範

② 山陽新ritl ｢郷土の先達｣ 昭和 30年 9月 18日

③ 合同新IiEl ｢寂厳について｣ 相和 6年 3月 15日

④ 山階新聞 ｢古刺巡歴｣ 昭和 30年7月 10日

⑲ 富僻邪恋 .

㊥ 温故 オー巷 7月号 昭和 25年 7月 5日

｢足守の密通文化｣ 安宅正路

⑦ 吉傭批誌

岡 田 正 子 r

3. 緒 方 洪 髄

世に福沢蹄青といえば.｢天は人の上に人を造らず･･･.-｣を唱えた明治の席-#思想家かとす

ぐにピソとくるであろうが ,その軌であり.♯末の肺学者である緒方洪庵の .｢通勤｣ (適塾を

巣立【て明櫓の新時代に活躍した塾生は数多く.約言をi-1じめ ,珊本左内 .大村益次郎 '花所長

rjq等)は普u=]松陰の松下村艶にも比べる人もある糧だが令b知 られていないo駄屑は .叉化 .文

政 .天保 .弘化 .凝永 .安政 .万延 ,文久と押 し寄せる封建社会勤稗の波と共に ,生き抜き .時

代p推移なまのあたりにみて･次ぎの新時代にrnlが 払要であるか決心するところがあI,たo当時

壷 一文化吸収の唯一の牌かれた馨は折半であ1た｡td学を通 じて ,新しい自鮒 学を学び .自由

C合r伽勺な考え方を知 り.海外rli帖を汲み収 らんとした｡又洲方医として種痘館創設のLJi業を普

及した功鰍ま大きい｡とのような輝かしい草柵ま殆んど大阪で打ち立てられた｡大阪の町人精神

i/I)科料 l勺精神から大阪の壌鳩がそれらを生み出す養件とな〔たことも考えられる｡しかし洪庵自

汁.日由 ,自立 .合理的精神の持ち主だったことも否め覆いOそ うであるなら足守で幼少時代を
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過ごした洪庵には .蘭学を膏け入れる素地はどの よう紅つちかわれたのだろうか｡眺俺の祖先の

足跡をたどり.足守と緒方家とのつなが りをひも解いてみよう｡

(‖ 柿方家の一門食後より足守へ

｢尭永二年 (1183).八州僚終に緒方三郎惟柴の一門があ【て.一族あげて源氏に加勢

し,平家の落武者を鉄西に入れ しめずついに西海に没する運命とな り.その孫惟康は偉経の蘭

壬 .大友氏寮Ltり佐伯庄を分与せられ ,摩下に倒し.柿方を改め佐伯の地名を称し姓とした｡

(洪庵が長崎で修築中綿方と名乗1たD も.この香坂の名にエ1た ものと思われる｡ ) 佐伯

氏は .惟朝一惟忠一惟久一惟画一惟宗 一惟伸一惟秀 一惟世 一惟冶一惟常一惟教一惟束一惟定
一統幸
一惟LE

に至りこの間大友家に仕え忠勅を尽くし梅牟城主として .勇名を馳せた家系である｡ 14代佐

伯比英傑の資を供え ,島津勢と戦い .食臣大棚 よ少,再三感状を考けた大将である｡交線 2年

朝鮮征伐に主 ,大友義続に従い .堪功あるも.凪山における小西行長に対し毒蛾から援兵を送

られたが敗糾し,秀吉の怒りにふれて大友家は断胎することとなった｡佐伯家も又主人と共に

･&渚 .離散の運命に逢い ,惟定(,i流浪の末 .藤堂席虎vc仕えて伊勢の津L′こ住み .弟総軍技芸州

に移った｡弟惟寛は嬰児であったので .毛利輝元の世嗣ぎと72り,備中の国にいささかの粟地

地を与えられたけれどもかたくこれを辞 して .野に下り鹿を営み .成人鋲備中宮地山徒芦森川

の上流地 ,今の足守把居住することと7tったo

惟LjE一弘適一惟隆 一惟虜- 政 一惟継 -秘 一柵 一惟町 -ヰ チ女 (吉脚 神社宮嫡 式部徳政に嫁ぐ)
子~~慶之丞(二才で後 )

l

1

L洪 庵

惟'LY+以来三代目惟瞳から足守藤壬木下氏に仕えて再び士分に復した｣(令

緒方家は価額以来の長さ系図を有する家柄で寿永時代か ら洗場a)文久時代まで 680余年を

経過している｡まさに忠勤ぶ りには解くばかbで ,†.f建社会における家父長的家族制度の根強

さと,いかに人間性を撫禎していたかも想像に難しくないであろ う｡ このように洪庵の岨先は

食後の一襲族から但こわ,その一分系が没落と共に野に下 り,今の足守に移注し膿兼をしてい

たのであ1,.たOではどんli実機で士分に裡 したnたろ)か｡洪庵の父佐伯瀬左ヱ門惟因の杏き

残 した｡｢劫向覚#｣に .｢畠Gr林主木下利当が足守に来 る前から佐伯家は既にこの他に住ん

でお1た｡代々佐伯の住居してお【た土地と扉赦とが新帝候こC)鰭敷となることにな→た｡そこ

に佐伯氏 はその代地としてその宅より二 T南の西orD小路なる西成hJ,敷に住居を与え られた｡今

度この西蔵屋敷に抑米蔵が建てられることにな1た○
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惟隆が召され瓶類役を勤めることとfj:もこれが串 の始めである｡惟隆vc至1て触徒士を仰せ

付けられ ,洩継は執成方二様加増卸留守語仰せ付けられ .その後退 加々増 ,都合 20便 3人扶

持頂救あり,惟田は 15人扶持に昇った｡その間江戸許と4:わ.又大阪留守居役御蔵奉行請役

所吟味役卸元方立入等の織についた｡･-･.･｣㊤ とあb.祖先が代 々で息助士であ1たこと

千 ,佐伯D密教が薪藩侯の屋敷vc選ばれて .その米蔵の預役を仰せ付かった_ことは .必然的vc

佐伯家を士分vc碓したといえよう｡洪庵は文化 7年足守vc佐伯瀬左衛Fl惟因を父として生まれ

た｡⑤ 幼触 騨 之助｣ 16才で ｢惟#J④ と名乗り･大阪で学問修軒 傭 方 ｢三平｣I
｢働手｣.｢判平｣ ,と名乗り27才で長崎嬢紫中 ｢緒方洪庵｣と名乗1た｡その他公裁 ,道

素々 .蕃私 という号をもち仲 今膿やかだ1たらしい｡父惟困id:33俵 4人扶持の足守帯士7亡

から.米 1石を 1万円として今の金朝p:してざっと .25- 26万円の年俸 ,中流階級下位の

武士というところだ｡その三男坊で性 ･武士としてあまiJ出世できそうにもたかった｡当時の

封建門閥の世vc下按士族がその手をして名を成さしめる道は仏門vc入る以外vEないといわれて

いる程だから.洪庵が家を継ぐべき立場でなか1たことは ,封建吐合の拘束から比較的逃れ易

い｣一帖t'=あった｡ このことは .舶学者としての眺俺の生産vc重要な意味を以へた｡又陵で述べ

るが. 13才で父の動感の的休で大阪蔵屋敷の留守居皮糾 jせ付けられ .洪晦も共に上板 した

ことは洪庵の生涯を決定する集件となI､た｡

lHZ)決 心

足守滞木侯tt25.000石の小帯王であったが .その祖先は京成に長 く住み .足守移住と共

vc,京菰文化を足守-持ち込んできた｡ (近水公団 .銀風樹等 ),｢家定の長子勝俊は長叫子

と号L京洛東山の轟山に駿蒋 し.柏歌を吟 して有名であり.公定は遮実 7年藩学を卑し鬼 凍飴と

称し文教か振作し.利彪はX政 4年藩校モ遡蘇館を再び榊き.子弟民間の教化L{力んでいる｡｣

だから足守は武 よりも貫を韮んずる気風が強か1たようである｡父惟因は利息 .利彪 ,利徴 ,

利徳 ,利愛の五帝王に仕え .兄惟正は ,刷徳 ,利愛 .刺戟の三君に車仕 した｡洪庵の幼少頃迄

-ヱ琢飴が朗かれていたかどうか不明であり.もし働かれていたら当然学んでいた智であるがよ

くわからぬ｡しかし学問的雰細気が強かったこと仕 .後の洪確vc影野している｡｢足守町は山

脇勤 ､らそれていたが ,岡山県第一の托 .吉備津神社の北約 8キロVCあるo山脇道を旅行する

人津は よく吉肋津神社に参拝して ,その門前町の脹わいは ,西馳 )『好色-代男Jvcも斬られ

ている程である｡著名人もよく足守へ立寄ったようで .その中の 1人江軌 1788年足守帯

･＼立寄 った｡

数日間滞邸vEとまり,鷹学について滞土建と漸し合い.オラソ〆師を甘さ残 していった｡

⑨

｣◎

洋画家司馬.ZI:漢は平賀源内vc傭学を学び銅版画の製法を知ったので参るが ,地球儀を持ち廻 り .

｢上将軍ヨI)士農工商乞食こイタルマデ .皆Itッテ人間ナ.)･･･..･･･｣と唱えていることから

も科学的柵神は有 していたのであろう｡ これ紘洪庵の生まれる20年前のことだが ,少年時代

の鉄俺は父vE連れられ滞邸へ行 くたびVC江湊の画にふれていることだろう｡洋画に理解を示 し,
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武,tりも文を革んだ津の芽囲知i,洪確の自由 .科学的精神と似通 うものがある｡洪庵と時を

同じくする頃 .活躍していた肺学者vc.足守帯で石坂轟亀 (1789- 186I).寛政元年

一叢永 4年 ,岡山滞 .児玉貯蔵 (1807- 1861) 文化 4年～文久元年 ,緒方淋庵 (1

810- 1863 ) 文化 7年一文久 3年 .｢発色は真作の康夫で 1･1才の時 .津山の某の門

下,後京都の書益南涯vc師邸 .長崎で数ヶ年修学 ,足守帝侍医 ,洋方医 ,晩年倉敷の富豪vc招

かれ ･空 の蓑父と在る｡｣d可才の時足守帝の侍鷹とfrlたのかは記希が布く不明で奉るが

洪庵が生まれた時が桑屯が:～1才で史上鹿初の コレラの碓行が洪庵 13才の時 .桑勉が33才

の時.この頃足守溝は桑他を侍医vc迎えたものと思う｡戯民出身の洋方医を侍医vc迎えたこと

紘 .足守帝王が科学的精神の一面か有していたことが伺える｡やがて洪Ityilの勝方医学の研究が

熟する頃 ,足守藩の侍医も石坂氏より緒方えと推移するめである｡

世界医学史でコレラの流行の記録されたのが 1817- 1823年インドに端を発し,朝鮮

で死者4万 ,対馬十九州→中国を侵 し .山口で仕 .10日余りで 583人の死者'i･出 し.大阪

vc及び ,足守の地にもコレラの澱みVCじるところとfLlった｡ 2･3･日で ｢コロリ｣と死ぬ所

から,人 は々 ,惜 根痢｣と呼び死の恐怖の冊巻 く所とtrlた｡洋方医石坂桑亀の晩でもどう

しようもなかったのだろうか｡当時の医学はまだ鍵方医学が主流だ1た｡だが実証的師方医学

もようやく開花期vC入ろうとしていた｡

このコレラ事件比,少年洪庵の脱穀に強さ印親告残 した｡それvC｢章成童従家君 ,於大阪之

臥 学文習武 多病不甫物 故｡｣@ とあるようVCJBtb身体が丈夫でJi･く ･武vC適してたか

1たようだ｡｢たとえ聖人 .常人でも掃気vcかかったらどうTTるか .復学を学ばねばTTら.礼

｣@･ と洪庵は深く心に決心するところがあ1た｡やがてチ▼ソスが訪れた｡駄俺は 16才で

父と共vc大阪へ滞在することとなった｡｢文政 8年 5月 18日IP.立登阪被仰付出立 .次男軒之

助を召連酢登る｣601 とあb ･又この留守中兄馬之助の糞が死に ･蒋用け み ,い-たん足守

vc帰細している｡｢同年 8月 4日大阪発8月9日足守許｣この間大阪滞在は 2ケ月半 .同年 9

月2El.薄より大阪の細蔵屋敷留守居役%.申 し付けられ , I 6才7tる鞄 助も召連れ .再度大

阪へ出発している｡

｢適中金遭具足箱両親知沌駄荷-疋

佐伯瀬左ヱ門

二 男 岡野之助召連

若 葉 蜂谷久兵術

草履取 入 久 蔵

糾 こ触小人 戯 5戯

一行 10月5日足守出発 .8月神戸着 .1 0日大阪蔵屋敷着｣ .
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川 弟 子

比じめてみる大阪の町は .夜も昼もソ.7,1･/vc明け暮れし.日本鮭済の心肺vcもたとえられ ･

巨京を積んだ大阪商人は一方でよき学問の理解者だった｡蔀府 も学問への投資は 一奨励してい

た｡江戸で官制の学問が発達 したのVC対し.大阪はいわば私学の発祥地 ･古いものvCこだわら

ぬ自由 ･自立 ･自称 ･合理的精神は .ソロ/ミソ争持つ合理的な町人和神とマッチしており.こ

んな環境のもとvC髄学は花咲こうとし.感受性の強い宵年期pc洪庵は .足を踏み入れたので参

る｡当時甜学(,i鎖国時代の近世日本にとって .西洋文化yc的かれた唯一の窓だ1た｡脈学研究

が根を張るようPCたるVCは 1720年の吉宗の洋杏解禁を得たねはならなか った｡腕学が医学

天文学等実射 仰 自然科学の分野から発達 しは じめ ,壕初江戸vc発達 したのも.政治の中心が

そこVCあ1たことからしても.自然のTzりゆきであろうo

｢大坂では麻田剛立が独自の天文学 .医学等軒とき,江戸の注釈的粧方医学とは的係たく実

親と批判とを重ん じた上方の科学的珪肺方医学の追求があった｡A.---｣｡GD

〔 大 阪 鵬 学 系 譜 】

杉 田 玄 白

山 脇 東 洋

便

玄

元

成

沢

山 片 幡 桃

宇田川 榛 東｢ 二壁｣盈｣邑⊥塗

一稲 村 三

(藍 艶)

(思 々斉塾 )
中 天 遊

秋

芳

某

尚

通

天

伏

大

一一一一は大坂で活蹄した人

洪庵がはじめて上板 した噂の脚学界はこうした多 くの 先人a)伝統を引き継いだ｡楠本宗を.

斉藤方策 ,中天遊の5人が君臨し.江戸 とその権威を幼い合1ていた｡上坂酸の洪庵は .中之

島の足守滞蔵屋敷把握思して .大阪m学界の情勢を静かVC展望したQ翌年文政9年vc京町堀の

天逝vc入門しており.頗学研究の決意を示 している｡ ｢同年 7月弟 之助大阪pc而中環と云医

芽天門窮理入門｣⑲ ･ところが文政 1 1年洪庵父和 洋の前合で大阪を引き払〔て足守へ引き

取らねは在らぬことがおきた｡惟四の番記vt｢文政 11子年正月早 々より.御家中諸士騒動 .

右一件帝 2月 25日大阪出立 .29日足守引取｡｣しか し洪庵の齢学えの決:触 固 く.｢家出

してでも蘭学を学ほう｡｣,父あての旺手鑑に｢3年の暇を下さしも｣と古き残 し同年7月1日1人

大阪にきて .修業を続けた｡父惟因は足守滞家老木下頼母他 2名宛で修業原野を差し出 し{rJlも
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『奉願口上覚 ,私以男 之助俵 .学問梅繋此度京町堀中現方之 -両年之間差遣伍度存奉候 .此

度自由ケ間赦恐多奉存侯得共 .苦思召候′､′く-･･････- ｣｡

師中天遊托収も新進の頗学者であり,町人出の絹本宗盲は酵学のズプの素人だ1た｡ この人

運を目のあた りvc見たこと/ji.甜学研究vc大きな刺激とな1たことだろう｡中天遊vc入門した

洪庵L,i 17才 .天遊維 44才で4年間学び .肺J:t) ｢江戸-行き.叔薪の西洋医学の知識vcふ

れ原脊vcついて勉強せエO｣(13と勤められ ･21才の尉 工戸-出発 しているのである｡貧乏学

生の洪庵は江戸-行 く途中 ,入門料香･かせ ('ため ,知人を頼り,知人の附近の医者仲間vc医学

講座をしてのアルJ(イ ト稼ぎであ1たようだ｡やがて江戸で坪井信道に入門 している｡信迫も

貧乏学生だったようで .修業時代vc苦学亨･してかり.信道は洪庵のポロポロの着物をみて .自

分の着物かやり.洪庵の方が背が高いため .ツソツル干./と笑われたこともある｡という笑い

話も残 っていろ｡掛 ､師弟愛vc満ちた芽朗気に包まれていた｡叉洪庵の苦しい嬢菜は洪庵自身

の内vc環境vc支配されない自主 ･自立 ･自恥 柑神 が養われていた｡駄俺の門下 .福沢翰富は

Lr福翁自伝Jvc洪庵 より吸い援助を侵けたこと千のべ感謝しているが ,師弟愛 .この洪庵の稚

拙 史に韻書vc侵透 していっている｡洪他 日習墓で高野長英とも親 しく接すL.ことができた

ようである｡それから3年後 .信道の恥 . 宇田川榛東の芽vc出入することができた｡｢達也医

方名物考｣を宇田川か ら洪庵の手vcせかされて完成されたことは .師が洪俺を肺学者と認めた

からvc他ならない｡ついで27才で長軌で遊学 Lている｡途中大阪より郷里足守へ も顔-倉出し

ている｡

(4)活 蹄

一年半余りオラt/ダ商館長等veつ き.実地の医学につ き学んだ｡直接目Ln=触れるIB洋･lt惜/Ji.

あい続く飢艦と大塩の乱が超こり .#藩体制は畑1耕寸前であ【た｡洪J敏工時代の推移を身に感

じ医学と共vc曲解 抑杏を棲めることが大切だと思い .長崎か ら大塩Z)乱の担 こ【た翌 1838

年vc大阪vc帰1ており.焼跡から新しく立ちあがろうとする大阪の町vC適数を捌いた｡そして

シーボル ト碑件 ,蛮ネ地 獄と呼ばれる腐学者の圧迫.･1q牛があい帆 ､で担 こ(ている｡世相に適

塾は育1ている｡通観は洪庵の号である ｢適 素々｣からとられた｡滴 斎々vi荘 子の大宗師‡.7iか

らとったという｡

｢人の適を適として .自らその適i･適とせざるもの--.-･｣ .つまり当時若者の学問所だ

1た｡開陶7:d迫り.英 ･仏 ･取 )各国の親船が日本に退1た頃 .｢当今必要な匹q'洋底学育成vc

専念している｡｣⑭ 一と指導方針-i･臥 ている｡自由 ･日立 ･合理的科学の指噺 榊 yclh た

故vc門下vC医学的係者のみならず ,広い分野忙渡1て .幾多の健れた人がでて .明治の新時代

vc宿押した｡
A

足守出身の門人をその姓名録｡j@よ｡あげてみると ･天保 15年以後 ･足守町 ･弘化 4年 10

月石原朴平 .窟永 5年 .香田玄腕 .山田貞個 ,同 7年 .田上立志郎 .軍政 4年 ,藤田文弥 .吉

備郡から.4名 .その中妹尾遊玄 .2相1倉敷 (今の大原別邸vc偶発 ),傭中国から15名 .

r
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瓦町時代 (拡大以前)vcは備中梁瀬の大戸柵 が高弟であ1か 杉原康夫氏の話しvCよれば I

足守出身の門弟でその子孫は ,現在足守vC居なくて .京都 ･岡山へ出て .開業したものが殆ん

どだそうである○

岡山での肺学者の活用で石坂氏の他 ,児玉臓 ⑯ほ洪庵より5つ年上である｡ 1吋 でシー

ポル t入門と吉備郡誌vcあるが .シーポルtの私塾は文政7年だから19才以後入門しなけれ

ばおかしい｡ともかく長崎で渉薬した後 ,備中失日村で朗兼してかD,岡山帯医として清掃し

ているが .やがて晩年ycは .洪庵と往来し.大阪の伏見で医学を開いている｡児玉氏の門下yc,

明石退蔵 .松岡隣 .o津下精斉(腕前滞医学教授 )o花房鏡野 .O島村州南 .O岡野松三郎 .

(英帝兵学館教授 ),o石井信義他 6名で.0印をしたのは洪庵が 可人でもあるo

pl下花房子府の経歴淡の一節vc.｢児玉順就a)来阪せるvC就て.洋晋を学び .又洪俺vCも通

学せり- -- 『児玉は医を本渡とするも和漢の学にも通じ.洋連は天文 ,暦術,兵制のこと

仁も---･･政治兵制の改革をせざる可からざるの所以5･とき--I-.足れ予が全国統一の政

体確立せざれば外敵 対峠するVC足 らざる･･･.-･･を悟るの始めなりLA｣⑩と井末維新にか

ける佃 前の先駆者と評価している｡花房氏姓 ,疑日本赤十寺社を背負い立った｡その他の門人

で地方を離れ .中央の京都 ,大阪 ,江戸 .K進出し西洋学の教授となって活印した者が多い｡

かくも多くの払生を世Yc送り出した着払の洪庵が何をして .第一人者vtまでの し上げたのだろ

うかD｢医者としての洪庵の活動は種痘の鮮菜とコレラの治棟と.出後に江戸vc召され ,奥医

批 なったということによって特徴づけられているといえる｡.･･･--｡｣⑳と緒方音律氏は

いれている｡牛痘匪痘法が持ち込7Eれたのけ ,ジェソナーの発明から50年後 ,1849年*

ラソダ医モーニッキが伝えた｡同年 11月7日大阪で日野珊故 .笠原白翁が集まり.8人の子

供vc子か ら子え ,蹄 液曹移 し.大阪種痘のはじめ式が行なわれている｡種痘はじめの芽を

除痘館と名付け ,組轍的vC柘痘餌兼を広めていった｡為永 3年 4月vcは ,足守藩主木下利水の

召vE応じ足守へ下り.除痘館を設け ,港内の児鼓に種痘を施している｡足守にかける種痘法LCl.

｢足守候 も其医師括方洪庵の大阪vc在るを招いて,先其女公子vc行い .遂に除塵館を設け .遍

ねく其封内に施さしむD｣の ･ 叉 ･ ｢今別 轟永3年 ) 正月 ･榊 足守侯緒方洪庵を浪花上

り招き--日日除痘鉛Ik設け.凍土 .慣内の鮮児に称えしむ .来り乞う老続 々跡を耐たす .正

月下旬より･三月vC至る迄風 1･500余人皆安全vc一掬ある ことれ 留｡｣彼はます自分の兄

の末子vc痘苗を備えて木下帝王の理解のもとに.やすやすと除痘飴が設立できたようだ｡そし

て彼が先頭に立ち.門下守屋甫俺 .西有慶等の門弟を率いて種痘を広めvC.其傍 .掛 目,高松

笛江 .早島等 .6.000人に及ぶというから.すごい普及であ【たろう｡足守洋が他の諸滞vc

先んじて .足守vc普及が行なわれたのも.藩主の洋学への理解があったこと,洪庵の努力 .(

自分の滞出身という気軽さも手伝って )vC上1たことであろう｡大阪に分ける普及ycかいては .

足守の如 くスムーズvcいかず苦心したようである｡苦心の様子は .｢---･･其新帝vCして旧

例榊之を以て官許を得がたく-･--･｣㊤の よDVC･朝方医の反対･民間の迷信 ･等*'業をナ

<
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すめる上で抵抗はあ-,たBしかし樺の切れることを恐れ .奉行所vc何度も内噺したり.秦商.

大和恩威兵ヱの名前で表向き府立したbしたが.仲.官許が許されなかったようだ｡安政 5年

の白米通商条約が結ばれ .鮎方禁止は名実共vc解除となった｡この時vc櫛痘所が古手町 1ヶ所

VC限ることが許され .その 2年律 .万延元年7月に江戸種痘所の官許を得た｡翌年vcは .西洋

医学所vc改命 .西洋医学を教授 .研究する学問所vc変わってい.,た｡この頃vc比も早.舶学の

みでなく.英 ･仏の学問の研究えと移行しつつあ1た｡やがて時代の推移と共vc.洪庵の時代

: より,神沢諭音の活躍の時代えと受け緋がれ .薪しき時代托轟かれるのである｡｢今日の大成

を得るVC到れり.稚くQi,後年の諸子.越前の思徳と良策柵我の厚恩を･忘れることなく.社ヰ

各芽の苦心 .労思せしことを想像し.凍欲を盲として .仁術の,本忠を失わず ,その良志を嗣ぎ

云々.･--‥｣⑳ ･と洪庵自身の申vc仁術の本滋を失わず--････という 鉱教的和神が強く

流れており.考えの基礎とな1ていること拭 .注目すべきことである｡それ紘種痘鮪が官吏の

もとvc西洋医学所1西洋蕃th湘所とな1たことや .福沢虚青が一向で .自由 .科学的で進jJi的

な和神を有した反面 .儒教の柵神の持ち主であったこと'明治維新･Z)指導者が自由か叫びつゝ

も.その統一精神の一端vc併載的考えがみ られることも.考え合せて 一 しぼうなづけるであろ

う｡

種痘vc続き,1858年濁 2次 コl/ラの大流行は江戸のみて .死者 28.421人 ,大阪でも

8月だけで 12.000人の死者があった｡洪髄は .｢虎碩榊冶準｣と題した本を出版し.症状 .

治療法を紹介した｡7t'からといって .人 の々恐怖がのいたわけではなかった｡_現代の医学から

みれば. ｢拍準｣は幼稚な対症蝶法をIE.L:示したものでしかなかったが .文政の節 1次流行時の

コレラエけの;霊薬という艇エけ的をものに位べれ比 ,進如 みられるB コレラが完全に究明さ

れるVC比 .明治以降 ,コッホの出現 .コレラ第5次世界流行の時を得たねば在らなかった｡こ

れは最新医学での世界のことである｡しかし洪庵が当時D避雷的医学をかえりみず .科学的鞘

神化よ1ていた憩政Z)中には ,般新医学の芽f･くみ爪れないこともな い｡終 りvC,洪庵の医学

年譜を追っTみると,江戸で坪井信道門下の明 ,(23才 ) ｢人身窮瑚学小柳｣訳 (p-ゼ

背 ･人体生理学 ),｢視力乏弱掃論｣｢視学升堂｣収 .｢監品術潜集｣,｢遠西医方名物考｣

(字fnJlh 洪俺).｢寮西名醜 QJ.開禁後 ,I842年 .人体梢遊研究のたよう.｢解剖稚｣

作る｡ 1814年 .｢柄学通論｣.1858年樺痘館が公認とTrる｡｢扶氏経験遭訓｣ (ドッ

Tl ッ.7-7ェラソド著)釈 .1849年 .帯締は .外科.眼科以外の ｢此方を禁ず｣とい5禁

止令を出しており.まだまだ舶方医を押さえんとするものであ【たが .洪庵は環境vc支配され

ない強い力は有 していた｡同時に洪庵の′ミックポーソに.財政的援助をかしまなかった｡大阪

町人の力が働いていたこと比重要であり.大阪が甜学のメッカともいわれているa)ち.町人の

合理的精神と結びついたことPC食義がある｡足守は .小藩であり.一面ではまとまりやす く .

帯土間に忠勤という力で .(儒教的考えのもとに .)強く轄ばれていた｡逆vc一面小滞である

が故の自由さもみられた｡町人勢力推大阪の如 く強力vcいたらず ,むしろ土秦の力が強かI'た｡
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だから小藩の下級藩士の 3男坊 ･新知識を求めんとする若者 .出世を･望む者が .環境の盤.,た .

それらを生ずだナてあろ5条件を備えた上方へと進出する傾向は自然の成 b行きであろ )｡

洪庵出生の場所は足守川vcかかる草楠のすぐ近 くで .屋敷助ま.兄惟正が三輪vc引き移った

級.永 く人手vc渡っていたの争.旧蹟を永久vc保存せんとの目的で.吉備郡の有志(旧帯士 )

那 .大正 14年軌 ､求め .昭和 3年医師会の人々の手で .記念碑が建てられ ,20年収史鎖vE

指定されているが訪れる人もめった忙ない｡ この山脇の田舎町として紘 .旧足守滞主木下侯の

庭園顔と並び .誇 り融 ､文化財で.今関係古文鞍,美術品等保存する記念館の建設を計画中で

ある｡相和 3R年は洪庵の死からT度 10 0年祭で ,この年,4年ことに朗かれ る日本医学会

総会が大阪で行なわれるので ,地 記念会では,日本医師学会に協力して,3年間に洪庵と馳

生及U ･その子弟にいたる･あらゆる顔料を集める計画で,日本の夜明けを作.,た洋学者達の

舟運な紀蝕がまとめられ ,その成果が期待されている｡

参 考 発 料

往 ① .⑳緒方佳次郎若.｢緒方洪庵と足守｣Q

⑨ ｢緒方洪庵と足守｣vc｢佐伯芽の席括菩pcr文化7年康午7月 14日丙寅卯上刻生 ･田

上韓 と介.Jとある｡｣

④ 緒方富雄書.｢緒方洪確伝｣ .括方佳次郎著,r緒方洪庵と足守｣vc,r兄惟正の日記

vc『弟帝 と助大阪vC而中環と云医家天門窮理学入門 .右修菓中緒方三名と名乗る--｣｣
⑨ 吉 備 郎 誌

㊥ 昭和55年 1月 .大阪毎日新棚連載 ｢適 塾々｣中.r岡山大学教授の郷土史研究Jvc上

る｡

① 苦 臓 郡 民

⑲ 緒方洪層者 .｢癖字通論｣の自序冒頭｡

①励 緒方佳次郎著.｢播方洪庵と足守｣ .

6i) 浦上五六書 .｢滴 弘々の人 .J ､

⑲ 緒方佳次郎著 .｢緒方洪庵と足守｣

0-9 緒方富雄著.｢緒方洪庵伝｣

昭和 35年1月大阪毎日新聞連戦 .｢滴 塾々｣

⑭ 福沢翰青書 ,｢福翁自伝｣

画 浦上五六葛 .｢滴 弘々の人 .J -tj ` .
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⑩⑳ 緒方青推考,｢猪方洪庵伝｣

⑳静⑩.青 備 郡 詰

0 掻方位次郎薯.｢播方洪庵と足守｣

｢三宅春齢の訂各国牛痘の帝展｣｣

⑳ 灘波胸筋薯,r倣花薪脊｣の附魚

㊨ 0 括方洪庵著.r除痘館紀希.J｡

第 6 節 足 守 町 の 仏 教

赤 柏 宏

r傭前法華vc安芸門徒｣と称せられる臓前愉中英作一帯vc普及した法華宋Lrl.大rE大僧正の布

教vcその源を発すると言われているが.備前法華と唱えられるVC至.,たのはまだ後世のEl1-であっ

たろうと思われる｡即ち.元来法華寮は鯛東は千葉県vc発祥したもZ)であ.,たが.やがてその中

心は京軌vC移 り.その後大嶺大僧正の中国弘通等を典故として備前vc普及 .根5･おろすに及び,

鎖多の名僧を饗出した｡

彼らは或は京都へ或は胸東へと上り.法華宗の宣伝教化vC尽力し.その功繊せ少なからざるも

のがあ1た｡ためyこ法華宗の境盛なる地としての価前が檀乎たる地位舌･占めるVE至り,備前法華

の名称がこゝ 忙誕生したと見なしてさしつかえあるまい｡

さて.かくて誕生をみた鯛的法華仕舞祖El連の立農の趣旨vcのっとり.一般的な軌としての不

受不地を以1て布教vc努めたのであ1たが .文醸 4年豊臣秀吉が兼山妙法院vc大仏殿Ii･建立 し.

祖先のためvC千僧供養を営んだ際vc.妙覚寺日臭がひとり宗制を固守し.不出席杏･言明して即夜

寺を退出したことから.受不施･不受不純分派の端揺す生じ,以後 .徳川時代を1rBじて,不受不

施派に蕪制の羨辛目にあったのである｡ これyCよって細雨法華も当然その経巻をこ5むり.圧迫

を覚け受難の苦しみにあえぐのであるが.'FE文の法敵 捷rc受不舷側に転向するものも多か.,た.,

しかし7tがら,一方においてかように公価の威勢vc屈して身延系統の末寺と72 ったものが多かっ

たのであるが ,地方vcかいては受不振若しくはその他の宗旨vE帰依したかa)ととく装い .内実拭

不受の清僧vc帰依して信仰計続ける者が現われた｡彼等は所謂 ｢内信者｣或いは ｢法立｣と称せ

られるもので .寺を持て ｢ゝ法申｣と呼ばれた僧と共vc地下vc清行 して信仰を堅持した｡彼等僧

俗がかすかすの迫害rc耐えて.旭日昇天の身となったの結実VE明治vc入1てからであ-,た｡
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(‖ 足守町と日蓮宗(不受不鵬7:r中心として｡ )
●ll

IL r
LL 不 受 不 胞受 難の 発端

●不受不拍吐El迎采教団制酸の 1つで .乗れ日蓮にその源を発し.以来先師信者vc上って守ら

れ来ったものであ1た｡ところが垂町時代の永草年間vc入って ,足利義政の鹿苑院相国(義紡)

の泊蕃供養会に出仕参列する機会に遭遇した時 .日蓮宗各派代表者は他乗僧同席の綴経 ,並び

に不信老からの供井は受けられぬ旨の寮法を施主側vc申し立てて,将軍芽の允許を得て参列出

仕 しなか1た｡ところが文禄 4年丑臣秀吉が行った東山大仏殿千僧供茸会vc日連票が出席を命

ぜられるに至って.再度-#L法者秀青の供養の受否が問題化した｡この時は強力なる秀 吉の権刀

忙抗争するの息を悟った教組丑魯者の見解に基づいた支配力vc上って.也勢はほi.出席に決定

した｡ これvC対して砂袋寺E)塊は ｢弄祖以来の制法甘たとひ一度でもこれを破らば .永代講義

/はたつべからす｣とひとり幕別を固守して不出席を言明し..災いの抄党寺大衆信徒vc及ぼん叫

を-:恐れ ,自ら青倉退去して流浪の身となり.こ ゝVC後vc継続した長い江戸時代の不受法難の端

緒をひらいた｡t]兇ri妙鹿寺退去紋 ,栂椙や鞄冠井に流浪した末 .千僧庚凄め孝行であった前

田玄以の好意vcよりその所領丹波′J､泉に隠適したO披(.iこの腔適中vC臓前避昌寺の落成大法会

vc臨席している｡その俊対馬vc配流されるVC際して,備前の兵俗が一層帰依の倍を超こした額

は .越昌寺El船が衆徒化諭した寛永 7年の文宙の一節V'Cよ1てもうかがわれる｡

佃前一葉,寮旨開閉以来今に至る迄 .訪法の汚泥yc染まず .殊更日墳上人一票の諸匠

にぬきんで .宗旨の諌幌新政在中の怨憎を弓謀り.天下のiti命恕以て遠島vc詞せられ給

ふ｡共時に及び親牛戚僻の侍者尚随従せずB況や文駿の鎌に於いてをやQ然るに吾が

先師El約 ･日塊公私の留雛を鵬みず .偏vt宗轟の法水を対州に汲み ,専ら立行の可否

を炎公vc任せ し故vc.国中の摘素並vc彼の命に応じて法のために数回辛苦を凌ぎ,紘

vc御赦免を張り.帰洛弘法の本懐音速げたまひ畢んぬ｡其間 .屯を施し忠を尽すもの

恐く托僻的vc限る｡功は駒綿両師vc在 り｡ (後略)

これによっても,伽駒とlヨ｣輿の幽係がどa)エうなものであったかや･知る忙やぶさかでreい｡

旗長 8年池上の日詔ーから軒軒の自噴に寄せたT.Ln=状の中にも.｢就中 .肋酌の仏法いよいよ堅固

の問 .御心安かるべき幌｣ と宮5Dがある.日頃の榊約の赦界pr.CgJ山深さ仇がこれに上って

も知 られる｡ .

lD 足 守 町の 不弓:2不 晦 '

不受不施と足守町に現存する法輩策との的係か見るVC,法損寺 ･本巣寺 .乗典寺をは じめと

してか卦むね連晶寺の末寺であ【て.寛文年間の法漉せで不貿不胎派yc成していたと思われる｡

これは次に継げる抄本寺過去帳より推測に聴 くない｡
l′I

文明 17年 3月 15日草創也

当寺本開主 大概邦 兼木大蔵蔽

延徳三亥 2月13日
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開山中蔵尻目山大徳

延徳三亥占安政四巳年迄入淡白三百六拾七年右大檀邦荒木大成砧.･中蔵院日山ノ嫡子

ナ ー)開基荒木伊賀頭当寺ヲ建立シ･氏神王子大権現ヲ建立有之｡当寺ヨり無住中･･略

--第一有念.オ二者意 .オ三無権意---略-････是八王子也云 4｡--･1..由緒

開祖荒木伊智頭 T.中春 .近江国ヨ.)文明元年ノ比当地江落来 TJ住居ス｡其ノ比 .寮親

和才子日鍵菩繭当岸本宗弘通ノ際 .通行有之其ノ筋右荒木氏里人a]立寄ヲ願ヒ教化二

預 り直こ入道シ才子 T･成 .)僧名中蘇院Ej山 卜号ス四海唱導師洛陽妙朗寺去来二有之｡

後寛文五巳年不受不純停止の際 .同年四月姐寺絵代東光寺 ･薪福寺両寺現臣上京 シテ

能矧河山ノ楽派トナル-･-･云40とあも｡

又 ,法昌寺の記魚vC上れば次のとと く述べている｡即ちその創立vt的 して .

康正年中道恥道仁ノ建立ナ 1)｡天正年中良門右)･門尉日蓮宗帰依こ付 ,岡山連晶寺ヨ

リ蓮如院日相上人ヲ迎ヱ朋基 トスD雑時天正 18年康弁 10月木鴬鯉iz:ス｡寺尾倣旧

高8斗弐升3合有之｡則長門右ヱ門良i之ヲ寄附ス｡元 ,本寺′･僻酌岡山仏任山並昌寺ナ

ナ t).然ル所 ,発文七T未年緬両山東二相成云々｡ (註 )御内山とは本能寺･本興寺
∫

のこと｡

とある｡以上VCよっても足守町vcかける怯輩完結寺が冥文年間の法難vcよって電不振側vC転向

する迄 ,少なくとも不蛍不抱を遵守しておったとみてさしつかえたかろう｡

C 受 .不安 の 対立 とそ の 頗 末

慶長 4年.大阪城rpでのEL奥と妙朗寺日紹等との対決Vこ臨んだ労政は不受不椎が国権vc反す

る不常在信仰で参ることをみ .かつ･.tた ,日 輿の頑襲な主娘を憎み ,遂vc日奥を対馬に流して

しまった｡これか契機として ｢セ｣と ｢不受｣との両説が対立括抗をみるVC至ったQ足長 17

･ 年,臼炎が許されて帰洛するや不や側の意気大いにあがり.元租 12年ELj,Qは｢講義制法論｣

三巷 .｢門流措濁決疑JR｣か著わして百･乾Iか非湿し.一万日乾も叉 ｢彼奥記｣-,>作って反駁す

るに至1て宗抑止の論争に上岱†古尊いとfEら.銘刀争いとTzった｡即ち京都では本横寺妙斬寺対

妙塩寺 ,脚光vcかいては身延桝対池上別の争いとモ1た. この 2大勢力の紙突がLE永 7年の所

甜 ｢身弛対論｣であ.1た ｡この結典 .都肘の裁断に上1て不や例の7僧が配流せられ .地上本

Pl寺 ･京妙覚寺は受不施側の手vc渡たされ .次いで不貸倒を支持 した中村機体 も送vc賓不施例

I vc占められて,ta不施例の完勝と在った｡その反面 .不貿側では自害憤死した り.宗門の将来vc

希望者･失って天台その他へ改宗する者.&生 じた｡足守席にあっては この頃捕まだ法難宗 より他

朱へ改宗したり,或は自署横死yc及んだ'もa)は出でいないようである.ところで受不費の争論

は京乱の千僧併発vc端を発し.関東の身池対論で初めて蛍と不受との両派が明瞭vc分離したの

である｡即ちこの対論の翌 4日yE身延耳壬日蓮は次の塩味の担状を末寺一統に送1て .将来の

立場を明示している｡

今般池上とZ)論争vcつき種 4の雑説風聞あるも我身延は国主の砂鉄糞は異議なく之を
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受ける巾を立約として居るので .そJIEt何の異議も無い鴨である｡只平人の地物vc?

いては中古世q)議や塀解7>受ける'Tfを恐れて.之をさし止めたのであるから.我等今

更それを改めようとは思わぬ｡此の意触 両隠居(日乾目途 )も同心である｡然るVC

池上の日樹並びVCその徒党は国王･Z)御供養も受くべからすと主張しているので .今般

･ I の対論とn:った次牙であるが,彼等は辞理共vc屈して .速vc追放仰付けられたか ら此
.■

の旨趣ケ休して将来教法を弘通せ らるべし｡

と述べ.これvC対して諸寺 より選評繋争徹し.こゝVC受不姫と云う新弟を碓立して ,これvc服

し別 ､もの並びに従来の不受主張者は不受不他派として対FL的態度7rrとるようにな.b両派の分

立i･みた公である｡従って法華舞中に不受不胞という分派の出来たのは自動的に生じたもので

なく.身延一派の受不施主鍬 こよ【て白熱 こ成立したものであるといえる｡身池対絵裁決の結

輿 .池上本門寺京助妙覚寺-i･身延の末寺となし.池上をtj過に.妙覚寺をt3乾に与えられたと

いう知らせが京都に連すると.多年日奥の兼陶を受けた妙覚寺策徒は本坊に集会を開き,左の

誓約を結んで各々その決心5･示している｡

時節到来あるに於いては異体同心に-間 4面の草庵にても妙覚寺をとりて.不受不胞

の法水を相守り.像師御作の御影様を安駁するの処当門流の本山と為すべきの札 右

粂々連僚あるに於いては法華経中の一切之宝 .日蓮大菩薩並に代々列祖の卸酌を髄わ

等るべきなりo

簸永 7庚午 6月 14日

日船 (花押 )大衆(連署 )

この背約は現今金川に本山を設け .これを抄'il寺と号する由来となったものであるo

帯府の不受検索の手はとど7トも所を知らず .こゝに万治の法難5･迎え .耗いて寛文 5年柵 は

地子寺鰍 ま勿論 .飲水行路-iでも信施供養と･Lて拝受するとの手形頻出を諸寺に迫って .不受

不純の実行を不甫別が桁らしめた｡このため悲田新受が生じ.正派では作州福田5人衆の如く断

食憤死或は自刃入水するなど,死を以ってこの暴挙に虻抗する者が続出したBそれにも拘らず

帯肘の断は非常に荷醇で流罪死刑を以ってこれに臥 ′でいるO

岡山洋では花文 6年に手形到hきぬ不受不姑の寺 ･僧を破却 .追放或は牢獄に投じたが,そ

の数 313ケ寺 .僧585人に及んでいる｡

又文 8年 には鵬前佐伯の6人衆を斬首し.その1族郎党 28人衆を追放しているo

岡山溝ですらかくの如き弾圧を決行した以上 .足守藤でもその馨馨軒電けて .当然何等かの

挙にLLt]たものと推測するのであるが.前逃した如く.この頃受不地側に転向したと云う記録が

あるのみで .過憾ながらそれか立証すべき贋料に.･&ずれていない次牙である｡

さて .このような迫害にも屈せず .L僧俗信者は地下に潜んで信仰を堅持した｡即ち在劉富者は

仮判の内信者或は法立となり.僧は寺を捨て 法ゝ中と称して不受を固守したが .同じ不受例の中

にかいて天和 2年マ1/ダラ本串の背き方から内証を生じ.点字 2年津寺 .日栂の2派に分裂した｡
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#府は不受派の絶滅を期して捷孝の手をゆるめず .同年備中庭瀬の3僧を牢死せしめ.元禄 4

年不受僧俗約100名を伊豆7島に流刑に処し.一方 .悲田新受ケも厳禁 し.これに踊した谷

中俄応寺 ･碑文谷法華寺等を天台寮lこ改宗せしめた｡ この後も享保 3年の上総行川｡宝暦 3年

の作州津山 ･大阪･傭約･下絵多古｡宇和2年の備中硬倉｡文軟元年の備前益原.天保年間の

冶検車には備前暮田 .備中書JH.大阪高津 .下絵多古等差雅 な数々の法矧ま続いて .不守不振

が髄のめすみるに至ったのは.実に明治 9年の卯であ1た｡

a. 結 び

以上 .不受不抽受難の歴史についてその一般的概略に触れたのであるが.足守と不,dte不唯の

鵬係については'E文の法難によ1て .政治権力との妥協を僚俵なくされた法華素話寺が .菅不

姫に転向したと云う既成如実があるのみで .その他のLIf項に的しては皆無である｡

寛文年間の弾圧以降 .不受不施派は地下に潜行して信仰を持続したと云うのが一般的傾向で

あるが･当足守にかいてもおそ らくはそうであったであろ うと恩像するだけで,その東偽を兼

付けるべき貴料に0-欠いたのはすこぶる逮低であるB

参 考 文 献

日蓮宗不受不矩派の研究 (影山尭雄編 )

不受不施小史 (早田玄洞書)

大覚大僧正 (凧 外 生 )

L 盲 臓 郡 史

tlL) 足 守 町 と 寺 院

?, 寺 院 と経 済

現在足守町には第 14表にみられるが如く.日野宋 (法華采 )の守 l0ケ寺 ,天台宗の寺9

ケ寺,夷吉宗の寺7ケ寺 .紙済譲の寺7ケ寺 ,浄土耗宗の寺 1ケ寺 ,別に最上教本部竜泉寺i･

合わせて 35ケ寺あるO今 .旧足守町を例(こと1てAr7ば戸数 戸ぐらいの所に有住の寺

が9ケ寺もある ,かりに 1つの寺が 1年間寺を維持するに空する1-浸低限の概穿数を 100戸と

みても明 らかに戸数の割合からふて寺院数が多すぎる齢が分る｡ この様な傾向は単にIFT足守町

だけに限らず新足守町一般にみられる現象である｡このようなこげが超 こったのは .1つには代

々の足守薄壬が寺院に保護を加えたdl'.2つにはこゝに現存する諸寺院が臨済宗のそれを除い

て木下侯以前からのものであり.かなりの財産-kたくわえていたむ.3つには一般庶民の仏教

lこ帰依する心が艶かったdF･などがあげられよう｡従って戯地改革によって田地を取りあげら

れる以前の藷寺院は .租 夢 こそ少なかったが経営争絶持してゆくのに何等の支障もなかったち

のと推察する次牙である｡然しながら現在では農地改革によ1て田地を失い .かつまた山林 も

L 戦争の影響などによって荒廃化したため ･清々の寺院I鳩 済的に痛手をこうむり･その生活は
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必ず しも楽でrJ.tいようにみ うけら九 ,る｡それを補う意味で例えば法昌寺の妻女は生命保険の

外交員を松井寺の蕃女は幼稚園の先生を勤めている｡大抵の寺院はその様済的叢鞭を柵徒収入

並びに山林に催いているが.これではせかないきれず .旺職の私有財産によって生活している

所も少なくない｡その反面 .田地こそ失【たが或は美大fl山林を所有し.或は竹林を所有す }･

等 .そこからあがる収入で悠々と暮らしている寺院もr,る｡

b 寺院 の 社会的 活 動

寺院の社会的な活動としてはいわゆる保育園に場所争横択するとか .或は添書娯楽及び会合

などに場所を提供するなど.旧感依然として場所放映的なものが願書である｡しかしながら各

寺院の住俄は保頚司 ･選管委員･人権擁隷春用･漣族全裸月 .民生委員 ･福祉委員 ･児蕃蚤貝

身上相談 .習字政幸の実施等知識階級として町政に参与し.政治的に社会的に或は文化的にと.

もろもろの分野に別 )て倍額な活動を窺い得る｡

C 藩 と の 交 渉

次に瀬と寺院との交渉'かみたい｡旧足守町に現存する寺院7;r入るに .禅宗就中凱済宗の寺が

多い刺こ気がつく｡これは木下候及びその芽臣運が法華寮に帰依する471''k敬遠 して.臨済宗に

榊依した 1つの兆候であるといえよう｡即ち .木下侯は自らの菩提寺を建立せんがため.当時

山下にあった乗典寺 ･東光寺を現在の場Ir!TTに放逐し,東光寺のあ1た附近に田上寺を建立した

と云うqfである｡かくて木下侯が足守港になったために.菩提寺大光寺並びに田上寺の2ケ寺

が増し.臨済宗の寺は守福寺.大光寺･田上寺.法源寺 ･大乗寺の 5ケ寺になったのである｡

この原因には徳川柵 の宗教政兼の影響が足守鰍 こも及んだものであると解釈出来よう｡

士 ところで.木下侯は寺院に対 して私々の保識計与えているようであるが.藩からの田地 ･山

林等の両市の寄i′三というものはなく.滞f_自らの憩志に基づいて時々に供進するの形で ,寺院

i･改築する場合は'_は大工･佐官･人夫及び木材等机寄進を行な1ていろ｡このFJiは各寺院に共

通にして.たと1-1ば ,日光院の記録によれば次の仙(述べてある｡即ち,

-･･,･-砿･--･･,寛政草和ノ頃迄-木下侯ノ位依祈願寺タl)シモ故在 1)テ佐織ノ過失落度 卜

成｡･･･-･･･略･- ････苗永元年二弥勧院前住職附牙雷ujl院智現法印封限郡上足守村若).弛JF於テ

日光院ヲ再建セシ処同年間二御殿出火ノ不幸.'出来北風烈敷大火ノ御 1)仝地二頚座スル愛宕及帝

王両山-防火ノ祈念一心ヲ他ノ終二封i火二至 り此ノ債大守ノ上田J]二速シ杏持ノ思召取袈甘投与

ノ恩命ヲ蒙り示絞木下侯祈願寺 トして住職ノ稲穂常シ当時ノ新主櫛申守豊臣制裁妬尤信仰牌ク

毎年正方_九月大損席修行被命国家安穏五煩丑馳万民ノ快楽ヲ被為祈願随而滞士-勿論逸近諸民

ノ砺依信仰スル者増加シ且安政 5年二今ノ本堂新車ノ際′､木下侯ノ篤志ヲ以テ用材及御用工匠

披為口向Tn半触手伝相成且毎年祈藤料 t.シテ米金若干披為供尚又宝的-仏具ノ寄進-- -･-

云々｡ とある｡これによっても木下侯の寺院に射する関心少Iiからざるものがあると云う一

端を規い知る鮎が出来上う｡
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S. 結 論

･ 結論的にい1て .足守町に現存する寺院が多いのは.木下侯が仏教に対してなみなみlilらぬ

働心を持ち.これに保線奨励ケ加えた也争如実に示す一例として取 りあげる41fが出来よう｡ し

かしながらその反面 .法奉幕の寺院が奇数こそ多けれその規模にかいて′J､さく.今日はかばか

しい発展の跡を報う解が出来ないのは .江戸期に於ける武士階級の儒学偏 の気風を反映する

ものとして忘れられない｡勿論 .徳川#府の宗教政策oj一環としての不電不施薬圧の形背もみ

U)がせない鮎であるoまた .法華宗諸寄が不菅不施禁圧に際して残らず不受不払に転 じ,身延

例の末寺とな.,た餌実は.他の地域の法華寮緒寺のうち楽圧にもめげず不受を毅然として遵守

したものがあるという例に鑑み ,該当諸住職の退嬰的気象を物折るものであるといえよう｡な

か .木下侯の仏教に対する帰依深く多数の寺院が存続したが故に ,今日に至って彪地改革のあ

かりを受け .少数の例外を除いて経済的に困掛 こ陥ったという現状は皮肉な現象であるといわ

も:ければなるまい LC

り 終りにこの調査にあたって気付いた点を述べてみよう｡建築学上からみて .古い歴史を巌

て数多くの寺院を持つこの足守町にあって .七掌伽藍の生った寺院は勿論ただひとつの卒塔婆

すらみられないのは律めて寂しい前であるE.しかし.他面に右･いて守福寺石造本殿や上板寺焚

錘の如き国指定 .県指定の文化財に恩まれているのは.足守町にとって大いに心強い射てあろ

う｡また安餐寺は廉西禅師ゆかりの寺として古跡 こ富み .大光寺は木下芽音盤寺として参道CT

石段の規模も崇壮で,感物の何処かに幽美なただすまいがみうけられ .歴代滞主の我家を蔵し

ている｡電鬼寺は広大な境内を持ち壮厳な滝と云い,周Bfl一里にも及ばんとする竜王池と云い.

或はまたゆるさ′岩 ･鯉岩等の巨岩と云い .-として風趣に富まざるはなくまさに頼光地として

蚤滴のものであろう｡

次に基地に関して一首触れておこう｡寺院の境内には韮地がつきものである｡ これは足守町

にかいても例外ではない｡碁石の形式Iこよって時代が推測されるのであるが ,特にとりたてゝ

論すべきものはみあたらIFこい｡強いていえば僻事院には大井の土魚島羽氏一族類代の釜が去石

200基.&数えて ,過ぎし日の殿賑さが しのばれる｡ しかし現在では荒原してしま1て一入今

昔の感にたえない｡

Ii:お.大光寺には帝王の基が ,地蔵院には庶民の基がある邸を附記しておく｡
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第 皿章 集 落

第 1鮮 足守川流域の地理的威耕

石 田 寛

足守川は笹ケ瀬川の一支流にすぎないが ,その途中に十ニケ郷用水が注ぎこみ ,それからまた

かんがい用水路が分流するなど複雑な仕組に売ってLlる｡これ比流路変妃 ,地形変化のためと考

において今の十ニケ郷梢水路の流路をたどってし1たもののようであるC現倉敷IFrJ-域を阿智デルタ

総社から束施して形成されたデルタを加夜ヂ ,̂タと呼ぶ ことLそしエうO

阿智デルタに弥生式避跡があるが故のデルタ形成が割烹と'新しいと江考えられなし1が ,和名抄

の称名は鐘塵郡 6郷のうちPJ智郷と大帝郷のこ姉と城に即阿智雅の都会三郷がある0'3みて灸型の

i即発も鑑められないことは ,阿智淡に注ぐ分流71いち じるしく庶川性のものであ9,そのデルタ

はaCtivedeltaであったと考えるよ9外はなしへ｡

阿智デルタが このように aCtivedeltaであったの忙歓べて加佼デルタは d_or皿ant

aeltaであD.盤然たる集塵の娼隣がみられるa 磯 川orD鵬状の分流があるVlは都塊 ,あるレ､

■ は郷境をなし,篠里はつぎL:I:工ぎ′姦型となっているodt'tql国肘は並然たる集里地割に従1て弓八町

を僻え .ゆるやかll高妖川の水道を利用しえたと考i_らll.る｡

｢肺中臣ヨ閃孜郡棚畠矧 xj｣ .｢止守庄吉蛸｣があb,中世史研究のilt通夜史料たるのみなら･y

染港の雌史地iB的研ヲ己の上にかけがVlのかハftlJ:;寸であるo

服部細り条里地判H足守町南部む,I.′3'LTiI当状-;=ル=7～.王で延び てLへる｡同一規1.'lJとみられる集坦VC

幽Llll世の矧 ¥lt庄日園があるDは.珍しVltことでもる b

服部雄図(,tは

八妖盟一条一丁

田九段廿

相朝Eg段

助友二段州･
'r 光延二段凹十

' のどとく記入してあ9,この凶を蹴って% .元轟は大化元年(.̂C都県になbLとき造られし図をも

とにして後に改め沓きしものとし.大化改新のものとしているが ,永山郎三郎翁は鎌倉茶府が造

r った国凶であろうとしているが ,足守症の吉凶に

生石和庄堺

坪田一条六丁作人永森坪
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兼用勝示

とかbI､瓜艶姫図と同じ呼称が鎌倉栽符のいまだ成立していない轟応元年 (ll69年JvE既にと

なえられてVlたことが知られる｡なおT粂丁の呼称は同じく足守川下流の庭瀬邪PCあったことが

Elられる｡

神主甥牌朝臣某訴状〔舌脚樺神社文♯- ,-壌久四年)

(前略)

大郎法IidJ'殿処分田島一丁柑代

庭妹姫七段仲代 土公田也

果川里五条四丁三段

中川卓二粂六丁四段鮒代

(下略)

の如くある｡

以上三つの史料によって鎌倉開脚的後vc東丁で呼称される方格状地割があったことが知られる｡

足守町の平坦部 (加攻デルタの一旬iである)は ,条里御JuF究史上まことに得難さフィール ドで

為る｡近世の換地蝦 ,さらに現在の朝食図と比較 して耕地の形状 .分散度と非常の位鮭の関連を

次節でみることにLlそれによって

加夜デJL,ク条里地域の歴史地理的悲境は了解されるであろう｡

条里地域の現在的意義についての研究は必ず しも多くはない｡本研究にかいて作業仮設として

火のととがあげられる｡

1. ある時期までその地D魚拓生産力水準を 持ってきたが ,今では老朽化した0

2. 報射 ヒがす みゝ塊菜的忙伸びようとする愈欲が少ない｡

足守町についてこの仮設が当てはまるかどうかは ,寄生地主の土地集城がどこから始まったか｡

ノu在酪農化 .舶 化 ,果樹化が足守のどの地城で行われようとしてLへるか ,これら具体的な記故

;那答を示してくれろであろ うO

耕地をみる一指標として.古拙と新田Î=分ち ,古地 を灸盛地割,･非集塵地域vc分つことができ

J.ラ.足守町域の該当地を朽亡すれば次表の油.i)であるO

i
苗地
新田

灸塑地域 ･･･-. 足守川南部の虜状地状デルタ

非条里地域 --- 足守町並以外

足守町はその南端にこくわずか灸里の濃艶があるにすぎず '大部分は音曲高虎の野 呂と谷であ

1｡しかし備中町でみたことく若々しくはない｡つまb谷底平野がある程度形成 している｡ しか

_集塵のせ俄がみられるほ ど広くもなくまた安定したものでもない｡足守の町は巾弟の口のよう

所に位牡している｡足守の央はかなD広い ,北を受けて成立し ,商業的棚 巨を果した谷口築港

._井と足守比変転する社会にいかVC生 きようとしている｡



第 2肺 谷と高原の典薬集落

'真 野 義

足守町は岡山平野の北端に位雌し,地業輿静ま大別 して音曲高庇の南端の平坦面(野呂 )を利

用した戯菓集落と ,かなb側方侵蝕のすゝんだ谷間を利用した鹿英集落とがある｡rifl舟 ,山の上

等が前者の例で,日近 .大井等が後者VCぞ くする｡ これ等は夫々作物栽培の上か ら･!た気吹上か

ら大きく臭ってし1ると思える｡

1. 高原の虚業尖落

書鵬高政の両線を利用 した盛典集落であって ,この辺上目ま足守川支流によって 一関折が進んで

いる｡地質学的Kも,花尚岩 .閃緑岩 ,頁岩が卓越 し,水利 ,地形などの后然的姦件に幽してに

武威野台地等の洪破台地に見られるように,乏水触 ほとん ど柵く,又高齢 こ於ても水田耕作は

特別の制約を受けることなく ,相当昔から行われていたと考えられる｡山の上制 こ見られる比破

的鯛折の進んだ献 上の小谷間等が ,(写束)a) 浪初JL朋柘されたようで古い水[馴i,一般lこ

宅地から速い秘所lこある｡又飲料水にも息まれ .水lこ触 してははとんど問iliBlこ'1ら'j:い｡この様

lこ水利に大変有利であるので .村落形感も張村では無 くまた全くの散村でも'ilい.いわゆる雌塊

村 (Lochere flaufend_off)である｡

この株'L高原rこ集落が発達することは ,斜面の日当りが良く.父水利に忠まれていろことが好

灸件であると思われろ｡ しかし｢矧hh.では興業が壬である上音 っても･排他が狭いqiや作物の軸類

及びその生産仁どの制約を受けることtJ,'多いCJで .fLl選のみに依存するものの外に山林等の菜荷

に従!拝するものもある,,

'1んと'}れはLU休はほとんどの家lこ持って15り榊舟では屯大所有者は 一平均 4町内外の森林を

も〔ている■

地形的vc恵まれた所では良科の自給がLb来るか作物によって壮裁増しがたい｡ ここ間倉では

｢トマ ト｣などの高光作物を成増 ,移山し,現企収入はある程蛙えられるが ,食料(主として副

食粘つは専ら購入している｡偽薬生活の基礎となる吉肺'3'脱の谷(旧編地の谷Jvcは前述 した上

うに水Eflが単越し水田耕作を通 じて生歯か立地'k早 くから可能にしていた｡又古 くから住民が一

定の山林鹿野等-%共同に使用収益する恨行が行われていたらLVl｡その土地 を ｢軌 h｣と呼び ●

入会併行がある｡聞合での入会地は主として放牧 .鎌烏等忙利用されていたが ●現在では一戸当

4Oaの局地が割当されてかD.入会慨行がすたれている｡
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第1衷 間倉の鹿家一覧表

氏 名 (家族数) 田(臥) 畑(臥 ) 山林 (臥) 草地(臥)

(西).i 6 114 27 701 40

2 6 76 35 101

3 6 72 38 30

4 4 65 45 200

6 4 80 39 30

6 9 97 35 152 40

7 6 76 37 751 40

8 6 71 45 172 40

丁ト 9 4 lU2 37 _I. 344 40
10 9 90 45 349 40

卜 ll 5 83 25 3 40
12 6 98 37 1,635 40

13 7 72 32 1.052 40

14 4 68 40 259 40

15 7 97 40 125 40

r 16 4 92 35 106 40

L 17 6 85 l 42 142 40

l lP 7 112 27 289 40

(束〕 19 ･i 67 22 40 A.lO

20 3 55 3(チ 50

l 21 4 50 40

I 22 5 52 37 110

'l 23 6 57 3/1 36 I
24 7 50 33 l

II 25 7 60 24 90 !

26 6 68 22 t

27 6 53 37 18

28 6 64 29 1,275 40

1 29 6 47 27 145 40
30 8 65 20 215 40

31 3 53 22

J 32 3 56 26 30

ll 平 均 6 74 31 3-89
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一般に良家 1戸当Dの保有耕地面故は表に示されているととく,大規模ではない.叉耕地特VC水

田は高原であるため細分化され ･その耕地が分散する悔向が苦 しい. (写輿㊤ ) 古い水田は一

般に宅地から速 く離れており.反対に宅地近くの水田は此樺的新しい水田である.

これは近 年に'=って 一輝1bE水路の完備のおかげで発浮等の開発が行われたもので地力は古い水田

山上ぺ悪い｡稲作の段当収入も古い円と新しい田Fでは l- 2俵の連いがある｡'AJT奉のどとく土

地を概括的に入ると宅地(私有 ).耕地 (私有 ).森林(私･共有 ).採草地 (私･共有 ).で

ある∩
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図①は問倉.一一で所有偲用地o)模式図である｡土地利用の形式は地形的な制約を大きく受け .

水田はその所在及び発津が限定されている｡ではこの農地と宅地との関係 ●即ち袋落形態はどの

様であろうか?｡才一図でみられるCとく水田は地形的制約を受けJt'すく宅地とは比較的速い距

離にあるのに対して .畑地は面概が広いとは貰えrJこいが宅地の近くかつその周囲にあり大変便利

であると貰える｡畑地が歴史的K,自給的'1雑穀頬の生産地であったが .近年では雑穀効から商

品作物へ の変換が'1されつつあるE,現在商品作物としての ｢トマト｣等は .阪神地方lこttt荷され

ている｡

歴.史的lこ畑地利用について調べてみると.明治時代に於ては食習tRも推頗中心のものに傾いて

いたと思われ ,ir氏の薪か ら総合してみると ●明治時代の作付をみると ｢アワ｣約三畝 . ｢芋･

キビ｣各三畝,｢ソJ(｣ (壬として小豆跡 )五畝,｢コポー･サ ト芋｣七 畝一｢高キビ｣三畝そ

の他と'i･1ている｡明治時ft)こ於ては水田の面旗もため池の没僻の不良等から狭 く.従って ｢ア

ワ.キビ･ソバ等｣の拙戦頬の比率がたかかった｡ しかし大正末期lこ'1り,生糸の海外輸出が盛

んと'5ると今までの畑地はその I部 (柿 ･コポー畑')を残 してほとんど桑軸として利用されて各

家庭には輩蚕が興隆したのであ1た｡この重義は昭和 9年頃までが鮫盛期であ1た｡

この時畑は絹 ･姓穀の減少の時代でもある｡ しかし相和 15年頃lこritると准毒の真顔と共に商

品作物としてのタノミコの恥陸と'Iり.いわゆるタバコ時代が昭和 5D年頃までつ いゞた｡ このタ

バコ栽培がさかんにrJ.tlた原因は '高原であり'Sがら渇が掛 〉とか .そのはか態々の灸件が谷間

より有利であ1たためと思われる｡ しか し品背約に健TLた洋典の輸入や ,労働力 (特に屯煉時lこ

は非常の領労働である｡ )rlとの点からタバコ栽培がだんだん行われritくrlった｡ しかし現金収

入の手段として手近'I畑作利用の作物親増は必要でありタバコlこ変って近年急激に ｢トマト｣の

桝 が盛んlこrJ:って来ている｡｢トマ ト｣の商品としての移出先は主として西宮を中心とする阪

神一帯であり.見通しは大変明るいようである｡ しか し栽培技術上の艶点.病害駆除や多億の水

を必要とし■さらに労働力その他の新しい問題が出て来ているが ■商品作物は主として戯家の若

い人が中心と'111て行1ているので解決の見IBi,Lは明るい0品Jjqの維持向上lこついては共同選果

である程碇の成果を ･ISきめている｡ しかし畑地が狭くそのうえ傾斜地'itるため企菜的発展はあま

りのぞまれそうもrilい｡石垣を築きこの傾斜を少くし.南斜面の日当りの良い所に栽増されてガ

り.良質の品種作成に努力している｡

この執 こ労力集約的虚実か ら.資本集約的瓜発への転換は近代彪村と'iるための必要灸件と'1

るであろう｡
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2. 谷柑把)鹿準集落

谷間の戯#･築満としては .西郷では足守川流域の東山内 ,東部では日近JJl施域の高田,･日近付

止を中心にのペてみよう｡足守川の両岸には河岸段丘が認められ ,可成少の水田が助けている｡

(地形VTLついては白糸的群境参考)

耕地と集落の幽係については ,集落は道路にそった街村Iこ近vl形態であb.かつ耕地も希脱の

;･尖指veみられるごとく分散せず1ヶ所に集まっている■-

1戸当Dの耕地面盾は狭く,そのため早 くから耕揮郎門以外の虚栄や副業が行われてきたC.西

･:iGD乳牛や下El近及び高田の織枚(レー革製品)や馳芸作物等の導入はまさにこれであD.土地の

｣主約的TE利用と戯契虚宮の合卿 ヒを凪ったものと言える9 水との的係についてみるに.この谷底

D侵蝕が可成b進んでいるので用水も侭やす く商娩VEくらべ御地による榔舶ま少い｡谷底を流れ

''河川に井手を作b水田は主VCとの井手からの用水路yCよって雌戯される｡高田では気候的姦件

､〕耕地との的係から陸族 作物が栽培され .トラックによって版神へ移出する輸送園芸がみられ ,

メロン,7'トーの温室やい草放物の家内工場が発達し生活様式も細胞村的性格を脱皮しようとし

ている.,

第2表 西谷の戯家一覧表

卜氏.≡ (家族数 ) 田(畝)仁木 畝) 山林 (臥)】(6) 103 32 593

! 2) (4) 70 30 35

r a (6) 40 8 80

IL 4 (.4) 30 12 19_

1 5 (3) 31 6 20

6 (4) 70 25 31

7 (6) 56 18 63Lq

丁~~ー~~~~~-a (A4) 65 15 _85

9 (5) 67 20 364

10 (~5) 74 18 300

ll (ー5) 60 23 34

L 12 (-6) 63 18 836

第二表は｢吉｣における

耕地 ,荊林別の糞であるが

水田の面般 6.1段歩が平均

である｡ しか しこの西谷で

は近年乳牛の飼育が盛んキ

なb虚家に忙 2- 3顔の乳

牛が卓をかんでhる｡道路

の両側には小さい柵があb

牛の運動をさすのであるd

それでは耕地と宅地との

朗係はどうであろうか0第

2図VC示された様に｢西谷｣

では典型的VC耕地が宅地の

朗bに集まってはいなvlが

水田と畑地は蒔臆のそれと

丘対に一定の方向に集まっている｡畑地は主VC山の南西の斜面を利用したもので .古くは雑穀
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湖を主として栽培していたが現在では .乳年の飼料と,,i-る ,ク｡-,く-や-チャー ドを作ってい

る｡しかし地力の健かri畑では .商品作物としてのタバコが橘んに掛 さされている. 日近

では畑土妙i壬にEl近lHの両側の山の科耐 こあるが ,虎雄が速い他係から果樹園(柿など )に変 り

つ ゝあり.しかも手入れがゆきとどか',i'い槻状である ｡高原では畑地の占める役割が極めて蒐輩

であるのに比べ ,谷の腰姿集落では.甜腿や家内工耳の占めろ割合いが大きいと言える｡乳牛の

多い西谷では畑の 3割がこの飼料我柵 こ当て らrしている｡こO-)乳牛飼育は見通しが明かろくだん;:

だん12-月数も増えている｡また下目近の轍機業t),'.い].nま近郊から集められ製品 (たたみ表て )I

して光り出している｡

谷の31き清では家族数も高偽のそれと比べ少い.

参考文献

集落淵査法 矢嶋仁吾

人ロー払落地理 新地理学雑座(五巷 )

P

第 5節 条 里 集 落

横 山 彰 人 .

1. 姦里地,常にかける戯柴

足守の南に広々とした水田地H,=が横たわってかb止寺の穀倉地背としての役割をはたしているO

ここに酌にふれたように集塵肌の迫偶がある｡ (灸如拙.Uについては後でもふ tる｡ )この付近の

主要産柴はやにD良薬である .そこでこのイ雌 を塩英築港とい う面からとらえてゆきたいと思う｡

しかもこの虚業に直接的 .間接的に灸埋地割が抄やしていろ上うに.はう｡

約 1図をみると色々の形や大 きさの田があるが形岬として比大きく分けると3つの鎚があるこ

とが分る.長さによって1町EEl,半町田ともよたどれ叉形によって色概遡 ,短1M.壁 ,ほi'正方形の

ようを丑U.の田がある｡ これらは一般VCは半折れ (3U問 x 12l]a)長地(6O胤 × 6間)ブロッ

ク迎 (12槌]x12間)と呼ばれている｡ この形状托色々の堂内によって決定されるが足守で紘
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島地卓越地帯であるとVtえると思 う｡それにつVlで半折れ ,ブロック型があるOこの形状を決定

する丑当としては色々考えられるがそのうちの2 .3を収b出し考えてみ/th｡先づどの ような

形がもっとも土地蛭済的であるか ,というと,円形 ,正方形 ,長方形の順で '長くなるほど不推

済である｡ しかしこの要因エb労力や技術段階との幽係さらVC地形との幽係の方がよ_b大きな要

因となると思う｡前者については例えば.牛や属が入ってきた胡台正方形エi)も長方形の方が雄

和である｡又地形の面では一般的にはデルタ地帯では長地 ,崩状地状デルタでは半折れ .低湿地

ではブロック型になるとV)われている｡(2)

この長地と半折れがどちらが先に存在 していたかということ,まだ周粗が残っているが半折先

行説をとる学者が多い｡もちろん色々の要凶が酵等し合って今日の ような形VCなったと思われる

が足守の場合忙ついてここでは 2番目の技補熱塔との姻係について少しくわしくみてみ ようと思

う｡

人が耕作している旬合vcは余り形状は間組とならないが.これに牛や席が入ってくると方向転

換の回数を少 くするということになると正方JLt,よbも長方形の方が政利となbさらに叔近の機械

の導入の場合vtも同じことがいえると思うO足守の場合は膚を使っていたとい う例はほとんどを

hようであb王として牛が使われていたようである｡車も以前は長床撃が使われていたが長vl筆

は安定度はあるが .土壌抵抗が大きく能登が感く深耕に適さず狭少を田畑では使vl挫く四隅に人

桝の補助を必要とすることに稔るとい うような欠点をもち,この欠点が改良された短床準が使用

されるようになった｡一般的vcは岡山県に短上架駿普及したしたのは明治の終b頃であb,この附

近にかいても創 大差が紬 と考えられる三3)又附近では トラクタ_が入ってきている｡ この段階

になると長くしか も広い土地の方が便利であるが色々の理由から必ずしも思うように比ゆかをh

ようである｡その理由としては先づ土地の海低がある｡第 1図において一枚の田の中に点線のあ

るのは実際は小さな畔があることを示すがこれは土地の高低があって.たとえ同-の人の耕地で

あったとしても-つにすることが困確なため不吸であっても二つに分けている｡(水田の場合特

に誼要となる｡ )又後にもふれるがこの辺 bは耕地がかなり分散しているので(分散耕地)大き

くしようと思っても他人の土地であるため出来なレゝ｡耕地の交換分合も種々の虎凶からまだその

換運に向いてVlなvIQ又餌svc特に トラクター ,その他の機械の導入にとって障害となっている

のが畦畔と傭概水路である｡嵯畔が狭いということが大いに陣奮となっているD又これを大 きく

しようとしても畦畔vcそって流れている碓7g;水路をつぶすわけVCは行かず又蛙費が非常にかかる

というようなことから現在ではほとんど元のせ のゝ状態である｡形状と地連してくることである

が田に東西に長い横田を南北VC長い鍵田の区別がある｡ (土地の人は土地利用の面から表地 ,且
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地とエんでVlるようである｡)これは麦作の胡合には間組となる｡というのQf｡当少の的係で旋

田の方が政利であるということVCなる｡ しかし米作の場合には余り的旅がなく.｢肢に地価の面

でも差はa:くむしろ土地が肥沃であるかどうか政利が艮いか患いかというようを ことtこよって決

定されているようである.

次に大きさの面Vt注目してみると,もちろん色々4:大きさの田があるけれども大きくみてゆく

と約1反に近vl用(1反マチ)と二反VC近い田(2反マテ)の多hことに気がつく｡ これは条里

地割の名幾ではをかろうか.

灸塁軌とは大まかにいうと班田制を実施するために行われた大規模を耕地整理の方式である｡

そ して班田制というのは大化改新の詔の基三に｢初めて戸籍,計畦,Bf田収穫の法を造る･川 ｡

凡そ用は長さ三十JJi･広さ十二JJhを顔となし,十段を一町となせ-･-･｡｣とあるの忙よD.人々

vc一定の口分別 男子2段 ･女子はそのi･収舛その号 )を与えた制である｡大化の改新で耶 尺

丁歩という唐相性 採用し1L l歩は今日の 日間と大体同じである｡従.,て班田区廟は長さ50聞広さ

12間これを段とし･これが10筆集って町と,Lる｡ 川丁四方を坪とよぴ,5'占坪乃ち六町四方を里と

よんでいる｡そして里を区別するためlこ灸と里を組合せてよんだ｡ (伊Jえは 1灸 1里 )これが条

里n-･一作 あり全体としては耗然たる耕地地割と,LりそれJt鹿群と#･薬をはりめぐらせている｡(17

班田制で与えられた1人当Dの口分田は 1段 (1区画を2つ合わせたもの)であった｡しかし

段とい う単位は大化の改新のとき始めて現われた卑近であ少大陸VCも存在 しない｡米倉氏による

と ｢水田にあって1区画の作業は 1日で終ることが.温まLL,Q壮T l人の作東能力は田雌え1段

徐卓 1- 1.6段 ,田刈5畝 ,牛VCよる光起し1枚余といわれ '水田栽培技術の面から見ても段は

坤位面鏡として適当である｡ しかもこれはその田が上田T･あれば租を良担しつつ･ttT l人が 1年

の食棚を得るのに十分な面位である｡ 1段は人倒 1人柵の食櫨を供給し得る地故が前提となb栽

培条件などによb 'それの半分として決知 れたものであろうo｣15)と言われてVlる｡

足守の勘合も姦登別が施行されたであろ うことはほ 確ゞ実で杢al反マテ ,2反マチの多いの

はその杉呼と解すことがLh来るのではないかと.払う｡ もう一つ間組となろのは反別K:かいて1反

r 田が先か2反田が先かという開祖がある｡ この点忙ついては 1反田の方が先であ92反田は 1反

田が2つ一緒VCなb出来たものであるという脱の方が鐘いがまだはつきbしてない｡実施足守の

L 場合vcも r正捉岬 附 醐 夜郡上士鮒 舶 改胤 の中VEも1つの田を2つ又に 3つVC分割し

p たであろうと思われる例が20もあり一万 2つの土地を1つに合わせたという例はない｡ しかし

近年土地台帳等に見られるのは分刺された例はなく .1つに合韮された例のみい くらかみること

が出来る｡耕地の 1輩当Dの面&tも時代によb変化があるものと思われる｡ ､

ト
r
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筋3衰 小字別の耕地の広さと蛋数

上土田村田畠改帳の部
(正保頃と現在の比較 )

I 字 名 !輩故 田畑面梯 平均面&t f 字 名 輩政 甜栂面必 平均面接

角 田 2 町反畝1.1.22 町反畝5.26 寺 の 前 6 6.21 1.03

赤 田 7 7_9.01 1.1.09.く9はやし 20 3.6.09 1.24

さいの もと 6 4.1.18 6.28lつ じf 18 8.3,22 4.1LI

く ぼ た 19 1.3.6.ll 7.06 川 庶 4 5.4.27 1.3.22

同所堂の前 ll 8.9.03 8.03 い の し b 34 1.1.0.ll 3.O7

た か た 10 9.5.21 9.17 小 計 l(349.一2_5.1.0.l3) (7.ll)

壁__ 也 14 1.4.4.23 1.0.10 l

え び の 田 10 1.0.7.04 1_0.21 & *

- ■日 免 7 7.9.06 1.I.u9しこL,1た わ 4 2.21 20

庄 ざ か _A 5 6.a.09 1.0.19 ぬ ち 9億 1 7.09 7.091,19岩 崎 13 1.7.LU6 1.3.05 くDばやし 12 1.9.24
志こいたわ 3 1.3山3 4.ll I他 の 下 16 2.3.08 1.⊥3

同所道の上 9 5.6.26 6.OG 川 .町 2 3.22 1.36

｣工_甥 _田 10 8_2.17 8.08

は す ま も 9 8.6.23 9.16 開きの分

八 反 田 9 9.1.23 lUー06 しこい たわ 18 1_6.1 O 27i杉の 坪 10 8_9.09 8ー28 しようほん谷 71 3.1 6 '15西の脇9 8.8.03 9.23 地蔚のこうげ 17 1.2.24 22ふる屋敷16 1.SA.14 &1三三 壕 の も と 1(I ⊥0.15 22同所市崎7 6.1.Ol 8.21l水 落 塊 18! 1.6.12 27三川屋'_す20. I1.6.7.02 7.26 ひろ こ うげ l24 2,1.04 27道のまえ5 l2.9.01 624 さるば□ 1 0.15 15しみさこI3 1.4.26 4.28しみさこ314.2.29 1.ll

Lb_聖空杢'l庄 の 戚 3 2.3.27 7.29さるばll I1_1.19 1.O27 6_7.13 9.19 池 の 内 37 3.3.01 27
症 の日10 8.9.29 8.29 寺の さわ b 7 827ー 1.Og
症のはな1 4.O6 4.06川 L炭ll1.524.1.13
さるば6 2.8.06 4.21iさ る ばI 191.4.OO 22
地の下i5 6ー1,05 1.等UW 計 590,2.7.7.4.2314,21
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上土田土地台帳の部

｢寺 ｢ 車 r#& 田畑面凍 平均面拙 IlJr 字 名 輩数 t EB畑甜 平均面i/-lt

下 川 田】 1 25! 25 鶴 免 9I 9.3.07 LO.ll

井 手 尻 13 -1_4_0.16 lーOB4 下 沢 田上 1l1.1.7.05 1.0_19

川 原 22 2.1.L22 9.19 三 反 地 23 1.9.4.15 8.13

大 川 田 7 1_7.22 ⊥1.03 岩 崎 7 5.4.27 7.25

猪 の 尻 ll 7.5.ll 6.26 上 沢 田 21 1.1.7.22 5.18

オ の 元 9 9.6.04 1.OBO 市 特 殊 10 4.6.15 4.19

｣中 田 ll 8.8.14 &01 前 田 14 7,7.22 5.16

角 田 1 9.01 9.01,虚 数 3 5.29 1.29

辻 l ll 2.2.ll 2.01 腔 の 札 27 1.7,9_ll 6.19

槻 磯 ll 1.1.6.O5 1_(J.14l顕 職 尻 17 8.8.05 5.05

仁 亡 脇 lU 1.0.7.10 1.0.22 北 井 田 353 I_2.6.05 3.18

杉 の 坪 9 1.0.8.25 1.2.03 通 し開 き他の 内 7.19 q{1可

崇 甘 12L2.8.261.rJ.22 5 1.7.12乱14515.7.rJGI.1.13信音-J鳩■l1,0.18 1.15

庄 田3乱6.13 ].au°｢■~地裁 コ クゲ10.23023
成 下 9.3.&05 4.()7 栗 林 91.4.06-.11.17;
上 松 ノ 木 27 4.9.Ul 1.24iヌ メ .) 岩 f一 ｢｢32_O.186.26
上 川 田 2i 2.3.051.1.1,i 凝 場 i l….6.O56_05
下 6 6.1.16 1.r).07i康桃 の内 ! 5l 仁 一9.00 1.24
高 田 4 4.8.16 1.2.04l緒 血 坂 1:2 .'L3'28 2.25

杉 の 坪 9 1.0.8.25 1.2.03 通 し開 き 3 7.19 2.16

崇 廿 12L2.8.261.rJ.22他の 内 5 1.7.12Ia14l5ー5.7.rJG' I.1.13信音-J鳩■l1,0.18 1.15

庄 田3乱6.13 ].au°｢■~地裁 コ クゲ10.23023
成 下 9.3.&05 4.()7 栗 林 91.4.061.17
上 松 ノ 木 27 4.9.Ul 1.24iヌ メ .) 岩 ｢｢t 3一 2_O.186.26
上 川 田下 2■ 2.3.051.1.1,i 凝 場 i l…6.O56_05

6 6.1.16 1.r).073康脚 色の内 ! 5l 9.00.'L3'28 1.24
高 田 4 4.8.16 1.2.04 緒 血 坂 ･{ 2.25
塵 の 前 10 LO.3.23 1.O.ll 虚 血 32! 6.4,281I 2.01
八 反 田 ll 1.0.3.19 9.13

藩 町 12 I.a.9.u9 9.O.1 合 旨† 511I 3.5.1.4.05 6.26
福 地 18 1.5.9,03 8.25!A

一手 ㌃完｢一l5.0ー25 L2.21l
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古 屋 土地 台 帳

字 名 壬数 由畑面崩 平均面松 字 名 整数 田畑面掛 平均面郡

西 前 田 19 2_8.1.05 給 田 15 1.1.3.00

四 反 地 14 1.L9.03 和 神楽 由 ･10 1.1.7.18

庄 田 10 1.3_Log 上 キ ジ 取 ~7 1.1,9.12

太 田 8 9.8.26 下 キ ジ 取 8 9.4.07

志 赤 田七 曲 b 9 1..2_9.03 横 田 4 9.3.1819 2.6.0.17 荒 木 6 9.723

束 前 田 15 1.6.5.27 魚 中 7 8.80.4

埋 レ 26l 1.9.L14 丸 田 14 2.1.6,21

宮 西 5l 2.5.24 下 稗 田 8 1.2_6_18

福 ツ ゲ 8 1.0.3.23 上 梓 _田 6 1_1.6_14

法 量 6 6.5｣27 桂 元 ll 1.4.9.13

下 七 曲.9 6 1.0ー4.ll ~関 前 22 2.3.1.09

!雨リ ヲ 7 9_8.06 下 川 用 12 8_2,22

乙 多 見 方 ll 1.3.3.09 1跡 ケ 坪 4 &4ユ8

I河 原 堂 ll 1.0.3.18 松 の 木 1 9 ⊥.L7.04

宮 前 19 L7.4.06 七 ウ 49 2.1.1,O9

正 上l 1 6.20 上 川 田 18 1.4.6.10
構 前 EEl 10 9.1.22 地 裁 元 9 1_0.6.00

佳 古 田 10 9.525 l寺 . 秤 17 1.L4.19

十 5 9.529 茶 木 場 '4 2.2.12

方 プ ケ 12 1.2.3.15 lいと 浦 18 1_7.0.00

｢千 田 8 1.2.1.26 I!煉 本 6 5.6.21 l

金 遭 道 12 1･0･2108 ,合 計 63O 6･6･8･024 1･t)･21
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妨3表及び第 4表をみると分るようVC典aU.的な灸堕地帯では平均は i'1反で条里詣J他行当時の

1反 というのと一致するが上土田の場合は 4畝 21歩と6畝 26渉とかなb相違がある｡ しかし

検地帳の場合も也と分と開きL'7)分を[:,::くと平均7畝 11少忙 な17,1反に近いものがかなbある｡

又との上土田にも田の多い所と山の多い所があbI和音で比 1反に近い所が多 く山がかった所では

平均面助が小さくなっていると思われるO従って炎選別が典型的に施行された所では 1反平均の

所が多いのではないかと思われる.又時代的にみると(ここでは江戸時代と現在でくわしいこと

は分らないので砥論を出すことr:lul来ないが )｡ この市村に出てVlる触b余力変化がなvlと言え

ると思う｡ただ'同じ字名が残っている所を比較してみると平地のEflの多い所では耕地の平均面鎖

V:1小さくなっている｡つまり土地の細分化 が行われてIJlるが山がかった所では平均面崩は大 きく

なっている傾向があることV(C気がつ く｡但し前忙 もふれた ようi/Cこれだけの狩科で結論を出す こ

とは山東か へし,出したとしても誤Dの多いものとなる危険があるのでことで比その7tiにして

か く■

次に描混絹水路等との槻旅をみてゆこう｡一口にいって条里との関係が深く畦畔 ､栴準の位悦

は今日でも灸里とよく一致していると言えると思う｡渦聴用水路は土地の傾斜と密接な幽係をも

つのは当然であるが水田鹿常の場合は補液用水路 ,瞳畔の配g_は同一の間順をとD,用水路は耕

地の短辺にそって蛙畔をこえてそのrL引hTJを支配するのが点も理想的である｡

l

I I

‖=
HHuUnW何
次
賂

足守の堪合 も大休 この政則VCあうようVC作られていると思われる｡ しかしこの戚別は平地の場

合においてよく適合するものと恩われ傾斜地では傾斜の方が強く影響すると考えられる｡足守の

勧告第 4凶のi&bであるが条里の.&忙沿って麗畔 .鞘架がつくられている様子がよく分る｡この

用水路を大体傾斜vcrF7'って北から南へ束から甜-耽れている｡足守JIlの水が大井のjZlbから ･取

b入れられている｡ この収b入れの水路が足守の旧水路に当ってVlるといわれてVlるが碓か な こ
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と性分ら貴いo水はよほどの干轡でない限b十分であD,特に近年泉谷池(足守)I止淡のダム)

が出来てからはほとんど渇水の心配はなくなったO但し足守川の水比旧足守街道の西側で利用さ

れ .東側では屯王池.,その他の地の水をf-I)JRしている.

没後に雛落と出地との則係というような所からみてゆこう｡第 3図にかいて同じ印をつけた田

は同一人の所有する田と宅地との関係を示したものであD,これでみても分るように排他と宅地

との距離はかなbあbしかも耕地は同じ場所に集っているのでTrくかな9あちこちに分散している

る.後に集落の所でもふれるが集落は山放線にそって存在し耕地は離れて大体集って存在 し各曲

家とも数 100メー トルも柾れた耕地まで動作 をするため-こ出てゆくO土地の人は広い所を ｢か

き｣とよんでいる )出家の人々比不位さを弛めているが宅地を ｢かき｣に建てようという考え

はもっていなようである｡理由としては今までの家をすてるわけにはゆかず又.rおき｣に家をた

でること比それだけ耕地をつぶすことになるからである ハ文題巨地があちこちに分徽 しているが

(耕作者の入b組んだ所を土地の人は ｢入作｣とよんでいるD )又労働力との別保をみると普段

は家族の労働力で政賛経常を行い ,地袋軌R:は数人の朋人を入れているという例が多い｡ しかも

この辺Dでは交通の位もよい所から都市-のiB働 者が多 く若い人は外へ出てしまて ,壬として中

年以上の人が巡業を営んでいるようであるO

-例をあげると第 4表のようであるが労働力はほとんど家族労働でまかないとの虹の規模の良

家で2-3人いれているようである｡

(州き込みによる｡従って数字は大体の数字)

第 4 衷 耕 地 分 散 と 労 働 力 の 幽 係

⊥
-

叫I

l

耕 地 面

A l町_｣._ __二

五
一
C

D

糊

…

lE l町 2反

l
_J
t.

-

22

2

■-~･l▼ー

30012
.

7-----I.
｣一一-一･一一一一【一一L-L
:
l, ▼

大体以上見てきたようを様子であるがもちろん比家の人も全面的に満足しているのではなく間鹿

が残されている｡例えば耕地の交換分合をして経営の能翠を上げたV}と望んでいるが現状ではさ
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b期待比もてなレも 又経営能率を上げる方法として俵糖化をあげているが ,これも現状では畦畔

の狭少をいうことが大きな欠陥とTu:っているD曲家の人 もせめて リヤカーの滴る位のRiJがついた

らと貰っている｡ このよう7Tr,氏が今後に残された開院となろうB

2.条里地帯にかける集落

以上のみてたような仕業地帯にかける典落はどんTr形をとっているであろうかO足守南部の広

い水田地帯には新 しV>家が二軒あるので集落は中を除いて全て山猿 に治って立地 しているO凌ぜ

このような集落分布になったのであろうか｡この点忙ついて考えてゆきたいO地図をみれば分る

ように大きくみると北に足守の町がろb山奴に沿って乗客 .冠 .南牧 ,七弟 ,新田上土田 ,叉国
(A)よな

状地状デルタの上に中村の八つの嫌落があり,V>わゆる塊状村 (Hatlfend.orf)のようを形

をとっているO これからCz)如渚は大きく分けると二つ即ち両氏湧水線 ,及び瓦封大地デルタの上の

自然発生的な集落に分けられると思うO先づ山鹿托沿う軸繁忙つVlて考えてみよう ｡一切如勺を嶺

渚立地に1 巧みみると自然発生的仁集･GIi先づ洪杭丘隊や台地面さらに山牡軌 河津段丘海神横顔

状地の嫡流や頂端がまずひらけ ,稲作の督及によb雄藩も押紙低地(:Cも立地するようになってく

るD足守 も集落もこの横frf∃然発生的な弟鞍と同一発列のものとみそすことが出来ると思うO足

守町の中心(,C当る上足守o妹渚は上納大地1)げ ルクのLJJ.llt,C立地 した谷口軸港をみることが出来る

しかし頼政仲代以揃にかいて(r土足守川はもつと西の7J-LD出際(J'C沿って流れていたようであ9従っ

て足守のdJ!･拓も･山際に立地 していたと考えられる.足守が現在のよう在位且にうつったのは藩政

時代以後でその後藩政の中心として今日-のように大きくなったものと思われるL､従って以前の共

済は他の典落(前出 6つの攻落)と同じ性格の裂溝 であるとみTJ:すことが出来ると思うO

古い相 でのこと比よく分らないが苗応元年の備中は足守荘即 こよると人家L･ま平地の田の中(I,Cも数
(7)

軒みられるが家は大体東部や北部のLL鵬及び如庁削1I(EIJJ.7八浦山(宮山)の鎚に多 く殊射 ヒ西

o大井Jl佑1-3-吉山山放付近(/C布袋しているOとのま塙紛 科 1今日のそれと湖似してかi)本Fr(M Ci

は,iW 変化していT=い｡雄藩立地に政 も正要夜空窯となるのは水で去るがこのような地形の所は

I･L舵の頓斜変換線に沿う沸水線に当b水が柑やす くしかも災脊 (特に水苔 )rまぬかれることが

出来る､水仕飲料水と榔漉用水とに分けられるが両方とも蛙留である｡織成用水もよほどの早ば

つでもない限b水(,i:困ることはないといわれているO水の瓜は盤富であるが一部ではいわゆるか

かす水が出る所もあるようであるo rltlさとDに上ると上土田の一部 (こ こでは共同で水崩をひい

てV>る家もあるO )又宮下の付近父上足守の足守川の左岸や下足守の田の中でも-郡かなけ水が

出ると嘗うことであるoLかLEf衛生活にさしフ かえるというほどのものでは淀hようであるD

次に日当りについてみるとこれらの集落を一つに･iとめて言うことは出来ないが全部の典港が南
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漣に立地 していないし多 くは西の粒に沿ってあるので日当Dの師では必ずしも十分ではないよ)

であるQ矧′こ冬rLかいてEIA雌 は著るし く少くなるという与とである｡ しかし風啓 (華に台風 )

をさけるには都合が よいが凧は余b大きな要素ではない｡叉旧足守街道と足守川との間の水田地

神には家はほとんどないO (現在 2軒のみ)これは洪水の啓からまぬがれるということが大き改

原因となっているように思うo足守川の旧河道についてはよく分らない｡ (これについては自然

剤境の項金牌)しかし相当な泡"であったらしく旧河道といわれる所が広 く多 く存在している｡

しかしこの付近は水吐得られやすく,気峡も温和であbその他自然的条件 ,社会的条件にも恵ま

れた所であると冒えると思うQ次に闘状地状デルタ上の中村についてはとの集落の起源 ,性格は､

よく分 ら,lLや軸､つての足守川の自然塵取 ヒに出 した雄落であるということが言えるであろうO

現在の中村をみると気付くように部落の実車から二つに分かれ東中村は下足守村 ,小字中村であ

D西中村は東阿曽相に馬している｡そ して東中村の人はほとんど東の ｢かき｣に田を所有してか

bそ こへ耕作に出かけている｡ポー 1)ソグの払衆も東と西とではやや異b文題田が中村の中心の

道路に沿って多 く存在しているo Lかも氏神も光中村の方は足守の八幡神社であb,西中村は阿

曽の典故神社である｡さらに前言己足守溢魔の模写したものがあり足守川の本流の他にもう1本小

さい流れがかいてある｡

この小さ'1流れは避田のある低湿地で旧河道に相当すると思わTLる｡つまりかつては河がそこ

を流れていてそれが行政間の境界線とされたのではIlいかと思われる｡ (古くは山JP川のような

自然的境界韻が多く使われている.:)ところが級に足守川の河道に変動がありつまり当時より東

(こ寄り今日のよう'1形に+i.1たものと思われる｡

しかしポーー)./グの結集からも自然攻防と陵背湿地上の変化がか'j:りあったと考えられる.中

村がかつての足守川の自然粧防上に37_地 した雄藩であったろうことはは 疑ゞいが,iいと思う｡

以上主として自他的条件に重点をおいて旦良落立地をみてきたが立地条件としては歴史的社会的

を条件も大きを要因となすがここでは歴史的条件の-つとして条里制を取り上げてみたいと思うQ

条里制については前に一部ふれたが条里制の施行されたととは酪並のエ5枚ととと共に次の -ラ
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な理由からほほ確実であると思うQつまb盤然たる拙 El状甲土地割や道路網の存在 ,坪地名の

残ってV･ること,さらに前途の細石元年(1169年)の足守荘古図には四方の砺 毛があb-大中

帯転良性 石抑圧堺坪田一条六叩 F̂ 永宗坪未申壌示｣とあるOとの粂Tb呼称は月姻 卿 園にも

みられる｡ これについて石田先生は ｢足守の荘別図の出来たのは 1169年で守鮮 血頭教徒ql以揃

に粂丁地割が足守川沈域の鵬中一群に存在していたと考えねばならないn このように考えると永

u床の批判(くわしくQ:1青仰郡史中巻 1279項金牌)は当らないといってよかろう｡ 6町耽方

すなわち1里内の呼称はどうあっても条里制施行を証拠づける頚料たbうる｡｣(9)といわれ

て卦b条里制の施行されたことは敷いなくO足守の条里舷月贈S郷阿曽郷の延長とみをすことが出

来るであろう｡足守の南VCある1の坪の地名がうまい具合に｢致するa これは航空写其からもよ

く分る｡坪並みは右下端を起点とする柄行平行式である｡ (第5図金胸)

との条里制は土地剖のみでをく宅地

割も行われたとされてかb整然たる

削噺村であったとされているu

(例えば幾内の条里集落の図を参加 )

従って足守も粂塾側が施行された

とすると自然発生的な村落形態を示

すエDも計画的に設定された村落の

形態を示す ものと考えられるOしか

し実膜には前にのべたように自然苑

生的な集落形態をと-ってVlる.がと

服
部
称
Q
基
線

と

Z
致

第 5図坪並み

一一の坪

∫! 36l 20 35 34 33 32 3129 28 . 27 26 35

6 -2- 23 22 21 20 19

18 17 16 15 14 13

の点について比米食氏の前掲串に ｢村落は山地や助 1'平地Ee:臨むようを所で(rlその接線に先史

時代以来の立地を舶鋭 してその切所を改頗されたのであろうo平担地で比原始村落は自然堤坊の

i:うな僅かな福地に立地していたであろうがここに条里地割が施行されると村落の故地も例外75:

く全て 1町区画がrl適するとととなb村落の形状が変化をうけたであろう｡｣ (10)とある｡

このことを足守の場合vcあて比めて考えると今日のような雑粉 布とIなったことがうそづけるの

で技をいかと思われる｡

以上を要約すると足守の南部に当る所に集塵制が施行されたことはほi'確実でありそれが

1300年をへた今日でも地割･曲集 ,集落にも深い的係-J=d:もち,しらずしらずのうちに人々の

生活の中に入りとんできている｡その偉大な膨辞力 .設速力にかどろくほかは凌いQ

(終り)

-96-



注(1)第 1図比この付近(上足守 ,下足守の⊥鄭)の地籍図(切絵図)(緒尺大体 600 分の り

及び土地台帳を利用して作った図である｡ (但し実物はずれがあb必ず しもびったJ)と結び合

わす ことが出来ないので .私自身で手 を加えたことをことわってかきます｡

(2) 石田先生の辞銭 エD,但し岡山県の場合

(3) ｢明治以後vcおける盛典技術の発速｣轟周

(4) 当時か単位としては段の下VCは代が使われていたO代の下は歩であa36歩が6代 .50代

が一反であるOなかこれVCついてはその他の参考や彦屑

t5) 米倉二郎 ｢巣箱の歴史地理｣

(6) ｢僻中国間夜郡上土 田村田畠改岨J(頼政示一民税文礎)は正錐 3年から寛文 12年 まで

のものである｡又上田 '中田 '下田 '下々田,上島 ,中畠 .下島 ,下々島の区別が してあった

が これを一つVCまとめて的した ものである｡又町政228S 畝 27娘 であるが訣み違いか写 し

違いかVCよ99畝3歩の追いが出た｡ .

又これは6尺5寸竿にて検地 したとあるO

従って数字 よb実収はやゝ大きいとVlうことになるo

｢上土田土地台帳｣では田 ,晶のみを取 b出したD これは前の田畠改蝦と比峻するためであ

るo従って田島のない小字は除いてある｡

高屋の土地台帳は (先や安藤 さんのEF料を利用させていただいた.

(7)実物は神護寺に国宝としてnTT戒されているo

(8)写荘第2賓第 1節の写其

(9)石田寛論文 ｢備中の条里｣ ヽ

(70) 米倉二郎前掲1Bp20参府
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牙 四 飾 市 場 集 落

足守川が平坦郡に出ようとするところ.すなわち谷口に大井 .足守の二つの集落があD,かな

b秘策的讃能を果した町であるO大井と足守は位匠からいえば谷口雄藩であ9.谷口bLi蕗の常と

してその債れた位促の故に市場雄藩として近姉に知られていた ,しかもとe)二つの町はなか攻か

完全に一体にならず双子町(twin city)であ洗

足守韓か足守陳鹿町の瑞光-,k保放し.足守が商茶杓に大井を圧倒していた炎を歴史的侵E;A,-)のIfI

で述べてきたところである｡椿の妹誰を触れた足守の布鞄は哀過し,中心は大井へと移行して1:J'.

くのであるが ,上之町 .下部 q.の街路沿いの家海の両難の移b没りi:示せば牙9嘉のとおi)で ,

うたた今昔の感あDというところであるO (石 田 寛)
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無
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無 職

宿 屋

医 者

雑 貨 店

■J
JI-_J
J▼Jf

第9真

上足守上の町下の町耐昌の文選

谷口集落の商業 ,市場塊蕗は r= ･八 .五 ･十の市｣vc紫中的忙表現されているO

三八五十の市 t

l･三八五十の市の盛兼

r三八の市｣及びrr五十の市｣の発生鬼面仕 ,壮っきbとは知られないし,又 E ･八.玉.十

の市｣となったのも古い昔のことらしく定かではないり江戸噺 モ後机 市は足守で開かれてVlて

当時ナで忙r三八五十の市｣と在っていたo これが明治の廃藩置県と同峰に現上足守の腎井町

(iB称古着酌 へ移った｡ この頃から加 糖Bg･細 速に発展し,ねこ串が ら中串 ,大八串の出現

と■をb,市吸が道路上で開かれる為に人と品物 とがごった返すよう(,CなってきたO更tR:局中の出

現によって危険性を有秒 るように夜D .行政当局から前の閉鎖をせまられたD当噂すでに足守以

北の人々が市場迄わざわざLLrを下って来るのを渋力辻'.Lた為vcl中lllh人が山を登っていく儒向に

あった｡これら色々の理由から,市に関係ある問屋が組合を作D新しく大井に｣二地 を只い ,そこ

に市を開くこととした｡大佐これが明治 20- 1年頃迄の鮭且であD以錐市は放坂道拭 くことに
なる｡

2･大井P:おける市の盛衰

Tiず場所壮 ･東は現大井′J嘩 校前の適路上から北は日近への分れ道に至る桶附近 ,さらに南は

梅谷への登b口にTzる橋迄の道路上 と道の南側の細長い空地 .(間鼠組合が叉ったという土地 )

のか夜b広い範紬であった｡ (オ 占図金牌 )

●
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三八五十の中でも.五と十の日は本市と呼ばれ速

く両紙下軒 F.沙突 ,笠岡 ,′J､偏等から仲j:Utい が

海産物を持ってきた.北の見解 ,有喋 ,小森温泉附

近 ,大和方面からは生故老が柵 ,莱 ,緋 ,材木 .

熊材 ●青紫物を持って集ま.,て来た｡彼等は12-

5蚊の品物を凧/C何十人もの者が行列を成して山を
いちぴちさ

下って来たも,Dだった｡彼等は胡7IHj=の市B'Flさに到

着すべ く夜中から4-5里のLLl道を_･下って来たa

1日商ったのち酒を臨け ,酔いしれて所かまわず道路忙搬てしまうnそれを見かけた附近,i,人達

紘,そっとこもや布凪をかけてやL),泥酔者は朝まで喪でいたというのはいとものどか蟻 であ

った.

三 ･八市は ,五 ･十の市軽侮やかで抹なく附近の人々の雑まbKよる市であった｡

当時の剛軌 ま2- 5軒あ9.また仲Flい人が20人位いたらしいoかって4代 目の問屋を営ん

でおられたH氏技,自転串購入前は工的己で得意先の岡山,玉島 ,毅臣町 .下津井 ,早島方面e)仲

兄い腐,J=C_r･廻って梅酸物を仕入れておられた｡明的43-44年頃はじめてL削iJと有数に自転革店

ができた侍.H氏は足守で初めで自転串を郁入し海産物の仲TLいの為に使用した.軌5I削こ山充

L仲兄商を担って夜十時頃帰って来 くるという柵力的液働きぶi)をしていたD逆に習えばそれは

Ff1-がさかんであったということであろうoLかし市の隆盛は大正 10年EI3-迄であった｡そのきっ

かけはHJ毛の間良縦 妓上にあるoH氏郎 敵 の理由として①脊果物の取扱いは技術が要するの

で誰でもはでき紬 .②取引相軍が仲兄い商のほかに,山拓もいたので(註)取引きに雌 志の

強固さが聖水されたこと等であるOとの為(,d中只小海に対する問屋の働きかけが就小したことと.

加えて交満城牌の発泡う;大きな要躯となっているOこうして段々とTILiは哀致してit-'-･き機中統制で

その路止符を打つこととなった.

5戦後のうこき

執後やがて役晴の動きがあったが ,月並fhl掛軸までに比いたらず結局のところ盆市と蕃市と祭

礼市のみであった∩

盆前.盆に使う品物として南 瓜.そう知 .しいたけ .千びよう.高野豆腐 .西瓜等が先見され

た｡

蕃市･ぶb市 ･12月25日に開かれたO これU.正月用品の取引が主で ,戦前はとても盛ん
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●●
だったらしく,と(,Cかくぶbを叉わなければ正月が来たhと貰われたものだったQ この傾向は今

も残されている0

位後に祭市は魚市と呼ばれ熱軌品が扱われた,,

だがこれらは昔に比べるとひっそbしたもので市らしいもの比 ,ぶ り市位のものである｡ こう,1･

ったのは｡載争時にL･ける統制権済ともう 1つ大き'it彰書として考えられるのは農協である｡農

協が'E3産物を 1まとめftして消資地へ直送する様になった為であるO

との小突は .土地の産物の長所例えば.午努 ,巽など外観は恕 くても質がよいことで親しまれ

ていたということ等 ,この長所を穀すことlこも,=っている｡ それが為に生産地がその栽培を止める

ことCrcもなDつつある現状であるO

(註) Ll｣儀について

当呼披等は1家族単位に山のLkL′J､畠に住み竹細工を生業とし,竹を迫って全国を移住していたO

生漁が苦 しくなればil.の産物を掠零したので恐れられていた｡

(石 丑 庚 史)

1. 十二本木の丑挽

往時の有様を想像しながら,向にさらされむやみに石を突出されている赤土の′j､径を .松林の

奥-塊へとjjiを進めてい くと. ｢途中急坂あれど尾椴は平らかなb｣のことばどおD,眺望のき

く平助地に出る｡左手に盈神社本軌 _L佐魁 し,右手に金山を眺め .そのふもとに散在する字姐

の部落を眼下llc見て ,故人もそうしたであろう深い吐息をつぐのであるO山頂のこんもilした所

がEIE付地である｡

｢榔現宮｣と彫られた鳥居を入ると ,正面に智明壬生が ,それエ如まんの鹿が苗 く薬玉堂が右

手に正-uIBを向けてい).''｡岩田村弘に比 ｢智明王墓 ,香/JJl.'i郡岩田村大字山ノ上字十二本木 本噂

智明王菩薩 ,永和 4年 4月24日fj比 ,範玉堂 ,音別'榔 岩田軒大字山の上字十=本木 本初 粟

王菩薩 元練元年 4月 24日食l比 日4:(宋 智明玉堂 薬玉笠井に毎年 4月 24日･8月 15

日を縁日として祭典-k催していたが ,新崎を使用するようになって5月15日･9月 15日に改

め牛馬の神として豊放あらたかなb･年二度の祭礼(･Eは参詣者多数にして住･物等あ朗 巨常に眼か

であったが ,今日金箱老少 く如 つつあり,｣と記叔されている｡智明王堂は南向きで備中に ,
I

楽王室は東向きで備前に面しているのだが ,同一場所に拙現宮が二つあるというのは珍 しいこと
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である｡ こ がゝ僻'nTJ,備中の国穂であb 倒 す法華勢力の西の限罪である･TJlがわかる｡

今比 .うっそうたる保安林LJ'C閉まれ 比暗 LがきかをL̂が .児島帝が一望の下に見えた時代が

あったのである0倍だ綿叫 DO界の十二本木比JJ'揃 ･'J'.-沖 のどちらからでも見え ,現光地の如き

ものであった｡人々は牛市の為だけでなく,慰安をも;Rめて集まったのであろう｡推現宮の西側

に 280刀コースがひける程度の広域があi).数日一潔の牛がこれを埋め尽 くしたのが .今は松林

で偲ぶべ くもをhoしかし･智明王墓の正所VCは,｢明治24年卯年ノ1月 15日｣ と日附を彫

った ｢牛e) ｣があ9,又 ,その稚内の喚.輿王墓との境の所に,同じく明治24年に機

徒に上って建てられた地裁才;あるOこれらは･その当時の人々の牛に刈する強い勲:urfを表わして

いるものと云えエ5D

2. 牛市の性格

t'1) 野上げ牛

筋述した r岩田村誌｣では,春市が新.苛の 5月 15日,秋市は同じく9月 15日とをって

いる｡これを現地の人達の話によD..LW 下げて考えていくと.十二本木市LrlJ投に考えら

れる rk リ市｣の如きものではTEh｡つ1.約 十二本木牛市を特色づけるものは野上げ牛(又

はかい上げ牛 )であるO との野上げ牛i･交換するJAが牛市で ,牛馬の神といわれるnTJ･記の2

つの稚現宮の練日と結びつthて行なわれ刀 ね こ でゝいう野上げ牛というのは .県南部から

新田牛をかい上げてきて,夏05ケ月l確 を旧岩田村;LIc中心として足部 Tの比較的貧しいEt

家灯鰍す,秋のjrrib入れ時糊には ,また .南部へつれて帰る牛のことであるO牛を湖 ける時

糊や返す糊蜘 :板目と｢致すれば ,その場で頂けたD,返した少するのであるが ,これは決

して一様ではなかった｡時期については大休 2王酌 であbその一つはEEl植え前にやってくる

もので,南部の汚ftを軒別 ノてから早ければ 占月 10Elから22日頃につれてきて ,足守で

田植えをするのであるO今一つは ,すでに田抱えを済ましてしまった7月 10日頃に南部の

田柾えをしてから･r･Bけ忙来るのであるDこのようI,CffIけるの忙早い遅いがあれば .当然秋返

えナ時期も2つに分けられるO即ち早 く来た牛は盤まき前の9月中旬頃に返えし,後者は来

せ卓抜 ,卦そ くて 11月頃に比返えしていたQ

野上げ牛性県南部からくるのであるが ,どうい5地域か詳しくみてみると.lJfiさとDに上

れば多 くは妹尾 .瀬戸･圧村 '頻徐村などからつれて竜,遠く児払半島から,はては自石島

の方からも柏けに来ていたとい?｡これら恥両軸 ､らだけではなく,すぐ東隣少の御津郡 ･

即ち加茂川町,御津町 ,陣痛町 ,金J川町.芋垣村 .字甘 .野谷等の方面からも野上げにやっ

- 102-



てきていたO次に ,野上げ牛を預る地域についてであるが大体足守町全域にわたっており.Ci近

岩田 .欄谷 ,大井等の虚家で総長(瑚かっていたOその中でも,杉谷 ･共晶･石襲 ･山の上等は

藩政噺 モ天頂であって姓氏は貧困だったので ,掛 仁多かったというO

今まで述べてきた野上げをする地域綻 ,オ五図の ｢体現官の信者の分布｣とはぼ｢致するO

再び預かる例についてであるが ,どういう階層の良家が･和かっていたかを ,十二本木を少し南

に下ったところの旧岩田村の石泰を例にとってみてみようO右葉は谷間の水田をはさんで ,西側

にIr3:,その谷間を盗んで点々と家が立ち並び .東側の山をひと払えすれば御幹部に入るといE)国

境に位置しておD ,畑 ･大西 ･日向 ･矢金のナつの′ト字から成っているn 細長い部落である ,全

戸数 52戸中 ,来襲鹿家が6戸 ,出稼ぎをしたb.長男 ･次男 ･娘等が勧めているという家が

12戸で他の曲家は盤業だけに斬っているO こういう部落で野上げ牛を渦かっていたiili家は全体

の48好で約半数あD.中でも畑部落は72頭という満軍である｡ (第 6表)n

これら野上げ鹿家の水田や山林の
牙 6衰 部落別托みた野上げ放課

r-叩 J--p-～ ｢■ ~l ~十 r一叫- 1

･部 落 名k- l 野上げを頂かる良家 ;_-一･.一一.■__一
I.貯 放 ]戸数 r蒜 対する割合 勿l

j畑部 落 14 18 72

Z大 西 部 落 18 I8 i 44

. 日 向 部 落 i11 4 56矢金部 落 . 9 5 55

(溢蒔氏 提供)

所有状況をみるとオ 2表の如 くにな

るO連勝氏からの聞き取Dに基すい

て作成したもの)o先ず全体的にみ

ると.野上げ牛をあづかる虚家が半

分といえる｡畑部落だけは ,大木板

の姓家が絹っていたといえるOまた ,

水田と自作地の項で過去と現在とを

比べてみて野上げ牛捕b出家よi)野

上げ牛を拘らぬ拙家の方が .所有耕

地がや 広ゝい｡この横に水田o場合

を考えただけで比野上げ牛預b胎 はこうだと断定できないのであるが .山林の項では約5反

の差がでてくる｡牛の項でもやゝ墨があり,野上げ出家では ,その dD車が非鹿野上げ拙家で

は89卓もが牛を所有している｡水田の項では明確でなかったことが山林 ,牛の項vcは野上げ

蝕勉 経済状況がよくないという串がよ(あらわれている｡ このことは ,卦 5表で野上げ娯家

紋 0- 4反が 44飾,5- 9反が 44歩で ,非財上げ戯家の万は5- 9反の鹿家が70串を占

めているという串からも明らかであるO

では .これら帯紙姓家の野上げ牛の飼育形態はどうであったろうか｡この地域は膏備胤疏南

部の肥育 .育成地稀で,南部から追い上げてきた新開牛を背成 して使役地帯に送るo新田牛は

1L
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春市から秋市にかけて夏期2･3ケ月をと､ですこすのだが.それらは放牧 という形をとら

ないで全べて卓効いやあ,A. 1年VC3回は刈れるとい)鹿畔の革や個人所有の山林の草で/r'

斜生した｡野上げ牛を多 く預った頃には1鼻先の山-もいとわず草刈DVC出かけていたとh

Do こうLt飼 i表具飼いの飼恥 .明治80年頃には一頭当92円 '昭和15年頃になる

と15円であった｡そして春市で預かる撫VC侍労を止せば中をたくさんとられるので百姓の

手に入るのはわずかになる｡だから,博労をわずらわさず直接取引さするものがあった｡博

労の方でも,十二本木牛市VCは参詣が主目的であ.,て,こ でゝ光ること総期待していなか っ

たらしho石室のあたbは,蚊が少なくて良く肥えるし ,その上 .育て方が上手だと静めら

れると博労を通さず直接vc取上げを穀みk:くる者もあった｡野上げ牛は ,預ける方と預かる

方との借用の問題である軸合が多 く.博労もその臥 方にtでは安住がもてず中に入るもの

もしだいに凍じてい.,た｡従って .反対に飼いカが悪 く良 く肥やしていないとなると飼貨を

くれない船倉もあったそ)である｡

こうした野上げ牛も春市や秋市には首点や付着で升飾.,て,南部の人 .足守の人 .特労等
I

に追われて,ぞ くぞくと十二本本山に集tってきていたのである｡その数約数 100顔で権

現宮の広串が牛でいっぱいになっていた｡こんなに多 くの牛が集まるのであるか6-.セ リ市

もなくはなかった〟が･･貫9人が非常に少なくほとんど意味をなさなかっ.たo唯個人的な売文

が行なわれていただけであった｡禿買上Dも絹 の神様vC>金力するのが大方の目的であっ

たO従って.牛の政にも増して人の数が多 く,周辺の人々が慰安を求めて上がってきていた

ともいえる｡｢レ､っはい飲む｣のが目的の人もあったてあろ)｡市の日には店ができ ｢あめ｣

を充 ,,ていたb,のぞき,かこや等があって付近の子供達はその日の来るのを楽しみにして

いたという｡ しかし,これらの店も定期市の喝だけで ,十二本木があまDにも高度Iこあb交

通不便なため,門前町にはなb得ず .現在家らしさものは一つもないとhう有様である｡

(J2,) 牛市の歴史的変遷

牛市の創始年代VCついては,r岩田村誌｣を綿集する瞭vc的係者の方々が随分卸研究され

たが ,なにしろ文献が皆無のため ,依然として不明である｡唯 ,両権現宮の&り立が1680

年代江戸時代中期になっていることがわかるのみで声る｡現地の人々からの細さ取少に上れ

ば般盛期は明治 2か年から80年頃であった｡汎述した地蔵の連立が明治24年であること

からも推測できることである｡盛んであったこの牛市が目に見えて衷過しはじめたのは昭和

10年頃からである｡しかし.それよbすっと以前 ,明治44年の家畜市鎗法の制定に上 っ

て家畜市船が統合盤理された'ttとも一つの遠因Vcを.,たであろう｡ちなみVC現勢沸立薄には
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大井市場 (現在細 の喪にその跡有b)しか記銘されていない｡それでも大正4･5年頃は

tだ盛んで血時が催される時もあったそうである｡また ,その当時,高梁軒軒 忙ヽ船･p.6車

で行っていたのであるが'昭和になって鉄道や トラ,ク輸送が発達し,交通不鍵を十二本木

を通bこして直接帯粂牛市に行くようにをD,こちらはしだいにすたれていったO こうした

時代の射 ヒ忙加えて昭和 7年(1932)は不紙 のどん底で,この経済状領が先遣への直接

の原因VCなったのである｡ この頃十二本木の権現宮には ,牛ならぬJt,yベンの姿がよく見ら

れたそうである○

こうした牛市の衆過に凧応して野上げ牛を勤 ､る農家 も全くなくなった｡現在は野菜作D

(きq>う少)これにとって代わっている｡野上げを追い上げてくる南部の農家にしても,6

月過ぎるとイ草を刈るため忙 しいので牛を預けていたのだが ,今は全ペて機械を使用するか

ら野上げをする必要がなくなったのである｡以前は十二本木が高所なるが故VC見紺らしがき

き .僅かの慰安を求めて人々が集まってきたのだが ,今日の如く自助卓輸送が発達すると ,

それが欠点となって表徴していった｡大山牛市VE於いても同様の現象が点 ってかD ,千度牛

市でも.明治･大正の頃にはその付近の人々は市の日以外は決 してjt･らなかったけれどもJ

現在では ,普通の日でも光.,てくれるようになったという｡以上見てきたエうに交通の発達

農集経営の改善 .農業の機材 ヒ.経済変動等が野上げ牛の盛衆VC大きな#讐力をも.,ていた

のである○

(3) 妙見山の牛市

妙見山というのは大山様といわれ,石妻の南 ,移谷というところにあって.十二歳木と同
寸オ｣ト7

じく術前･備中の国境に位性するO擦高約 300米の山である.京OFrtは日蓮宗なのだが天台

京･其吉宗等の破鐘もか参bするので八方他家といわれている｡妙見山の由来vcついては今

から約300年 ぐらい前 .今は岡山にも存在する日近の大詔株が.神戸の近 くの妙見様(,ここ

っていたので ｢野街の妙見の市別れ｣といわれ.ながら '輔高山に持って来たものである｡そ

してそこに寺を建立 し.大陰席の春 3月r16日と製 7月26日に奈Dを行ないその日には牛

市も鯛かれていたのである0 3a0頭以上もの牛が列をなして登っていたという｡

先に述べた十二本木牛市は ,野上げ牛の品評会的性格が強いのであるが .妙見山ではセ リ

市 も開かれ牛の充実は盛んであったらしい｡市の時期からして.十二本木では農繁期の直前

であるのVC対し.妙見山は早かったので牛の売れゆきも相当上かったという｡牛が連れて来

られた地域は .備中では苫山 ,山内.高尾 .小山等現在V)足守町全域.,高段町の一郎備前か

らも三和 .横尾等津市町,一宮町等広い範囲にわたっている｡ しかし.地域的には十二本木
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の方がもっと広範囲であって.このことが現在十二本木牛市の方が名を残している-うめ瓜

田であろう｡だが ,その盛況さに於vlては便劣はなく.祭の翌日に雨でも降れば ｢大山様の

牛糞流し｣と言われていたほどである｡又 .その叔盛時に性 .備中からの備中 くどきと,備

前からは四つ拍子の術前くどさとが蝿Dを戯hあい .店も開かれ .人 々を大vlに奥しませて

レヽたのである｡

この祭日には鯛蒔部落の家族の中の｢人 .特VC戸主が朝から山上の寺VCか参 bLで,午後

三時頃まで世間話等をして帰るそうである｡そ して牛膚守護 ,家内安全の木札と絵札をもら

って帰 ってくる｡現在では ,これらの札を寺では祭EIVC売るという｡お札は三種あるのだが

それらを第 6図に示 してみよう｡ 一L･-I
l
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第 6 図

過去vcかVlて.盛況をきわめた妙見山の牛市が赦 してvllたのは ,前にも述べた様VC交通

の発達や畜産組合の設鰹などによD,牛の売買が非常VC自由に出来るようにを.,た故である｡

現在か祭bだけは行なわれているがそれも大変淋しいものであるという｡
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肖 .大山様の由来について先に触れておいたが ,それらV,:つレ､ては大山桜の rid去帖｣が

詳しく記繊しているので ●頗後にこれlL･掲げ でか (｡

過去帖文序
■I

夫欲令衆生迷入仏道報大小思自他差別依正宛然兵｡ '
l

萄粕近穎遠別本因果回申成三千而依正喜具当Ⅷ蓮準妙法釈尊上行也｡

一朗尖後信細彼此配入本地首藤寿命海中成木尊堂条其当経木困妙上行而亦妙法薄蔀経也

一喝謝徳到不通地〔･'jB場 末回亦龍通若有感者以仏舵機我所有福薬以回向仏法皆令鯨飲等併

収

遮光並帝 尖作艮有以 也｡

昭和拾参年壱月音祥

紀元二千五百九拾八歳

本船寄附者

新居 リサ

当院の所在-岡山県吉備即日近村字奥痢苗ナリ.

開山-曳乗坊日純大穂同郡日近村脊振寺ノ二世ナ])当地ニー字 ヨ柾立シ頗高LJ｣克棄 俺卜号

ス創草ノ年代-祥ナラズモ約三百有余年前ノコトナ リ二世日音三世智全坊日周四世妙音日敬

五世想倍日･菜 卜歴任三六世生駒紺地考5'智締院日宥 卜総ス｡

昭和十四年三月三日兵庫巌押戸市妙先山法華寺ヨJ)当地二巡脇シ荒fj36セル当奄二錫ヲ止メ

弘敬スルコト十年遂二昭和二十二年三月三十一日所判廷記所二於て法人登記ヲ完了シ井高山

北薬寺 卜公称シ之ヲ朋基 トス硯境内ノ総面就四官給二坪増外地三反八畝五歩も

現建物 ,本堂十八坪 ,大山梅現七坪 .石笠一坪 .妙見畳七坪庫裡十六坪ナ リ｡

昭和二十三年五月十六日明宝供奉ヲ巌修ス参列寺焼約十余ケ寺ナ I)｡故二為記念ノ記録ス｡

(内容例)

u一

六

日

廿

南無妙法蓮華経
近江

建部大明神

筋七粗
目存里人

応永二十八年三月
鯛祖御文尚儀公

妙謹啓儀
応永元九月行年三十四
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南無妙法重 蔵
昭和十五年九月
秋月院妙行目藤信女

俗 名 平 木 ふ じ

(江) 十二本木牛市は今はなき昔のととゆえ ,牲科も殆どなく閃き取少にエらざるを得なかっ

た｡調査地区としては王として石豪をとb上げた｡

か わ 少に当b聞き取bK協力して下さった遠藤氏 ,北本氏 ,田中氏に感謝したレヽ

参考文献 ｢岩田村誌｣ .佐藤雄一郎 ｢久世牛市の研兄J.藤田晃 ｢妙見耕一足守町El近-｣

～L

･一二1日■■
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第 Ⅲ 章 交 通 と 商 業

第 1節 交 通手 段 の変 遷

E 33_ 22 井 野 川 徳 代

1 足守馬 .大八車 ,馬車の時代

(1)足守馬について

足守馬とい う呼称は ,古劫 方々も.ほとんど脚レ､たことがをい とのことであるが ,阿骨

馬とい うのは , この地域でまた他の地域でも流徳 として大いに用い られた｡だが中気足守

,馳 存在 していたのである｡封建時代(観ll時代 )に.木下藩の年貢米の一部を,大阪の船

恩赦に鎖み出した｡ この交通手段として用いられたのが ,足守馬だったのである｡足守馬と

い う呼触 ,足守の人々がそう呼んだのではない｡矢掛の宿では .釈馬不足して足守から凝

ってきた馬を足守馬と呼んだし.また高松から下の人 が々 .こう呼称 してかb.その当時唯

-の運送機軸であったらしい｡

では .当時どんな鐘紡をたどっていったのであろうか｡足守を出発点として .みや じ柵 ,

をの比な,門前をぬけ ,今の板の土手 を通って ,高松 ,板倉 ,庭坂の井手か ら船で大阪の船

屋敷へと運ばれていた.その適中の光条が これまたみものであったらしい｡馬の背には米 3

俵と木下倶御用とかいた立札をつけて .何十頑 もの馬がもの ものしく行列を作って往来をね

93歩く.属の側にQf..局方が 1人すつついて .掛声勇ま しく夜明けのとばりを破って歌を唄

って歩くoその勇ましい声でその周辺q人々は目をさます｡それ も毎日のことではなくて.

大阪の船屋敷の倉助 棚 らいたとき,藩の使者が ｢足守馬を出せ.｣ とのむねを伝えてくる

のである｡足守属が姿を消したの拭 .掛 目時代が終bを告げると同時であった｡ (林長次郎

氏エb)

この他方一箱に方言として流行した ｢阿E.馬｣とは一体 どんなものだったのであろ うれ

阿倍鞄ま往復するとい う志即ちT･7･I骨の岩尾- しらすみ8fi員の俵を2俵 ,またはまつ炭 .野

菜 .東夷 .雑駁も鴨の背に秘んでゆき,帰bに綻軌 釜をつけて帰った｡阿骨鵜が使用され

始めたのは .室町末剛か らで ,明治 37,8年頃に隆盛をきわめ.その当時約 30頭位往な

したC.鴨をひいていた人足 ,.馬子はいわゆる下層船 の人が多分り た｡岩屋の鉱石が次第に

少な くなって くると,それに比例して阿胤馳 数 も減少し,明治末にはほとんどその姿を哨

していた｡ この頃の路は今の県道では如くて.今の桜の土手が道であった｡むろん楠は75:く

石をとびとびに並べた飛稀があb,(この他方の万雷では トントン稀 とt̂ う｡ )｢下の渡り

場｣と言っていた.道路がついたのも直接の原因は阿触 鍵 -姐山 王でき,鉱石比岩屋か

ら奥坂百円を通り,西町の下の道から猪之舟へ出て河を渡 b,大井果井の町-牛や馬では こ
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ばれていた｡猪之鼻の川を渡る時 ,誤って馬が河に落ち .数回死んだ ことから棟をかけ道を

作ろ うとvlう者があb,明治25年の大洪水で楠や道が破壊せられて ,その修敬工率をする

とき大改革的に今の猪之身街道 (猪之鼻から粟井へ )が作られたのであった.亡社寅男氏談 コ

(2)大八車について

大八車が始めて現われたのは ,江戸初期で使用しは じめた理由は ,其星が天願であってこ

こで取れる米を身叔-運ぶためであったらレ､｡ このとき!･1 7-8台で間に合った｡一般に

使用されだ したのは ,明治30年頃であb .足守全休 では 100台を少し上回るほ どの必要

度に連した｡最初の頃はめず らしく流行の波に乗って持主が非散 多かった｡ しかも新 しい

職発の一つとして,貧民層ばかDでなく,富裕なもの も士族 も大八車をひい ていたとvlうこ

とは ,足守馬 ,阿曾馬とは異なる点であろう.大八車はその当時の人々にとっては現在のオ

ITトてイのような感を抱かせたのではなかろうかO大八車の隆盛時代は明軸 から大正 7-

8年にかけて足 守全体 140台もの故にのぼったほ どである｡その内訳は ,大井地区80台

余b.旧足守地区 30台.その他の地区30台であったOで(rl取引地域はどこで.どんな品

物を取9引きしてVlただろうかO壬に細目,庭瀬,妹尾,岡山方面と取引し.これらの地域

に行なったのは ,坂などあまりたくて大八車kl適した通路であったためであろう(,足守から

積み出すものとしては薪炭が大部分であった｡ この頃大別 こ北洋花延岡弟組合ができてVlて,

120台もの大八車に原料のイ革を茄み,各家と'C原料を配り,家内工糞でもって花蓬を作っ

ていた｡その花道を買うむが ,外国のカー 占̀イツ会社で ,この頃から足守にかける外国との

樟蝕が始まったのだといわれているo薪族を戟んで行き,帰bには妹尾から魚を,岡山から

は石沢 ,肥料 ,商品を仕入れてきて ,この商品をたのんだ人が商売をし,商店を営むように

なったOのちには商人が自家用に大八車を紅くエ)になったo大八車をひいていた人は ,百

姓 ,日雇人 ,及び脊梁にしている人で,中でも専業に している人が多 く,生活はその日ぐら

しであD,資産は乏しかったが ,わbあvl安定 していも それは 1日に 1往復は必ず荷物の

運搬があったからである. この大八番の隆盛時代 もすぎ,ようやく下火となりかけた頃(大

正 5年 )馬車がぐんぐんと大八車に過ってき ,ついには大八車をしのぐほどとなった.
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馬車が大八車にとってかわった理由としては .1) 大八車比重心がとりにくく ,荷物がころ

びやすいとい う難点がある｡ 2)人のカよりも馬の力の方が大であり,それゆえ多や運搬で

きる｡そ うすれば価噂も必然的に安 くな.も をどが抄ヂられるO ここで大八車の図を描いて

みよう｡ とい うのは大八車と中車 とは浪岡されやすいので念のため描いておくC

米車が姿を現わし.大八車が姿を消しつつあったとき,貨車に大八車を乗せ .大八車に商

品を街んで.10年軽運びつづけた車ひきがいた｡これ壮昔の ものへの離れがたレ､何 ものか

があb,その人にたのみ品物i･仕入れてもらう側にも相通じたものがあって.それと同時に

新 しいもか ＼のせ抗としての表われであったのだ'ろう｡大八車比 ,現在では彪用車と して 2

-3台残っている程度である｡

(3) 馬車について

馬車が出現しは じめたのは .大体明治末から大正の始めにかけてで.その頃は6- 7台で

あったらしvl.馬車は大正を通じて隆盛を極め ,殊に大井 ,福谷地区に多 く ,30台はこえ

ていたそうであるo取引地域拭大八車とほぼ同 じで ,Ea_U,庭瀬 .撫日に薪炭 ,木材,肥料 ,

米敷 ,戯産物を出し,岡山方面から病人の榊 勿即ち雑堤類 (塩 ,砂糖 .いb干 し)を銑んで

婦 .,ていたO この地方では ,荷序黄ばかDで ,周布ひさは日属人 ,虚民が壬で ,大八車 を以

前ひいていた人が馬車ひきVTLをD.大八束と馬車との競合というようなものはなく,時代の

雄れk上bこうなったのだから,やむおえないと患ってl̂る人が多い｡虚業(′こ従TEyしている

人が馬車ひさになったとしJ,うのけ ,鹿家ではわらが奉るので馬が飢えるo馬を飼えばきゅう

肥 ,堆肥が得られるOこの ように相互に便利な点がもったか らで,この現象は ,大八車ひさ

には見られないことであろ う｡当時 ,上麻とい う人が .馬せひさであったが '馬各7)粗方 と

を9 ,.馬車を持ち ,ひさ子を規人か ,かかえて彼らにひかせていたO彼は .いわゆる校本集

群者であったと思われる｡大八車の場合には.1人の有力者が竹本を出して'大八車を幾台

も持つとしへうことはなく.これまた馬車出現以後の界味ある点とし1え･LうO現在足守に･:,i.常

連が2台あり.山から材木を迎ぶときVC使用される以外rL:L,:i･家(7-欄 にその#をこ塘めで･一ち

2 7･ラック輸送の開始と展開

足守にかけ らトラックの登場は ,大正 13年であっ私 当時 ,馬車の全盛時代 で,それとい

うの も,一般に道が狭かったため馬車使先で,トラック托修繕按もかかるJ,でい ただけなか ?_

たのであるOだが徐々にトラックが羽を伸ば してくると ,馬S.ひさの中では .トラックが道路

を通るのを じゃまするといった上うな気分的反抗 を示したが .産米の発達や機械の急激を進歩

に よD ,こうならざるをえをかったとあきらめている人が多々あったようであるo ｢ます華々し

く登場したのが ,大正 13年足守の馬車ひさの匿名組合で作 られた'ァサヒ自動車会社 'てあ

った｡ この会社は岡山の船希町→大井間を往復 してい た.トラック台数は 7- 8台であったら

しい｡足守からは米麦 .耕 .生果物 ,竹工品を岡山,井原,府中へ と積み出し,問LLq面か

らは ,砂糖 ,菓子類 ,電気製品.鮮魚などが入って きたのである｡その後 5年軽たって .大井
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出身の馬車ひき大坪氏にエb創立され .大井商店街の応援を受けて登場したのが ユ̀ニオン自

動車会社 〝であるoこれはきわめて小規模会社で,せいぜい2-3台位にとどせっていたO運

搬 としては,アサヒ自軌車と同種贋のものを坊み ,行先 もほほ一致 している07サヒ自動車

会社は.足守にあったが .大井は物資典故地と して昔から栄えただけあって ,物発が豊富であ

a.何かと都合が艮いため .会社を移転せざるをえなくなった｡ ここにアサヒ自動車会社とニ

エオシ自動車会社とのか得潜先の荷物の争奪磯が展開されるのである0.がアサ ヒ自動車会社の

方が馬車ひさの匿名組合であったので.馬車ひき相互間の連絡が上くついたため.ユニオン会

社を●吸収する結果となった.アサヒ自動碓会社がユニオ ン自動車会社を吸収合併して,昭和 1

2年 一三傭運輸株式会社 'と改め トラックの台数は 12台と売った｡この三億時代が T.ラック

o全盛といえようo この会社の取引先は岡山で,岡山中心の経済が行われておb ,この地方の

必要物農即ち塩 ,砂糖 .兵子 .雑乱 電気製品.鮮魚を岡山から購入 し,岡山へは .栄 .塞 .

薪炭 (神戸.大阪方面へ も出荷する｡ )宿 ,果物 (メロン･もも･ぶどう),疏菜を出してい

たoその後,三備運輸㈱VCとって代ったのが .昭和 18年 4月 1日創立し,現在 もなおその余

命を触ってVlる県貨物自動車会社(大井vc所在する)である｡この会社の 11ラックの台勤ま3

台その中,岡山.大阪への定期便 1日 1回と ,昏切Dが1台であるoそれも季節にょbちがい
秋になると生果物が出辿るため ,定期便 1日 2臥 臨時庫毎 日2台比必らずかかさないそ うで

あるC収引地域は,妹尾 .早島 ,廃源,吉備町,彦崎.岡山市であって.薪炭 ,竹か ど.化学

薬品 ,舌僻被月凱 原木 .米麦 ,果物 (メロン･ブ ドウ･もも)が主として戟み出されている.

岡山方面から定期便でくるものとしては ,維旗,衣類.肥料 .セメン ト,ドカン.やさもの .

魚類 ,薬品原料 ,といったたぐvlのものであるo

T･ラックの通る'L,- トは福谷一 日近づ大井っ足守っ高松う一宮う楯荷っ岡山ヽと一路国道二号

線を建るのである｡

長逝 トラックは,如何 なる位JEVC立たされているであろ うかO最近では,トラ.yクの大きな

のは .あまb必要性がないと冒われている｡ とvlう功ま.ブロック区になったため ,自家用の

自動車で逆数するものが増えたことと.鹿家の庭先まで資材を運ぶオー ト三鵜が現われたため

であろ うO三輪は小出しができ ,短距舵の場合 ,回転度を早めるという長所がある｡だが トラ

ックも築材など運ぶにはtu刑 であD,vlっべんに物が運べ ,長丘概 をゆくというところに利点

があると思うが .地方としては ,金銭的な雨と運搬物か樹とから三輪の方が T･ラックよbも段

先 しつつあるのではをvlだろうれ (松EEl好三氏.牧野氏よb細さ収b)

第 1表は ,足守町にかける括車台数大正以降現在までの変遷を描いたものである0

r メ
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3 汽車とバスとの敵合

(I)足守駅創糞のいきさつ

足守脈別井にあたっては ,いろいろ丑 t･ラプルがあ b,足守の住民は多大の阻むと興味を

持たざるをえなかったO足守脈の設計が提案され,高批から大崎に入 D.足守の土楠の向こ

う側に杭を入れ,それに加えて野々口っ玉柏っ岡LUへ出る緑が計画されたが ,途中牧山のあ

たDが非常に戯工唖でエ坪野が高くつ くため ,設計は変更されることとなった.次vlで福渡

→越知→字甘束村→聯掩 (ここにt.ンネルを作る予定 )→日近→大井→足守の土橋に交叉し

て作られる計画がたてら九 ,fJ'一々 と話がすすめられていた. 当時大地主であb足守の有力者 ･

であったH家では鉄道が敷かれると土地を提供せねばならぬ敬白に陥ることを見抜き,早速

以前から利害関係をもち県議会にいたN氏に.鉄道を敷設することを取 bやめる上う相談を

持ちかけ ,H家では鉄道敷設e)反対理由として,次の 上うなことを述べた｡(I)この足守め町

に汽車が通ることに75:れば,大きを横車で木材を宙み出し.足守の木材はなく75:って しま う

であろうo (2爪車が五平太(当時の石炭のこと)をたくと ,,F濃vl煙が出て ,米や麦の害にな

るであろうo この 2つの反対理由比 ,足守の住民の心を強くとらえ , ｢これ一切ま.困る｡｣と

H家の考え通i)になったわけである.H諌め古見にまっこうから反対し,必ず足守の町に駅

を敷けようとする動 きを示したのは .足守商人たちであったoその代表者として ,畔拝金之

助氏がいる.彼は金融類本家であD,足守の交･適が僻 Uに75:九は,この地の発展は ,縫済の

. 数の心ある ものは.この足守の町に汽車を開通させることを心から歓jfDしたのである｡がH

知 権力と金とにものを言わせて .N氏を後押ししたため,いかんをがら足守駅とvlう名を

とどめただけで .足守の町に設挺されず ,明治37年11月15日高松町に設正され ,創業

をみたのであるo足守駅設毘当時のvlささつを知っている-古老は,こんなことをきってい ･L

たo ｢足守駅が現在この足守の町にあ ｡たとしたら,文化 ,塵共 ,行政あらゆる両に大変化

をもたらしていたであろうo鉄道の敷設にいざこざがあD.遅らせた地方では必ずあらゆる

面にむくれをとっているo例えは西大寺市 .児島軒はその例にもれない.H家に先見の明が

75:く,足守の町に鉄道を敷か丑か ったことは ,今後町が辿る方向を決定してしまっているo｣

(長門弘氏よL)lの聞き取 b)

(2) 駅附文王の交通

交通は足朝日に添い ,南は庭戦万両- ,北は足守町を経て,加茂 ,賀脇町＼,東仇高松町

某金町を経て岡山市に致るO西は総社市を湖 断して矢剥卜＼通 じる退路が発達 し,中鉄Jtスを

主軸として .井笠.備北バスが乗入れ,i封r巨離派客の利用者が多vb

(,3) 足守駅の運輸概況

第 2表から見てもわかるように .乗降零ともに 28年度がそのピークを示 してい るoその

後30,31.32.33,34年は汽車利用者が減少しているO これは J(スの利用者が年

●
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(第2表) a年皮別乗降人月 (一 日平均)

｢二 .i

-1ヽ′ヽ′l 】

一ヽ ′ヽV1■ 一■ヽ′ヽ′ヽ

一ヽ ′ヽ′一 /

i/

Je

l I

年鑑 別 25 ;:6 27 ■28 29 30 31 32 33 34

Ii○ ○!乗 降 ○○○○ :○○ I○○ OQ 00 1-○○ 〇〇 ㌢_Oi OeBヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

車 凍人 人 ヽ ⊂⊃-′ヽ⊂)三 PLll⊂⊃.一一一一一ノ~ヽ ⊂⊃- ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂∋^ JL
′＼五 三こ ⊂:)= フヽ ′ヽ ⊂⊃ノ~＼~一 ⊂⊃〇六 九 ⊂⊃⊂⊃一一日九三 ′ヽ

々増加して .少々汽車よbA-くて も便利がよい方が .また時間の関係から考えて も都合が よ

いので.,(スの方に傾vlたのであろうと思われる｡今後この表から見て予想される ことは,

乗降客ともに汽車利用者が減って ,その頃域を,.'スにわかされるの~功まをいだろうか,とV'

うことである｡

1【ヨの乗客の動きが郡 4表からうかがえる｡せずEIにつく功ま.岡山方面へ出かける東谷

が一番多く.全体の 1/3 を占めている.商売人とか耳物客.娯楽を求めて行く人などであ
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(第3表) 昭和 34年 度 乗降人 月

乗 車 人 亘 I 降 車 人 ■月

定 期 外人 月 (1日､平均)I定 期 外人 月 (1日平均)
70.072 (191) 75,520 (206)

定 期 人 月 326.521 (892) 定 期 人 月 326,521 (892)

駅勢報告旅客エ)

(第4衷) 1日の乗車券発売から見た乗客の行先

lI E7 名 発売数flLi 駅 名 発 売数 丘 駅 名 発売数億

大 阪市 内 ((72)3 詰 所 - 宮 I (牧)5 量柿 P,,- - (秩)2

岡 山 55(34%)早 島 1 大 久 保 1

備 細三 門 1 服 部 ,東 総 社 51(31%) 相 生 2

(昭和 35年 8月25日調)

ろう｡次に服臥 東総社への乗客が多く.全体の1/3を下回るほどである｡これは良家闇の

往き来 ,総社でいつも買物をしているので行きやすいとい う理由で買物に行 く客.またEl展

労務者もいるであろうO東総社につVlで,備中高松.吉備陣,食敷 .妹尾方暫把もかなり出

かけてVlるO

(第 5表 )

1日の降凍券よb見た通勤者発駅 (昭和 35年通勤状況覗 )

線 名人 山脇本線 青 傭 線 宇 野 線 伯 僻 .級 A一つ計

岡 備 昔 傭 東 追 辛 揺 備

､脈 耐 備陣 早 揺社負 山 育 高也 川 野 社 広#
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く琉数奇-1多いが ,足守へ入って くる通勤着払 ま版く少いo足守の官公軌 会社 .工場など

紘 .その土地の人で十分胤 て合うのであろう.

一

砺由 51年凍

旭尽*釈.[香併a 華 忠

PTT＼

■卓∧､育 良材 - ー ｢

8.A皐月 I

加 入年 長 /jクウシシウ〃ウウウウク:1
l

京樽 車大貫

(管丸を断碑宅連射武歳表より)

音備線全体から足守駅の乗降客利用状況を見ると.青僻馳 )粥 の乗降客にあたるo舌侃 '

線の他の駅例えば俳中高掛王34.総柚まỳ の利用状況である｡吉備線全休の中の足守脈か

占める位臣は可成b重要である｡

b 足守駅輸送物資

主要な発送品として比 ,7月～ 10月にかけて ,京阪# ･東京 ･j仇 州方面-出荷する

甘もも- メロン- マツタケ･がある○その他かき･ぶ どうO-iた 12月下旬になると･

かもちな送るそうである｡ これらの品物は.は IL-客車健で甥箆に品むほどの もので比か10

米麦,白菜は時婚約 に出辿るもので,11等串故み托 して ,大阪 ･九州方面へ送られるO特に

大阪市乳 東京市場で好評を博しているのが ･メロン･でfiエbもTfを塞 くみている鱗向に

ぁる｡到着品としては ,字勘 別子執山か ら肥料が ･京阪神から鉱採,名古屋から砂 ･コー

クス ,広島からど-ルかす (ぶたの飼料に用いられる)が入ってき ･これらは瓜協-運ばれ

る｡貨確に荷物を墳むに性 ,佃当のもiでなければ-はいにならず ･大低客車蛭で問にあって

いる｡ 1日の指物取扱 数立付2L2個軽度であるO

4 I(ス弄り用とその将来

(I) 中EIFj鉄道,(ス会社以前の,(ス会社の陸曹

そもそも朋 :に摘 ヱ巨会社が花見 したの比,大正 8年 sJ[･!(Z)ことであD･当時牧野舶一氏

一一?l̀ -



が公職托つV,ており.この地方で時代の先端をvlく人であったので,早くから白墨5番が必･S

であることを見抜vlていた｡そこで個人経営の ｢蔵締自動車株式金華｣を設立し,足守駅一

大井問に路緑をしいた. 当時,一般の人 ･々は,｢日動事というものは危いそうだ.人力頒の

方がどれほど安心して乗れるかわからん ｢｣と育ってV･たとvlうo宮薬形態と しては ,乗合

ノ･:ス一台で,せいぜい 6- 7名乗れる砲塔の小型 であb.時たま交通印故に も見舞われ舟Z)

で .ますます人心から遠 ざかる揺果となった｡更に.人力庫の車知 生晴がかびやかされる

とvlう理由で .同発着が結束 して,反対 ,並杭したとL',う｡馬橋自動車は侃人的企糞の失敗

と以上のべた不利な条件とにエ9,姿を潤し,昭和 4年:/=これに代 ったのが.｢松竹自動斗

軒 宅会社｣であるO大井一書肺坪間の路線を走D,この会社に比 ,集合ノ(ス一台.ぼ軌少一

台であD.八人乗bバスで,利用 してVlたのは ,主に通勤者層であった｡その倭 ｢松竹自動

車会社｣は合併 されて.｢足守自勤番会社｣ となb,足守収を中心吃 ,偏谷 ,下旬賀 .日並

の路線に通じ.のち吉川まで延長 した｡当時乗合,(ス 5- 6台で.Jl'ス往復回数は7回.1

回に 5人春蝶の乗客があったらしいO (松田富三氏より肋きjB.少)

(2) ノミス利用の現状

昭和 10年頓になると.汽取は鮒 掛取とたわ,-旋盤界は不況に陥カ,柵 は路線を一

本化することを更新 し,それによって利潤を得ようとした｡また中国鉄道株式会社姓汽車の

'B収によb,その資本金が洩ったため,Jiス会社へ転向することになった.中鉄,,<ス営業所

が足守町に発足 したのは ,昭和 11年 10月lE]である.r‡】鉄Jl'ス営某所は ,足守町全域で

大井地区唯一つであD.キップ売場性足守脈 .大井川 ,大井営某所の?ヶ所に放いてL̂･るO

Jてス路線は 6本あb.次の表の通L)であ;ilo

(界 7表)

区 間

1. 大 井一岡 山

2, 大 井 一食 敗

3.大 井 一総 社

4. 大 井 一上柘田

5. A -,4 -富 川

6. 大 井 一下賀茂

7･.大 井 -浮 田

8. 大 井 -

1日往復回数

この義からみて,1日の従物回数が多い路線ほ ど利用者が多いのではなvlかと予想される｡

で旺現状は どのパス路舘が一帯利用者が多vlか｡やばL)大井一胤JJ間であるDその理由とし

- ilfl--



ては,通勤者にとって岡山に対するEE各地としての足守,一般来客 ,中でも繭他人にとって

は物部交約〇位のために,また玉樹たちは,折渡を旋ねで岡山に出たついでに衣料品など臥 ,て

榊37.家掛 で何車かある敏合も岡山-出て胃物なすも｡こんなわけで,何かと岡山へLbる機

会が多い.利用者が多viと,1日の′.'ス在触回於も卿やまねErlをらたいO次vlで岡LU一書川

問にJ{ス利用勧 ;多いo富川の町で比良澄田柾である岡山と取引をし掩品提訴が発達してい

るが.芳川の町を維れ .僻地に入ると,行海人が周uJからやってきて ,日用雑貨 ,衣頬 .義

子放 持ち来たって,現金収入の少hRa果て米 ,野菜 .生果物と交換する｡この冊 也Tyi,

現在に放て も,いまだ物々交換が行われている｡ この ように ,行商人や商売人が壬 として,

この路線を利用してVlるのであ.ろo利何者の少ハ轍 まどれだろうか｡それは ,大井一群田

胤である｡, これは季節遊行つまb坪田配鬼女対称とする定期運行で.吏以外はほとんど利用

者がない｡

a 矧琴等赦とその行先

正椎を数比わからなvlが ,大体･Z)数を棚さLiJ･タしたのを,.記してみよう｡解 答数は 1

年平均73万人で.1日の乗降客i'132,000人である.その内定3g7I/3,辛-,プ 2/3で,

通勤者故紙 200名位であろ う｡通曲者を地区別に見ると .福谷地区約 30名 .この地区

では助め人は多いが,勤め先で下宿又に貨を刈用するためid勤音数は少V,O大井地区約 1

00名,足守地区70名である.ここで,1日のキッJD売れゆきと.Tltj用区間を表にして

(第 8衷 )

区 間 覆霊 I.区 悦 '発癌枚数 ぎ 区 間 憎 悪 I,f 区 間 if悪霊 一

大井 - 岡山 吊 l'J 大井-足守 1㌔巧一大元一舶 可 lCk)-l大 井-下郎 】1 帆12

j大 井- ..一宮l JI2 l大井-柏尾 5 大 井 - 広irEb-I 6 大̀ 井 - 新 町 ll 21

大 井 - 共金 1 大井-広石 I5jli大井-上顎磯 2 大 井 - 紹社 5

大 井 - 高 松 13 i大井-トu内l II8!'犬拝-下旬淡 1 大井一 身 赦 10

!大 井一大抑l16大坪-酬 = I__u 二 l大井-上底叫 18! 計 i240.,

封 8兼から ,大井-Ik;lLu日日or)キップの売れゆきは ,2/Sを占めてvlるo次いで大井一席

秩 .大拝一大#)日,大IjT一足守 ,大井一上席田 .大井一新町問の利用者もかなDの数に昇

っているoバス路線の ところで述べてい るので,この裏の説明は省略してかこう｡

懲戒定期券に .どの区ILiiでj･tj川膿が高 くたっているだろうか｡大井一大#JHがますあげ

られる｡大井から大井川へ出て くる人 工むも.大井川から大井へJuL勤している人が多vlの

で紘-/=いだろうカも 足守RIの各地区問の移出 も相当斬繁をのであろ うo次vlで大井一間LU'

足守一大井川問であるOまた大井-高松問,山内-足 守臥 位守一岡山間の定期券の発行

もかなりの31'(t,=なってvA.ち｡これらのことから.通勤者○勤務先がどこに鵜中しているか

1･_I 1_



E がわかってくるO

将来の ,足守に おいて,′ミスの擬がますます よくなると,足守の町比 ,胎 の住宅地とし

て幣軽するであろうと推測される｡Jミスの飯が進めば ,却って足守住民に汽車を朝から遠

ざけ ,利用する轍 も汽車とは比較にならなく在るだろうo

第 2節 通 勤 者 の 実態

旧足守町に訳ては ,いわゆる光度趨家が多 く.一方で温泉を営み .他方で勤務してVlる.とい

ったように ,2本立てで助 をたててVlる｡だから,足守にかける通勤者の寛恕を把塩して,比

丘づけをすることは必要をことであろ うと思う｡それて旧足守町の通勤者に質問表を配布し.集

計した｡その廠菜を次に述べてV}こう｡

1. 旧足守町 人ロー 2,721人 通勤者敬一 386人 通勤者敬/人口- 14多

上足守 1,926 288

一夜 守 625

下土田 170

･HHR 回収率 49多

(第9表)地区別男女通勤巻数

違ETl旦 寧l 上 足 守 j 下 足 守 l 上 土 田 計

輿 人91 f 人38 1378

女 I 42 13 - 55

計 133 51 8 192

(第10表) 企共形態から見た地区別通勤音数

南 一旦旦 上 足 守 下 足 守 上 土 田 針

公 有 43人 10人 4人 57人

革 公 務 lLl 3 1 18

大 企 糞 12 f 4 - 16

l 中 企 託 1 37 20 2 59

′Jヽ 企 発 27 14 1 4?

I計 量 133 J 51 +8 111 192
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(第 11衷 ) 職種から見た地区別通勤者独

練Td--勘 区I上 足 守 下 足 守 上 土 田 計

管 理 職 人. 6 人3 ,A 11人

専 門 職 21 3 I 1 25

技 術 職 25 6 - 31.-.

専 務 職 33 16 4 53

そ の 他 6 ～ - 8

計 133 51 8 l 192

(第 12表 ) 通勤方法から見た地区別通勤者放

忘 蒜 富-書 一区 a 上 足 守 1 下 足 守 上 土 田 計

徒 歩 18人 1人 1人 20人

自 転 車 45 24 1 70

ノヽ ス 41 14 3 58

汽 車 23 10 2 35

オ - I. /{ イ 4 1 1 6

そ の 他 2 1 - _3

計 133 51 8 .192

(第13衷) 通勤先所抗Bl体から見た地区別通勤巻数

読蒜 軒 一旦 ＼軍 J 上 足 守 下 足 守 上 土 田 汁

労 働 組 合 団 体 12人 5人l 2人 19人

レク レ-シコ./巨n体 1 1 I 3

'運 動 Bl 体 3 1 - 4

不 加 入 者 117 44 5 1

.- l T. ノ _ _



(第14表 ) 家の職共に より見 た地区別通勤者数

妄芸藤 一-旦｣を 上 足 守 下 足 守 上 土 田 計

迅 兼 53人 41人 6人 100人

商 ~共 22 - - 22

公 務 , 串 公 務 21 - 1 22

会 社 員 15 3 1 19

サ ー ビ ス 灘 5 2 - 7

触 職 ′ 9 3 - 12

そ の 他 8 2 - 10

別. 133 51 1 8 192

第 9表から'm 14表せでは ,通勤者につV,てのOutユineだけなとらえて ,表にしたO

次に組合わせ躯計により,詳しく抵べてみ よう0

2. 通勤者の年令別

(1) 男女数
(第 15袈 )

壷ー一首- 岨理 娼 女 ㌔｢

16才～ 30才 72刃l 37 109人
31才 ～ 50才 51 18 69

51才～7 〇才以上 14 - 14

(2) 職場での地位上b

(第 16衰 )

通勤老壮男女をとわす ,若い周が

多 く,次いで中年層が多いo老令に

なるとさすが に女性の通勤者姓見 ら

れT3:V}o

1詔 嘩 空 軍 ー菜 王 立 役 部 長 熱 度 係 長 主 gJ仙郷 原売月労務□桓 出JTill.

16才 ～ 30才 2% % % _解I 4啓 # 31% 7% 5辞 ♂ 10矛

31才 ～ 50才 2 2 2 l 4 4 ㌔ 16 2i 40 26L100

年令の若い通勤者で｡.,丑から見て ,堺筋El,労新月が圧倒的に多い｡ 中J輔学の速効者で

も印坊月 .労務Bが多vlが臥 層ほ どで比をvl｡五枚,部長,課長の地位につき始めるのが

この中年層である｡

3. 勤務所在地別による企封 珍想

岡山市への通勤者は ,中小企某に倒 してvlる人が割合多 く,地元の中小企策 よりは給料 .
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Cid義71苅(

蒜高藤避
整讐公瀞f準公斬大企
兼中企;
.rti
,,､企兼
｢嘉｢
I

開山fTfl13留155615*25射32啓'100多
i

1
足守町40
!
14l-2521100

L聖埋空
_
聖空 28 1 28 11 5 28

労鋤条件などの点から閉山市の方が彼らにとって毛利でも9,又一方,都市h 就職するとい う

ほこりを持ち侍ることができるからであろ うか｡足守町や総社耶 こ見られめような同山有り大企

遊-就職している人が,か相.tL･がらいるC.監守町-の盛勤葡d:,公Jt.言に従郁してい る人が多く'

他地域で公粉に従印してい る人は少い｡総和-_市で托.申企弟に勃耕 してvlる人がすこぶる多(,

総社市への通勤者の半数以上 も占めているoそれはEtifできた77ソド.)-会社-足守の通勤

者が吸収されているG'Dであるo他地境へ(つi巧助省は ,公凱 敬公軌 小企炎と平均分散して職

島は もち.一つの企菜ヲ搬 idI顔中 してはいなし㌔
4.通勤者の職帝別

(目 鼻女敷

(消18衰 )

-盟 声.j 功 女
理 戦 7%2%

l lI12 22
20 l 4

男女ともに労務職につい てVlる人の比率が広 く,中で も女性は避 :uSuT･の半数近 く労務俄で

ある｡次いで9-1女ともに堺筋級に従巧=ノてLJlる人の割合が比較的目立ち .男性は女性に比べ

技術職 .女性け 刊生に比 し将門機(中でも政戦に制 1している人が大部分である)にかたよ

っているー

1

(2) 学歴から (第 19衷 ) . ｣p ･

小 ,ErL単 段卒 4% 7%r 25雀 5% 59% 100%

旧 申 .新高卒 4 8 ll 40 37 100

高 専 卒 9 63 9 19 - '100

大 学 卒 17 44 - 33 6 100
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